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創業以来、電気工事材料の販売を通じて、地域のインフラを支えてきました。

確かな知識と迅速な供給で、電気工事業の皆さまから厚い信頼を得ています。

電気を点す。

笑顔を点す。

宮地電機は、四国の暮らしを支え続けます。

と
も点

す
。



照
ら
す
。

―昼は昼らしく、夜は夜らしく―

宮地電機は、「照明は太陽に倣う」という理念のもと、

照明設計、そして照明器具・窓周り商材の販売を通じて

皆様の“心地よい暮らし”を実現します。

なら



「省エネお助け隊」をはじめとする省エネコンサルティングや

太陽光発電、電力制御などの技術を通して、

エネルギーの最適化に取り組んできました。

電気を創り、省き、そして活かす。

それが、宮地電機の新たな責任です。

創
る
。省
く
。



成長を実感できる
環境の提供

　経営課題として、最も重要なのは人
手不足への対策です。今後、定年退職
により会社を卒業される方が増える
中、経営開発室の努力により新卒や
中途入社の採用を進めています。し
かし十分な人財を確保できている
か、あるいは今後も確保し続けられる
かについては、不安が残ります。さら
に、今後の状況は現在よりも厳しくな
ると予想されるため、この課題は会社
の存続に関わる重要な問題だと認識
しています。
　宮地電機は「入りたい」「長く勤めた
い」と思われる会社にならなければ、
生き残ることはできません。そのため
には定着率向上に向けた取り組みが
不可欠です。特に研修には力を入れ
ており、四国の同業他社よりも充実し
た研修を提供できていると自負して
います。当社で働く人が、身に付けた
い知識を身に付け、学びたいことを学
ぶことができる、成長の場を継続的に
提供してゆきます。
　また、最近気になるのは、社内コ
ミュニケーションが以前に比べて減
少しているのではないか、という点で
す。例えば、入社歴が浅い方が何か
を質問したいと思っても、「先輩が忙
しそうだから」と遠慮してしまう場面
があるかもしれません。しかし、そうし
た状況が生まれないように、「遠慮せ
ずに聞いてほしい」と伝えたいと思
います。
　Microsoft Teamsの導入により、業
務のストレスが軽減されたことはとて
も良いことですが、やはり直接的なコ
ミュニケーションの重要性は変わりま
せん。個々の交流を活発にし、相談し
やすい環境を作ることで、より良い職
場を創ってゆきます。

年輪経営

　事業を長期的に存続させるために、
目の前の一瞬を大切にすることが重
要だと考えています。もちろん、遠い未
来を見据えることも欠かせませんが、
予想通りに進まないことがあるのは当
然です。だからこそ、「今後の展開が不
透明で見通しが立たない」という前提
で考え、柔軟に対応できるよう準備し
ておく必要があります。
　例えば、私は現在、水素エネルギー
について熱心に学んでいます。もし今
後、水素が広く活用されるようになっ
た場合、何がどう変わるのかを想定
し、適切な手を打っておくことが重要
だと思っています。
　改めて考えると、私たちのビジネス
はニッチな領域に属しているかもしれ
ません。世間で大きな話題となるような

分野ではなくとも、異なるニーズを模
索し、それに応えてゆくことが必要で
す。電材業界自体が決して目立つわけ
ではないものの社会にとって欠かせな
い重要な事業であることは間違いあり
ません。
　また、私は「100年企業」という明確
なゴールを持つ必要はないと考えて
います。気付いたら100年経ってい
た̶それでいいのではないでしょう
か。70年から80年があっという間に過
ぎ、気付けば10年が積み重なっていま
した。企業の歴史は、「色々あった」
日々をひとつずつ積み重ねた結果で
す。だからこそ、毎日を誠実に過ごし、
お客様を含めた周りの方々に貢献す
ることに全力を尽くしてゆけば、それ
が企業の継続につながるのではない
かと思っています。これこそが「年輪
経営」の考え方です。

創業者の先見の明と
80年の歩み

　私の祖父であり、宮地電機の創業
者である宮地恒治は、もともと農業
を営んでいました。しかし、終戦を迎
えた際に「これからは電気の時代
だ」と考え、電気の仕事を始める決
意をしました。この選択こそが、現在
の宮地電機の原点です。もし当時、
電気ではなく別の事業を選んでい
たら、会社が今日まで続いていたか
どうかは分かりません。電気の重要
性をいち早く見抜いた創業者の先見
の明は、本当に素晴らしいものだっ
たと思います。

　また、創業者は高知から事業をス
タートし、四国4県へと積極的に拡大・
発展させました。その強い意志と行動
力が、今の宮地電機の基盤を築いた
のです。現在、四国でトップシェアを
誇るのも、創業当時の決断が大きかっ
たと言えるでしょう。
　次に、宮地電機を支えてきたのは、
皆さんの存在です。80年にわたり、多く
の方々が入社し、会社の発展に貢献し
てくれました。戦後間もない創業当時、
電気業界の将来性は不透明でしたが、
時代とともに電気が広く普及し、魅力的
な業界へと成長したことで、優秀な人
財が集まるようになりました。宮地電機
で働く皆さんは、素直で真摯、そして前

向きに仕事に取り組む人々の集まりで
す。そうした人財が揃っていたことが、
会社の成長を支える大きな要因となり
ました。
　さらに、宮地電機は単なる電気材料
の販売にとどまらず、照明を中心とした
インテリアの提案販売にも力を入れて
います。日本全国の同業他社には、電
気材料の販売のみを行う会社も多いで
すが、私たちは照明分野に重きを置き、
業界トップを目指してきました。全国的
に「照明のことなら宮地電機」と認知さ
れるほどの評価をいただいているの
は、先輩方や皆さんの努力の賜物で
す。特に最近ではLEDの普及により、
照明デザインはますます高度化されて

いますが、私たちは常に研究を重ね、独
自の付加価値を提供し続けています。
　そして、前会長で父でもある彌典は
「宮地電機をいい会社にしよう」と、
様々な制度の整備と改革に取り組み
ました。例えば、文書の作り方やホッチ
キスの使い方などの細かなルール整
備に始まり、女性が働きやすい環境づ
くりにも力を注ぎました。育児休職、産
前産後休職、マイライフ勤務制度など
を整え、結婚・出産・育児を経ても継続
して勤務できる環境を整えました。こ
うした制度の導入により、実際に優秀
な女性が長く働き続けられるようにな
り、会社の力になっています。

予測不可能な
時代を経て

　この10年間は、予測不可能な変化
に満ちた年月だったと感じています。
例えば、70年社史や当時の社内誌
「COMMON」にも記載されている水
銀に関する水俣条約、脱炭素の動き、
そして太陽光発電の普及などは、ある
程度予測できた変化でした。しかし、
新型コロナウイルスの感染拡大は
まったく予測できませんでしたし、「働
き方改革」という概念も当時は浸透し
ていませんでした。このように、社会
や企業を取り巻く環境は、この10年で
大きく変化したと感じています。
　また、2015年に父の彌典が他界した
ことも、会社にとって大きな転機となり
ました。存命であれば、様々な助言や
意見をいただけたと思いますが、社長
としては強い後ろ盾がない中で、その
時々の判断を下さねばならず、自信を
持てないことも多かった10年だったと
振り返ります。
　さらに、人口減少に伴う人手不足や
働き方改革は、当社だけの課題では
なく、社会全体が直面している問題で
す。そのため、今後の舵取りは非常に
難しいものになると考えています。

エネルギー
マネジメントの取り組み

　東日本大震災以降、太陽光発電や
省エネ、カーボンニュートラルの取り
組みが進んできました。世界的にも脱
炭素は喫緊の課題とされ、日本は国

際的な約束として《2050年カーボン
ニュートラルの達成》や 《2030年まで
に温室効果ガスを2013年度比で46%
削減する目標》を掲げています。これ
らを実現してゆかなければならない
ことは確かですが、とても難しい挑戦
でもあります。
　私は蓄電池の普及が進むと考えて
いましたが、技術的・価格的な課題に
より、広く普及するのは簡単ではあり
ません。では、蓄電池以外のエネル
ギー源があるのかというと、水素やア
ンモニア、風力などさまざまな選択肢
はあるものの、それらが安定したエネ
ルギー源になり得るかどうかは、現時
点ではまだ確信が持てません。そのた
め、これからの時代はより複雑で難し
いものになると感じています。
　私たちはこれまで、電気や照明を中
心に事業を展開してきましたが、その
供給源をどのように確保するかという
エネルギーマネジメントも大きな柱の
一つとして取り組んできました。以前
から、「エネルギーマネジメントについ
て相談できる相手がわからない」とい
うお客様の声を多くいただいていまし
た。そこで、「宮地電機に相談すれば解
決できる」と思っていただけるよう、省
エネルギー担当室を設置し、専門的な
研究を進めてきました。
　さらに、省エネルギー担当室を拡充
し、この春からは各県に専門メンバー
を配置しました。その結果、各地域の
ニーズに迅速に対応できる体制が整
い、今後さらに社内でエネルギーマネ
ジメントの取り組みが活発化すると期
待しています。

働き方改革と
プロフェッショナルの
価値

　働き方改革について考えると、納得
できる部分もあれば、そうではないと
感じる部分もあります。休日の増加や
時間外勤務の削減は必要だと思いま
す。しかし、一方で「人の価値とは何
か？」という問いが、私の中で常にジレ
ンマとしてあります。
　私は「その人にしかできない仕事を
すること」が働く価値だと考えていま
す。ロボットでもできる仕事や、Aさん
の代わりにBさんが問題なくこなせる
仕事は、果たしてプロフェッショナル
といえるでしょうか。属人化の解消が
よく議論されますが、本来の「プロ」と
は代替不可能な存在であるべきだと
思います。例えば、もし大谷翔平さんが
育児休職を半年間取ったとしても、彼
の代わりは誰にも務まりませんよね。
　宮地電機というステージを最大限に
活かしながら、一人ひとりがプロとして
輝くことこそが、本当の幸せではないで
しょうか。そのためには、誰にも負けな
い独自の能力を磨き、人脈を築き、誰
かの役に立つことが重要です。しかし、
一般的に言われる「属人化の解消」を

伴う働き方改革は、こうしたプロフェッ
ショナルな成長と相容れない部分もあ
るのではないかと感じています。
　働き方改革は重要な取り組みです
が、個々の専門性や強みを活かすこと
なく、画一的な仕組みに組み込んでし
まうのは、本来の「プロ」としての働き
方を損なう恐れがあります。そのため、
すべての改革を無条件に受け入れる
のではなく、宮地電機にとって適切な
働き方改革を慎重に選択し、導入して
ゆこうと考えています。

新しいことに挑戦し、
独自の知恵を

　他社には真似できない新しい知恵
やノウハウを持つことで、お客様に
もっと感動してもらう。先進的なテクノ
ロジーやサービスを社内で実験的に
導入することで、より正確にお客様へ
訴求できる。この考え方は、当社が常
に研究開発を行っているからこそ可
能なものです。しかしながら、例えば
徳島支店にも導入したHCL（ヒューマ
ン・セントリック・ライティング）や明る
さセンサー、人感センサー、タイマー
を駆使した「全自動照明」は期待した
ほど社会に普及していません。

　また、蓄電池も期待されたほどの市
場成長は見られず、有機ELについても
同様です。情報を収集し、様々な検証・
研究を重ねたにもかかわらず、思惑ど
おりに進まないこともあります。しかし、
会社としてそれを「失敗」と捉える必要
はありません。「失敗を恐れずに」とい
う言葉の通り、積極的に挑戦し続ける
ことが重要です。チャレンジした結果、
思うような成果が得られなかったとし
ても、それはただ「そうならなかった」と
いうだけのことです。そして、その挑戦
で得られた知識や体験は貴重なもの
であり、必ず将来の役に立ちます。
　だからこそ、皆さんにはこれからも果
敢に新しいことに挑戦してほしいと
願っています。まだまだ挑戦が足りてい
ないと感じるほどです。新しいことに取
り組み、可能性を広げてゆきましょう。

電気の供給を支える
ために̶BCPの重要性

　近年、熊本地震や能登半島地震が
発生し、四国に暮らす私たちにとって
南海トラフ巨大地震への備えはより切
実なものとなっています。こうした状
況を踏まえ、改めてBCP（事業継続計
画）、つまり事業をいかに短時間で復
旧させるかという計画を作り直すべき
だと考えています。以前に策定した計
画は、時間の経過とともに記憶の中で
薄れてしまい、十分に活用されていな
いのではないかと感じています。
　地震が発生し、津波が襲来した際
に、私たちはどのように行動すべきか。
これを再検討し、社内で共有すること
が重要です。また、宮地電機として地
域の復旧・復興のための電気材料を
迅速に供給することも、私たちの使命
であると考えています。さらに、当社が
配送センターを高知市から観音寺市
に移設した理由も、この事業復興の観
点と深く関わっています。こうした点を
改めて確認し、もしもの事態に備えて
ゆく必要があると強く感じています。

トップメッセージ

代表取締役社長　宮地貴嗣

「電気からエネルギー
 マネジメントの会社へ」
挑戦し続ける宮地電機

トップメッセージ
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　さらに、宮地電機は単なる電気材料
の販売にとどまらず、照明を中心とした
インテリアの提案販売にも力を入れて
います。日本全国の同業他社には、電
気材料の販売のみを行う会社も多いで
すが、私たちは照明分野に重きを置き、
業界トップを目指してきました。全国的
に「照明のことなら宮地電機」と認知さ
れるほどの評価をいただいているの
は、先輩方や皆さんの努力の賜物で
す。特に最近ではLEDの普及により、
照明デザインはますます高度化されて

いますが、私たちは常に研究を重ね、独
自の付加価値を提供し続けています。
　そして、前会長で父でもある彌典は
「宮地電機をいい会社にしよう」と、
様々な制度の整備と改革に取り組み
ました。例えば、文書の作り方やホッチ
キスの使い方などの細かなルール整
備に始まり、女性が働きやすい環境づ
くりにも力を注ぎました。育児休職、産
前産後休職、マイライフ勤務制度など
を整え、結婚・出産・育児を経ても継続
して勤務できる環境を整えました。こ
うした制度の導入により、実際に優秀
な女性が長く働き続けられるようにな
り、会社の力になっています。

予測不可能な
時代を経て

　この10年間は、予測不可能な変化
に満ちた年月だったと感じています。
例えば、70年社史や当時の社内誌
「COMMON」にも記載されている水
銀に関する水俣条約、脱炭素の動き、
そして太陽光発電の普及などは、ある
程度予測できた変化でした。しかし、
新型コロナウイルスの感染拡大は
まったく予測できませんでしたし、「働
き方改革」という概念も当時は浸透し
ていませんでした。このように、社会
や企業を取り巻く環境は、この10年で
大きく変化したと感じています。
　また、2015年に父の彌典が他界した
ことも、会社にとって大きな転機となり
ました。存命であれば、様々な助言や
意見をいただけたと思いますが、社長
としては強い後ろ盾がない中で、その
時々の判断を下さねばならず、自信を
持てないことも多かった10年だったと
振り返ります。
　さらに、人口減少に伴う人手不足や
働き方改革は、当社だけの課題では
なく、社会全体が直面している問題で
す。そのため、今後の舵取りは非常に
難しいものになると考えています。

エネルギー
マネジメントの取り組み

　東日本大震災以降、太陽光発電や
省エネ、カーボンニュートラルの取り
組みが進んできました。世界的にも脱
炭素は喫緊の課題とされ、日本は国

際的な約束として《2050年カーボン
ニュートラルの達成》や 《2030年まで
に温室効果ガスを2013年度比で46%
削減する目標》を掲げています。これ
らを実現してゆかなければならない
ことは確かですが、とても難しい挑戦
でもあります。
　私は蓄電池の普及が進むと考えて
いましたが、技術的・価格的な課題に
より、広く普及するのは簡単ではあり
ません。では、蓄電池以外のエネル
ギー源があるのかというと、水素やア
ンモニア、風力などさまざまな選択肢
はあるものの、それらが安定したエネ
ルギー源になり得るかどうかは、現時
点ではまだ確信が持てません。そのた
め、これからの時代はより複雑で難し
いものになると感じています。
　私たちはこれまで、電気や照明を中
心に事業を展開してきましたが、その
供給源をどのように確保するかという
エネルギーマネジメントも大きな柱の
一つとして取り組んできました。以前
から、「エネルギーマネジメントについ
て相談できる相手がわからない」とい
うお客様の声を多くいただいていまし
た。そこで、「宮地電機に相談すれば解
決できる」と思っていただけるよう、省
エネルギー担当室を設置し、専門的な
研究を進めてきました。
　さらに、省エネルギー担当室を拡充
し、この春からは各県に専門メンバー
を配置しました。その結果、各地域の
ニーズに迅速に対応できる体制が整
い、今後さらに社内でエネルギーマネ
ジメントの取り組みが活発化すると期
待しています。

働き方改革と
プロフェッショナルの
価値

　働き方改革について考えると、納得
できる部分もあれば、そうではないと
感じる部分もあります。休日の増加や
時間外勤務の削減は必要だと思いま
す。しかし、一方で「人の価値とは何
か？」という問いが、私の中で常にジレ
ンマとしてあります。
　私は「その人にしかできない仕事を
すること」が働く価値だと考えていま
す。ロボットでもできる仕事や、Aさん
の代わりにBさんが問題なくこなせる
仕事は、果たしてプロフェッショナル
といえるでしょうか。属人化の解消が
よく議論されますが、本来の「プロ」と
は代替不可能な存在であるべきだと
思います。例えば、もし大谷翔平さんが
育児休職を半年間取ったとしても、彼
の代わりは誰にも務まりませんよね。
　宮地電機というステージを最大限に
活かしながら、一人ひとりがプロとして
輝くことこそが、本当の幸せではないで
しょうか。そのためには、誰にも負けな
い独自の能力を磨き、人脈を築き、誰
かの役に立つことが重要です。しかし、
一般的に言われる「属人化の解消」を

伴う働き方改革は、こうしたプロフェッ
ショナルな成長と相容れない部分もあ
るのではないかと感じています。
　働き方改革は重要な取り組みです
が、個々の専門性や強みを活かすこと
なく、画一的な仕組みに組み込んでし
まうのは、本来の「プロ」としての働き
方を損なう恐れがあります。そのため、
すべての改革を無条件に受け入れる
のではなく、宮地電機にとって適切な
働き方改革を慎重に選択し、導入して
ゆこうと考えています。

新しいことに挑戦し、
独自の知恵を

　他社には真似できない新しい知恵
やノウハウを持つことで、お客様に
もっと感動してもらう。先進的なテクノ
ロジーやサービスを社内で実験的に
導入することで、より正確にお客様へ
訴求できる。この考え方は、当社が常
に研究開発を行っているからこそ可
能なものです。しかしながら、例えば
徳島支店にも導入したHCL（ヒューマ
ン・セントリック・ライティング）や明る
さセンサー、人感センサー、タイマー
を駆使した「全自動照明」は期待した
ほど社会に普及していません。

　また、蓄電池も期待されたほどの市
場成長は見られず、有機ELについても
同様です。情報を収集し、様々な検証・
研究を重ねたにもかかわらず、思惑ど
おりに進まないこともあります。しかし、
会社としてそれを「失敗」と捉える必要
はありません。「失敗を恐れずに」とい
う言葉の通り、積極的に挑戦し続ける
ことが重要です。チャレンジした結果、
思うような成果が得られなかったとし
ても、それはただ「そうならなかった」と
いうだけのことです。そして、その挑戦
で得られた知識や体験は貴重なもの
であり、必ず将来の役に立ちます。
　だからこそ、皆さんにはこれからも果
敢に新しいことに挑戦してほしいと
願っています。まだまだ挑戦が足りてい
ないと感じるほどです。新しいことに取
り組み、可能性を広げてゆきましょう。

電気の供給を支える
ために̶BCPの重要性

　近年、熊本地震や能登半島地震が
発生し、四国に暮らす私たちにとって
南海トラフ巨大地震への備えはより切
実なものとなっています。こうした状
況を踏まえ、改めてBCP（事業継続計
画）、つまり事業をいかに短時間で復
旧させるかという計画を作り直すべき
だと考えています。以前に策定した計
画は、時間の経過とともに記憶の中で
薄れてしまい、十分に活用されていな
いのではないかと感じています。
　地震が発生し、津波が襲来した際
に、私たちはどのように行動すべきか。
これを再検討し、社内で共有すること
が重要です。また、宮地電機として地
域の復旧・復興のための電気材料を
迅速に供給することも、私たちの使命
であると考えています。さらに、当社が
配送センターを高知市から観音寺市
に移設した理由も、この事業復興の観
点と深く関わっています。こうした点を
改めて確認し、もしもの事態に備えて
ゆく必要があると強く感じています。
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「新・経営理念」の策定

　創業80周年を迎えるにあたり、2025年
7月、貴嗣社長から「経営理念を時代の
変化に合わせて見直す」という指針が示
され、社長率いるプロジェクトチームに
よる熱い議論が重ねられました。その中
で、貴嗣社長が常日頃から語っている次
の言葉に焦点が当てられました。

　「プロは、他の人にできないことをして
感動をプレゼントするからお金をもらえ
ます。相手の期待を上回るプロの集団を
目指しましょう。」
　この言葉をもとに、新しいスローガ
ンとして“期待を超える感動を” が決
定しました。ロゴマークには、四国を照
らす意味を込めた電球が灯り、宮地電
機らしさを表現しています。発表は 

Miyaji-COM 2025の場で、直接伝え
られました。

省エネ推進で社会貢献

　環境保護の観点からCO₂の削減に
尽力してきた当社は、「宮地電機は電
気代1/2を目指す会社です！」をスロー
ガンに、LED照明や空調分野での省エ
ネルギー機器の提案活動に注力して
きました。中でも、LED照明への更新に
よって削減できるCO₂の排出権を売却
し、得られた収益から地域の図書館へ
関連図書を寄贈する「LEDでECOにな

る会」を設立し、地域貢献にも努めてき
ました。
　2011年3月11日、東日本大震災が発生
し、日本各地で節電に対する取り組みが
行われる中、同年6月、照明メーカーの最
新LEDを集めた「Miyaji LEDsフェア」
を四国4県で開催。「LEDが節電の
ファーストステップ」をテーマに、当時は
まだ普及し始めだったLEDを使った器
具や節電への有効性を存分に知ってい
たいただく機会としました。
　その後は「安くてカンタン♪LED」
「LEDで貯金」とテーマを変え、4年間に
わたり開催。キャッチコピーの通り、LED
導入によって削減された電気代で購入
費用をまかない、さらには貯金にもつな
がるという提案も行い、LED化の有効性
を実感いただくことができました。

再生可能エネルギーの創出

　2011年６月には松山支店をリニュー
アル。照明には、省エネ効果が高いタス
ク・アンビエント照明を導入し、その効
果を実証しました。さらに同社屋にはお
客様引き取り型の店舗「電材デポ」を
オープン。従来の店舗より、在庫のアイ
テム数を約2倍に増やし、「宮地電機に
行けば何でも揃う」というコンセプトの
もと、ファンの拡大を進めました。
　原発事故以来、原子力発電に代わる
エネルギーの確保が必要となり、太陽光
発電にも期待が寄せられるようになりま
した。当社でも太陽光発電の普及・活用

支援を全力で進めるべく、省エネルギー
担当室が牽引し、土地の調査、設計、関
係各所への申請、施工、運営管理の事業
に積極的に取り組みました。宮地電機グ
ループ保有の太陽光発電システムとし
ては、2013年南予営業所に第１号のソー
ラー発電所が稼働。続いて高知支店、徳
島市の東沖洲、鳴門北灘、2019年の瀬戸
内配送センター、2021年の西讃営業所、
2023年の徳島支店、淡路島と順次稼働
し、発電をしています。

お客様との絆を大切に

　2011年11月にはMiyajiサンクスキャ
ンペーンがスタートしました。この企画
は1984年から1992年にわたり開催され
たMiyajiベスト10会を復活させたキャ
ンペーン企画であり、当社の主要なお客
様を旅行にお招きし、日頃の感謝の意を
表すとともに親睦を深めることを目的と
しています。第１回は神戸市に約40名の
お客様をご招待し、その後も日本各地を
巡り、今でも続く毎年の恒例行事となっ
ています。心を込めたおもてなしは、参
加されたお客様から毎回ご好評をいた
だいております。

オフコンから
オープンシステムへ

　2014年、約30年にわたってさまざまな
業務処理に活用してきたオフコンから、
ネットワークやパソコンとの親和性の高
いオープンシステムへ移行しました。閉
ざされた環境であるオフコンに対して、
インターネットを介して仕入先のシステ
ムとの連携も可能になり、情報化社会に
対応するシステム基盤が整いました。
　また、2012年からパナソニック株式会
社様との間でスタートしたEDI（※）連携
が軌道に乗り、2016年に19社、2024年9
月には66社との連携が実現、発注デー

タの送信、納期回答の更新処理が飛躍
的に効率化されました。いち早くEDIに
よる連携を推進したことが、電材業界の
先駆けとなり、今や全日電材連でも普及
の動きが生じています。

創業70周年の節目に

　宮地電機が創業70周年の節目を迎え
た2015年、周年行事の準備が進む中、会
長の彌典が永眠しました。社葬を執り行
い、多くの方に見送られて旅立ちました。
　まだ悲しみが癒えぬ同年8月、高知ぢば
さんセンターを会場に、これまで育ててく
ださったお客様やOBの皆様、そして社
員・ご家族に感謝の思いを込め「宮地電
機創業70周年感謝祭」を開催しました。60
社を超える仕入先の出展ブースや、抽選
会、キャラクターショーなど、大人からお
子様まで楽しんでいただけるイベントとし
ました。天候にも恵まれ、3,500人を超える
お客様にご来場いただき、大盛況のうち
に終えることができました。そしてこの感
謝祭では、本当にたくさんの方々に愛さ
れてきた70年を感じることができました。

全員参加イベントで
繋がりを強化

　2016年には3年ぶりに全員が集結し、観音
寺グランドホテルにて「Miyaji-COM2016 
～観音寺だよ 全員集合‼～」を開催しま
した。社内有志10名からなる実行委員会
が企画・運営を手がけ、「働く仲間同士の
連帯感・団結力の高まり」「自ら気づき、自
ら考え、自ら決め、自ら動く人の増加」に
加え、「実行委員会メンバーの成長の場」
「全社集会のノウハウの継承と醸成」を
テーマに、絆を深め、学び合い、成長し合
う機会となりました。

瀬戸内配送センター開設へ

　2018年6月20日、3年の歳月をかけて
準備を進めてきた瀬戸内配送センター
の起工式を執り行いました。瀬戸内配送
センターは、観音寺市大野原町に位置
し、他社を圧倒する在庫量とデリバリー
力を有する宮地電機の拠点として期待
と注目を集めました。
　建設工事は順調に進み、2019年5月7
日に電材卸売業界では四国初の自動倉
庫を有する物流センターとして稼働開
始。同時に、隣接する営業拠点として観
音寺支店がオープンしました。
　大野原町周辺は南海トラフ巨大地震
発生の際に大きな影響を受けにくいとさ
れ、この地に開設したことはBCPにおい
ても大きな意味があります。未曽有の大
災害が起こった際には、四国外からの流
通が完全にストップすることが想定され
る中、電材卸売業として四国最大の在庫
を有する瀬戸内配送センターが、四国４
県のインフラ復旧を力強く支えます。

History

創業者の生い立ち

　創業者・宮地恒治は、高知県土佐郡
鴨田村（現・高知市神田）の地主農家
に、父・久寿亀、母・秀の長男として
1913年9月7日に誕生しました。昭和初
期の日本経済は世界恐慌のあおりを
受け、不況のどん底にありました。1934
年4月8日、恒治20歳の時に吾川郡伊野
町の植田靜と結婚し、翌年3月20日に
長女・弘子が、1939年11月28日には次
女・雅子が誕生し、経済的な苦しみの
中で明るい希望となりました。
　恒治は家業の農業に従事するかた
わら、鴨田村青年団長や土佐郡連合
青年団長などを務め、全国青年弁論大
会に高知県代表として出場したことも
ありました。やがて1941年12月8日に
太平洋戦争が勃発、人々は苦しい時
代に突入しました。戦争が激化して食
糧不足が深刻となり、恒治は地区の実
行組合長として食糧増産運動に尽力
しました。

彌典が誕生

　1943年の戦争のさなか、３番目の子どもと
して長男・彌典が誕生しました。結婚9年目
にしてようやく男児を授かった喜びを、母
親である靜は当時の日記に「昭和18年1月
22日午後1時22分出産、女だと思っていた
のに男の子だったので、とてもうれしかっ
た。もちろん、恒治の喜びはこの上もなかっ
た。自分もこれでやっと一人前だと、肩身が
広く感じる」と記しています。
　戦時中、恒治は警防団長をはじめ、銃
後奉公会長、鴨部診療所長などを務め、
「銃後の守り」に奔走していました。ます
ます厳しさを増してきた状況下で、警防
団の任務に忙しかった恒治は、妻・靜と
ともに神田の自宅に残り、年寄りと幼い
子どもたちは香美郡の大栃へ疎開する
ことにしました。当時は敵前上陸の噂も
あり、悲壮な決意のもとに親子は別れて
暮らすことになりました。

失意から踏み出す一歩

　1945年7月4日未明、高知市は未曽有の
大空襲に見舞われ、神田の家にも焼夷弾
が落ちました。当時警防団長であった恒
治は、焼け野原と化した町々の焼死体を
鏡川河畔へ運び、後に「まさにこの世の地
獄だった」と語っています。その１ヵ月余り
後に終戦を迎え、辛い時代はようやく終わ
りましたが、お国のために全力で尽くして
きた恒治にとって、敗戦は大変なショック
だったに違いありません。
　来るべき日本の将来を予測して「もはや
農業の時代ではない」と確信した恒治は、
なんらかの事業への転換を図るべく、NEC
に勤務していた弟の宮地寿男氏と協議し、
終戦１ヵ月後の1945年9月、高知市本町３丁
目に電気工事の請負を行う宮地電機工務
店を開設。早くも事業への転換の第一歩を
踏み出したのです。焼け野原の中、復興に
向けての電気工事の依頼は多く、創業１年
で高知県一番の施工高を誇りました。

電材販売の事業を拡大

　1946年11月、法人に改組して宮地電
機株式会社とし、宮地恒治社長以下18名
でスタートしました。電気工事材料の入
手困難な時期、同業の電気工事業者か
ら材料を分けてほしいと言われるように
なり、電気工事材料の販売へと事業を拡
大。その企業理念は、「社会への寄与、業
界のトップ、従業員の幸福」と打ち立てら
れました。
　同年12月、四国電力の要請を受けた
恒治は、土佐電気工事株式会社を設立
して社長に就任、県下の送配電線路の

建設を進めました。恒治が土佐電気工事
の社長を務める間は、弟の寿男氏が宮
地電機の社長に就任しました。後に土佐
電気工事株式会社は四国他３県の電気
工事会社と合併し、現在の株式会社四電
工となりました。

食料確保のための捕鯨

　戦争が終わり、やっと平和が戻ってき
たものの、戦後の食糧不足は深刻でし
た。特に動物性たんぱく質の不足は著
しく、何とかしなければと考えた恒治
は、小型捕鯨船の許可を受けて「弥生
丸」と名付けたキャッチャー・ボートを
造り、室戸岬町椎名を母港として捕鯨を
はじめました。太平洋でゴンドウ鯨の群
を追い、銛（もり）を放ち捕獲する雄姿は、
当時の高知新聞正月特集号のトップを
飾りました。

戦後復興を担う電気工事

　復興が進む1951年、事業拡大のため
大阪市に仕入れ拠点となる大阪出張所
を開設し、仕入れ価格の低減、納期の迅
速化が図られました。
　1953年に高知市本町の本社社屋を新
築するも、翌年に隣家からの出火により
全焼。社員の迅速な行動により、売掛伝
票は１枚も焼失することなく持ち出すこと
ができ、請求・回収の業務を滞りなく行う
ことができました。3日後には仮店舗で
営業を始め、2ヵ月後には新社屋の建築
が始まりました。
　当時は電気工事業を主体としており、県
外の工事にも進出しました。当社工事部の
仕事はクオリティの高さに定評があり、
NHK高知放送会館、同徳島放送会館、丸
亀市民会館など四国４県において、多くの
施設を施主様より直接契約で受注しまし
た。四電工様・きんでん様などがライバル
であり、激しい火花を散らしていました。

宮地電機の礎となる出会い

　恒治と松下幸之助氏との出会いもこの
頃で、松下電工株式会社様（現パナソ
ニック株式会社）との取引が次第に深
まってゆきました。また、恒治は高知県出
身の三菱財閥の創始者・岩崎彌太郎氏を
尊敬し続け、上京すると必ず墓前に土佐
の花を献げました。故人になられた三菱
電機株式会社の進藤貞和社長（高知県出
身）にも大変なお引き立てをいただき、幅
広い三菱電機様の製品は四国の市場で
重要な位置づけになってゆきました。
　1966年には、大学を卒業したばかりの
彌典を伴ってアメリカに出張し、全米に
104の営業拠点を持つグレーバー社の多
店舗経営を視察しました。その事業展開
にヒントを得て、帰国後は四国4県への多
店舗政策を開始。大阪市、松山市、徳島
市、高松市に続き、中村市（現・四万十
市）、新居浜市、大洲市、丸亀市、宇和島
市と相次いで営業拠点を開設しました。

照明のエキスパート集団へ

　大学で照明を学んだ彌典の入社を機
に、宮地電機は照明事業へ本格的に乗
り出しました。彌典は1967年に照明事業
部を開設して高知市本町の本店内に照
明コーナーを作り、1970年には株式会社
宮地照明を設立し、社長に就任しまし
た。社員とともにヨーロッパの照明業界
の視察を重ね、照明のエキスパート集団
として伸びてゆきました。その後、1971年
に宮地照明松山支店、1976年に同高松
支店もオープンし、照明器具の販売から
「あかりの提案」へと仕事の幅を広げて
ゆきました。

電材販売の拡大、
工事部門の廃止

　高松市に仕入先の営業拠点整備が進
んだことを受け、当社も営業本部、商品
部を高松市に配置した結果、大阪での
仕入業務は僅少となり、1978年に大阪支
店を閉鎖しました。
　1977年､恒治は将来交通アクセスの良
好な場所と予見して高知市南御座に
1,842坪の用地を購入し、本社部門、高知
支店の社屋を建設しました。広大な面積
を活用した商品管理が可能となり、生産
性の向上に大きく貢献しました。
　一方、電材販売が伸長するにつれ、販
売先である電気工事店と電気工事の受
注競合が問題となりました。1979年に約3
億3,000万円で単独受注し竣工させた高
知県民文化ホールを最後に、優秀な施工
技術を誇り創業の礎であった工事部門を
廃部しました。

情報化、効率化で社内を統率
　
　さらなる事業拡大を目指して今治市、
川之江市（現・四国中央市）にも営業拠点
を置き、四国を網羅する体制を整えまし
た。社員数200人超の企業に成長し、制度
やシステムの整備が急務となりました。
　1983年、恒治が70歳の誕生日を迎え、
「自分が元気なうちに事業継承をした
い」という考えから社長職を退いて会長
となり、40歳の彌典が社長に就任しまし
た。急成長を続ける会社の中で、社員が
情報を共有し同じ方向に進むために、彌
典は社内報「COMMON」の発刊を手が
けました。
　1984年、社内業務効率化を目指す
「Miyaji VAN 3ヵ年計画」が発表され、

全事業所をつなぐコンピュータシステ
ムが導入されました。それまで手書きで
発行していた売上・納品伝票や請求書
の作成、受注・発注業務などがシステム
化され、得意先に関する情報も一元化し
て集約できるようになり、作業効率が飛
躍的に向上しました。
　同年、「’84高知黒潮博覧会」が開催さ
れ、宮地照明が「Miyajiレーザー館」を出
展。高い技術力と新たな照明の可能性を
示しました。

お客様に役立つMiyajiへ

　「どうせ買うなら宮地電機から」と思っ
ていただけるよう、サンサンキャンペーン
やベスト10コンテスト、図面お預かりキャ
ンペーンなどさまざまな販売企画を行
い、お客様に喜んでいただける要素を増
やしました。創業40周年を迎えた1985年
には、「つくば科学万博と東京ディズニー
ランドの旅」を企画し、300名のお客様を
ご案内しました。
　お客様の手元にあふれるカタログの情
報を集約した「グッドライト280」や
「NETWORK」を発刊するほか、残長表示
のついた引込ケーブルをオリジナルで商
品化し、お客様にとって「役立つMiyaji」と
なる姿勢を明確にしてゆきました。
　さらに、当社の社員とお客様が一緒に最
新商品・技術について学ぶ「ミヤジ・エンジ
ニアリングツアー」「エンジニアリング・ス
クール」を開催し、時流を掴み一歩先ゆく
エンジニアの育成にも力を注ぎました。

伸びゆく人を育てる教育

　社員教育にも力を入れ、アメリカや
ヨーロッパなどへの海外視察やプレゼン
テーション力を磨く中堅社員のための研
修などを行い、1985年には全社員が集う
「ジョイフル・ミヤジ85」を開催。宮地電機
グループの結束を固め、お互いに切磋琢
磨しあって伸びゆく機会となりました。そ
の後も全社員が集う研修は、「パワフル
Miyaji」「京都会議」と名前を変えながら
1991年まで続きました。

勝つための
「5ヵ年経営計画」

　1980年代後半は、宮地電機グループ
変革の大きな流れがやってきました。
　1988年4月に、宮地照明の20周年を記
念して、高知支店ショールームの大規模
なリニューアルを行い、ひかりを体験す
るショップとして生まれ変わりました。高
知市神田にはこれからのIT時代に対応
するためのオートメ開発部インテリジェ
ントオフィスが誕生しました。
　1989年には彌典を中心とする幹部ら
で練り上げた「5ヵ年経営計画」が発表さ
れ、社員群制度、4週7休制、誕生日休暇
制度など、社員の成長と幸福のためにさ
まざまな新しい人事制度が導入されまし
た。社員のサークル活動への援助や、ビ
デオライブラリーの設置、通信教育制度
のスタートもこの頃です。新入社員職能
別研修など、人財育成の面でも充実を図
りました。

「ラ・ヴィータ」誕生、
新事業への参入

　時代がめまぐるしく変化し、会社の
発展のために新たな事業の展開が求
められる中、宮地照明高知支店の建物
老朽化に伴い、新しい商業ビルの建設
準備がスタートしました。社内外のメ
ンバーで構成する本町ビル建設委員
会が中心となって検討を重ね、当時大
学4年生だった貴嗣も参画しました。そ
の後、大手デベロッパーに就職してい
た貴嗣が帰高し、1993年3月に生活文

化事業部の副事業部長として入社し
ました。
　構想から３年、1993年5月にレストラン、
グッズショップ、アートギャラリー、インテ
リアショップ、バンケットホールを備えた
複合商業施設「ラ･ヴィータ（LaVita）」が
オープンし、華やかで夢のあるラ･ヴィー
タは、高知の街に希望を与えました。
　ラ･ヴィータ開店の前年に、創業者の恒
治が79歳で永眠しました。完成を目前に、
さぞ無念な気持ちで一杯だったと思われ
ます。社葬では多くのお客様や仕入先様
にご会葬いただきました。

流通業から創造業へ

　1993年10月に発表された「第5次5ヵ
年経営計画」では、「流通業から創造業
へ」という大きな指針が示され、新聞等
でも新事業への挑戦や福利厚生面の充
実など、先進的かつアグレッシブな取り
組みが注目を集めました。
　電材事業ではファンを増やす取り組
みが活発化するとともに、1991年には、高
知市南御座に空調・音響・HA・電話・TV
共聴設備に特化した技術センターを開
設し、時代の技術革新と技術者不足に応
えました。
　また、「良品を安く即納で」をコンセプ
トに、照明器具「ももlight」、換気扇「もも
ファン」が開発され、製造・輸送コストを
削減し、商品在庫を効率よく共有するた
めにみやじ便の運行も開始しました。高
松・松山にはロープライスの「ミヤジ・ラ
イトショップ」をオープンし、一般ユー
ザーに照明専門店として身近に感じて
いただける存在となりました。

次の50年へ向けて

　1995年から電材事業部の営業体制は
大きく変わり、県別に営業部長を置く地
域別営業部体制へと移行しました。当
時、四国のマーケットシェアは約25％で、
マーチャンダイジンググループ、開発営
業グループ、地域担当グループが連携
し、さらなるシェア拡大を目指しました。
　1997年、宮地電機は創業50周年を迎
え、社章を一新。記念行事「HEAT UP 
MIYAJI 97」を開催し、社員の結束を深
めるとともに、「最強の商人になろう」とい
う目標を掲げて次の時代への一歩を踏
み出しました。社員一人ひとりの成果と
やる気が個人の所得増につながる成果
主義人事制度が導入され、社内間でのよ
り円滑なコミュニケーションと密なる情
報共有、ペーパーレス化を目的として、
情報ネットワーク「M-Net」がスタート。そ
の後、「M-Link」へと進化し、今日も会社
の重要なコミュニケーションツールとし
て活用されています。

オリジナルのあかり

　1999年10月に「ラ･ヴィータ高松店」、
2006年5月に「ラ･ヴィータ松山店」が開店
し、住宅デザイン営業部として照明・カー
テン・エアコンを積極的に施主販売する
体制となり、2003年には照明器具の開発・
製造・販売を目的とした100％出資子会社
「ラ･ヴィータ株式会社」を設立しました。
彌典が唱え続けた「昼は昼らしく、夜は夜
らしく」を実現するオリジナルの照明器具、
住まいの照明「ECOGLASS」を開発し、イ
ンターネットでの販売も含め、全社を挙げ
て販売に注力しました。
　さらに、次世代の光源としてLEDに着
目し、2005年に「Miyaji LED yearプロ
ジェクト委員会」を発足させ、製品開発・
活用方法・販売手法の3分野にて研究を
進めました。その成果により、2007年に

シャープでコンパクトなLED照明
「Multi Cube」、停電でも2晩点灯する
「LED防災ライト“ぐらっパ！”」を相次い
で発売。高知市南御座にPSE認定の研
究工場を建設しました。また、2009年に
は夢のLED照明「kiraring」を発表し、
他に先駆けた技術開発は、大きな注目
を集めました。

施主への提案営業に注力

　建築需要の減退に伴い市場は縮小の
一途をたどる中、2003年に彌典は「大胆
な価値観の変換が必要」との考えを示
しました。それを受けて2004年に経営改
善委員会、2005年には経営構造改革委
員会が発足し、創業60周年の節目にあ
たり次の30年を展望する「第三創業・
Next30」を発表しました。「お客様は施
主」をスローガンに、慎重かつ大胆に改
革を推し進める新組織体制と営業方針
が提示されました。新規工事の受注だ

けでなく、リニューアル、リフォーム、メ
ンテナンスにも市場を拡大し、2006年に
は高知市神田に先進的な住宅設備を体
験できる「住まいの実験室 L iv ing 
Labo」をオープン。リフォーム事業にも
進出しました。

サービス、システムの充実

　物流改革も推し進め、約1年の準備期間
を経て、2008年3月には「みやじ配送セン
ター」が高知市南御座で稼働。物流コスト
を低減し、週6日の配送でお客様の利便
性を向上させる物流体制が整いました。
　同年6月には「みやじ見積センター」が
稼働し、専任スタッフによる精度の高い
見積書をスピーディーに作成することが
できるようになりました。
　さらに、お客様が24時間365日、いつ
でもどこでも在庫確認や注文ができる得
意先様発注サイト「電材ネット」を開設
し、夕刻までの注文は翌日にお届けする
サービスをスタート。現在も多くのお客
様に活用していただいています。
　社内では、女性がキャリアを積んで長
く働けるよう、仕事と子育てを両立する
支援制度を充実させ、セクシュアルハ
ラスメント防止規程を制定するなど、女
性が働きやすい環境を実現しました。こ
のような取り組みが評価され、2009年に
は「にっけい子育て支援大賞」を受賞し
ました。
　2009年2月4日、Miyaji経営計画発表
会2009「We Can Change」が開催され、
全社員で新しい経営計画の実践を誓いま
した。その4ヵ月後、6月12日に貴嗣が社長
に就任し、これからの宮地電機を導く新社
長の言葉として「私たちの信条」を発表し、
新しい経営指針としました。

1945
宮地電機工務店を開設

宮地電機ヒストリー

1946宮地電機株式会社に改組
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宮地電機ヒストリー

結婚して間もない頃の恒治と靜
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高知市神田の創業者生家道に立っているのは彌典当時の家族写真

コロナ禍を経て

　瀬戸内配送センターが稼働し、宮地電
機が新体制で動き出してからわずか8ヵ
月後の2020年1月、日本で初めて新型コ
ロナウイルス感染者が確認されました。

　その後、感染は急速に拡大し、世界的
なパンデミックに発展。未知のウイルス
は多数の死者を出し、世界中を不安に陥
れました。開催直前だった東京オリンピッ
ク2020は1年延期となり、人々の生活は一
変。世界経済は停滞し、当社の事業見通
しにも一時的な影を落としました。
　一方、コロナ禍で人との接触が制限さ
れる中、在宅勤務が推奨され、リモート
ワークが急速に普及。社内でもリモート
会議やオンライン打ち合わせが定着し、
業務効率化が進む一面もありました。
　コロナ禍において一番影響を受けた
のは、レストランやパーティー・ウエディ
ングなどの飲食業を生業とする生活文
化営業部でした。
　業界全体が大きな変革を迫られる中、

2021年には事業を集中し、組織のスリム
化を図る改革を断行。取締役を中心とし
た全社的な支援のもと、新たなスタート
を切りました。
　高知のおきゃく文化の象徴である人
の集いが制限されるなか、ラ・ヴィータ御
膳やカレー、ピザなどのテイクアウトや
ギフト商品を充実させて販路を増やし、

ウエディングやパーティーでは、お客様
とスタッフ双方の体調確認や飛沫防止
対策を徹底し、安心して過ごせる環境づ
くりを徹底しました。
　そして2023年5月、新型コロナの感染
症法上の分類が第五類に移行。高知の
おきゃく文化は往時の活気を取り戻し、
生活文化営業部も右肩上がりの業績を
残せています。

社長動画“ミヤカレ”配信

　2021年2月、社内コミュニケーションの
強化と、全社に会社の考えや方針を伝え
ることを目的に貴嗣社長による動画メッ
セージ「ミヤカレ」の配信がスタートしまし
た。毎月1回以上の定期配信が行われ、働
く意義や組織づくりに関する内容が社長自
らの声で社内に発信されました。

健康経営優良法人に認定

　さまざまな業
務効率化策を
打ち出し、業務
時間の短縮と
精度アップ、働
きやすく働き
がいの持てる
職場づくりを目
指して業務改
革を進めてきた宮地電機は、働く人の心
と体を守る取り組みが認められ、2021年3
月に「健康経営優良法人2021」（中小規模
法人部門）に認定されました。
　以来、5年連続で認定を受け、「働く人
の幸せを大切にする」「子どもや家族にも
勤めてほしい会社にする」と、Miyajism
で示されている当社の取り組みが評価
されています。

チームで働くIT環境を進化

　情報共有と情報資源の活用、デジタルコ
ミュニケーションが当たり前の時代。2022
年12月、いつでもどこでも安全かつ快適に

必要な情報にアクセスでき、チームで効率
よく働くことができるIT環境をより進化させ
るためMicrosoft365を導入しました。仕事
の効率化と、チームのタイムパフォーマン
スを高めるツールであり、これからますます
の活用が期待されます。

業務改革担当室が
改善を後押し

　業務効率を高め、属人的な作業を標準
化するため、近年さまざまな業種・業界で
RPA（※）の導入が進んでいます。宮地電
機でも2021年にシステムを導入し、見積
業務をはじめ電子帳簿保存法への対応
など、多くの業務を自動化しました。
　2023年3月には、販売の最前線である
営業活動の効率化を目的に「業務改革
担当室」を発足。現状の業務フローを可
視化し、作業工程の簡素化やデジタル
化を推進することで、時間短縮と精度向
上を目指しています。
　見積業務ではRPAやOCR（※）を活用
した図面の自動振り分け、見積依頼メー
ルの自動送信、メーカー見積書のデジタ
ル変換、オープンシステムへの自動登録
など、各種システム化を実現しました。ま
た、LED照明や空調機器など、複数の製品
で構成される商品の登録を、組み合わせ
品番としてマスタ登録できるようにするこ
とで、面倒な登録作業を削減することがで
き、将来的にも大きな市場を生むリニュー
アル活動への後押しになるとして期待さ
れています。
　さらには、電話応対の時間短縮につなげ
るTeamsの活用推進、発注業務や日次・月
次の締めなど各事業所で同じ時間帯に行っ
ている業務の集約なども進行しています。
　多くを気付き、改善にトライし、PDCA
を回しながら、全社の業務効率化と生産
性の向上に貢献し、さらには待遇向上に
もつながるよう邁進しています。

ビジネスウェア規程の改定

　2023年3月21日、ビジネスウェア規程
が17年ぶりに改定されました。新たな規
程では「企業人としての良識に委ねる」と
いう考え方を基本とし、名称も「企業人と
して良識のある服装の基準規程」へ変更
されました。現場の実情に応じた柔軟な
運用を可能にするため、営業部や室単位
で細則を定められる仕組みも導入されま
した。社名入りポロシャツやスニーカー
の着用も認められ、実用性と多様性を両
立した内容となっています。改定にあ
たっては社内ワーキンググループによる
提案をもとに取締役会で決定されました。

土曜半日営業の導入と
「働き方改革」

　電気工事店の業態に合わせて土曜日も
終日営業としていた当社は、2023年4月か
ら土曜日の半日営業をスタートしました。
交代制で出勤し、午後を半日有給休暇取
得推奨日としました。これにより、仕事と
私生活の両立がしやすくなり、心身のリ
フレッシュや家族との時間の確保、自己
啓発の機会が増えるなど、より充実した
生活を送ることが可能になりました。
　また、2025年度は年間休日を120日以
上、2026年度からは週休2日制への移行を
決定しました。働く人の満足度や生産性の
向上、定着率の向上といったポジティブな
効果も期待されており、ワークライフバラン
スの向上につながる改革となりました。

男性育休スタート
　
　2024年の日本の出生率は9年連続で減
少し、働き手の確保はますます困難となる
人口オーナス期（※）に入り、企業は働く人
が長く働き続けられる環境づくりが重要と
なっています。これから子育てを始める若
年層の多くが希望する「男性育休」の実現
に向けて、2024年10月から四国4県で「男
性育休共有会」を実施し、男性育休取得へ
の理解と推進の意識醸成を行いました。
2025年には、育休取得中の経済的な不安
を解消するための貸付金制度も用意され、
フォローアップ体制の充実とともに、男性
育休取得が現実となりました。

　このように宮地電機は、働き方改革を
一過性の取り組みとして捉えるのではな
く、時代の変化や多様な価値観に柔軟に
対応しながら、継続的に改善を図ってき
ました。こうした活動や職場の協力もあ
り、2024年度までの男性の育児休暇取得
率は0％でしたが、2025年9月時点では
66.6％になりました。

9年ぶりの全社集会
「Miyaji-COM 2025」開催

　「働く人同士の理解を深めるため、宮
地電機で働く仲間を知る場として、全社
集会を開催したいです。」
　9年ぶりに開催された全社集会は、ある
20代社員のこの言葉から始まりました。そ
して上司の後押しを受けながら文字化さ
れ、2024年末の取締役会を動かしました。
「失敗を恐れず、挑戦する」この言葉を具
現化した行動であり、これからの宮地電
機に欠かせないマインドです。
　2025年に入り、社内有志9名による実
行委員会が結成され、業務の合間を縫っ
て綿密な準備が進められました。
　そして10月24日、高知市の城西館にて
「Miyaji-COM 2025 ～つながる！ひろ
がる！宮地万博！～」が開催されました。
イベントは、宮地電機の新キャラクター
をデザインするグループワークに始ま
り、貴嗣社長の講話、懇親会と続きまし
た。限られた時間の中で相互理解が深ま
り、見事に本来の目的を達成した全社集
会となりました。



「新・経営理念」の策定

　創業80周年を迎えるにあたり、2025年
7月、貴嗣社長から「経営理念を時代の
変化に合わせて見直す」という指針が示
され、社長率いるプロジェクトチームに
よる熱い議論が重ねられました。その中
で、貴嗣社長が常日頃から語っている次
の言葉に焦点が当てられました。

　「プロは、他の人にできないことをして
感動をプレゼントするからお金をもらえ
ます。相手の期待を上回るプロの集団を
目指しましょう。」
　この言葉をもとに、新しいスローガ
ンとして“期待を超える感動を” が決
定しました。ロゴマークには、四国を照
らす意味を込めた電球が灯り、宮地電
機らしさを表現しています。発表は 

Miyaji-COM 2025の場で、直接伝え
られました。

省エネ推進で社会貢献

　環境保護の観点からCO₂の削減に
尽力してきた当社は、「宮地電機は電
気代1/2を目指す会社です！」をスロー
ガンに、LED照明や空調分野での省エ
ネルギー機器の提案活動に注力して
きました。中でも、LED照明への更新に
よって削減できるCO₂の排出権を売却
し、得られた収益から地域の図書館へ
関連図書を寄贈する「LEDでECOにな

る会」を設立し、地域貢献にも努めてき
ました。
　2011年3月11日、東日本大震災が発生
し、日本各地で節電に対する取り組みが
行われる中、同年6月、照明メーカーの最
新LEDを集めた「Miyaji LEDsフェア」
を四国4県で開催。「LEDが節電の
ファーストステップ」をテーマに、当時は
まだ普及し始めだったLEDを使った器
具や節電への有効性を存分に知ってい
たいただく機会としました。
　その後は「安くてカンタン♪LED」
「LEDで貯金」とテーマを変え、4年間に
わたり開催。キャッチコピーの通り、LED
導入によって削減された電気代で購入
費用をまかない、さらには貯金にもつな
がるという提案も行い、LED化の有効性
を実感いただくことができました。

再生可能エネルギーの創出

　2011年６月には松山支店をリニュー
アル。照明には、省エネ効果が高いタス
ク・アンビエント照明を導入し、その効
果を実証しました。さらに同社屋にはお
客様引き取り型の店舗「電材デポ」を
オープン。従来の店舗より、在庫のアイ
テム数を約2倍に増やし、「宮地電機に
行けば何でも揃う」というコンセプトの
もと、ファンの拡大を進めました。
　原発事故以来、原子力発電に代わる
エネルギーの確保が必要となり、太陽光
発電にも期待が寄せられるようになりま
した。当社でも太陽光発電の普及・活用

支援を全力で進めるべく、省エネルギー
担当室が牽引し、土地の調査、設計、関
係各所への申請、施工、運営管理の事業
に積極的に取り組みました。宮地電機グ
ループ保有の太陽光発電システムとし
ては、2013年南予営業所に第１号のソー
ラー発電所が稼働。続いて高知支店、徳
島市の東沖洲、鳴門北灘、2019年の瀬戸
内配送センター、2021年の西讃営業所、
2023年の徳島支店、淡路島と順次稼働
し、発電をしています。

お客様との絆を大切に

　2011年11月にはMiyajiサンクスキャ
ンペーンがスタートしました。この企画
は1984年から1992年にわたり開催され
たMiyajiベスト10会を復活させたキャ
ンペーン企画であり、当社の主要なお客
様を旅行にお招きし、日頃の感謝の意を
表すとともに親睦を深めることを目的と
しています。第１回は神戸市に約40名の
お客様をご招待し、その後も日本各地を
巡り、今でも続く毎年の恒例行事となっ
ています。心を込めたおもてなしは、参
加されたお客様から毎回ご好評をいた
だいております。

オフコンから
オープンシステムへ

　2014年、約30年にわたってさまざまな
業務処理に活用してきたオフコンから、
ネットワークやパソコンとの親和性の高
いオープンシステムへ移行しました。閉
ざされた環境であるオフコンに対して、
インターネットを介して仕入先のシステ
ムとの連携も可能になり、情報化社会に
対応するシステム基盤が整いました。
　また、2012年からパナソニック株式会
社様との間でスタートしたEDI（※）連携
が軌道に乗り、2016年に19社、2024年9
月には66社との連携が実現、発注デー

タの送信、納期回答の更新処理が飛躍
的に効率化されました。いち早くEDIに
よる連携を推進したことが、電材業界の
先駆けとなり、今や全日電材連でも普及
の動きが生じています。

創業70周年の節目に

　宮地電機が創業70周年の節目を迎え
た2015年、周年行事の準備が進む中、会
長の彌典が永眠しました。社葬を執り行
い、多くの方に見送られて旅立ちました。
　まだ悲しみが癒えぬ同年8月、高知ぢば
さんセンターを会場に、これまで育ててく
ださったお客様やOBの皆様、そして社
員・ご家族に感謝の思いを込め「宮地電
機創業70周年感謝祭」を開催しました。60
社を超える仕入先の出展ブースや、抽選
会、キャラクターショーなど、大人からお
子様まで楽しんでいただけるイベントとし
ました。天候にも恵まれ、3,500人を超える
お客様にご来場いただき、大盛況のうち
に終えることができました。そしてこの感
謝祭では、本当にたくさんの方々に愛さ
れてきた70年を感じることができました。

全員参加イベントで
繋がりを強化

　2016年には3年ぶりに全員が集結し、観音
寺グランドホテルにて「Miyaji-COM2016 
～観音寺だよ 全員集合‼～」を開催しま
した。社内有志10名からなる実行委員会
が企画・運営を手がけ、「働く仲間同士の
連帯感・団結力の高まり」「自ら気づき、自
ら考え、自ら決め、自ら動く人の増加」に
加え、「実行委員会メンバーの成長の場」
「全社集会のノウハウの継承と醸成」を
テーマに、絆を深め、学び合い、成長し合
う機会となりました。

瀬戸内配送センター開設へ

　2018年6月20日、3年の歳月をかけて
準備を進めてきた瀬戸内配送センター
の起工式を執り行いました。瀬戸内配送
センターは、観音寺市大野原町に位置
し、他社を圧倒する在庫量とデリバリー
力を有する宮地電機の拠点として期待
と注目を集めました。
　建設工事は順調に進み、2019年5月7
日に電材卸売業界では四国初の自動倉
庫を有する物流センターとして稼働開
始。同時に、隣接する営業拠点として観
音寺支店がオープンしました。
　大野原町周辺は南海トラフ巨大地震
発生の際に大きな影響を受けにくいとさ
れ、この地に開設したことはBCPにおい
ても大きな意味があります。未曽有の大
災害が起こった際には、四国外からの流
通が完全にストップすることが想定され
る中、電材卸売業として四国最大の在庫
を有する瀬戸内配送センターが、四国４
県のインフラ復旧を力強く支えます。

創業者の生い立ち

　創業者・宮地恒治は、高知県土佐郡
鴨田村（現・高知市神田）の地主農家
に、父・久寿亀、母・秀の長男として
1913年9月7日に誕生しました。昭和初
期の日本経済は世界恐慌のあおりを
受け、不況のどん底にありました。1934
年4月8日、恒治20歳の時に吾川郡伊野
町の植田靜と結婚し、翌年3月20日に
長女・弘子が、1939年11月28日には次
女・雅子が誕生し、経済的な苦しみの
中で明るい希望となりました。
　恒治は家業の農業に従事するかた
わら、鴨田村青年団長や土佐郡連合
青年団長などを務め、全国青年弁論大
会に高知県代表として出場したことも
ありました。やがて1941年12月8日に
太平洋戦争が勃発、人々は苦しい時
代に突入しました。戦争が激化して食
糧不足が深刻となり、恒治は地区の実
行組合長として食糧増産運動に尽力
しました。

彌典が誕生

　1943年の戦争のさなか、３番目の子どもと
して長男・彌典が誕生しました。結婚9年目
にしてようやく男児を授かった喜びを、母
親である靜は当時の日記に「昭和18年1月
22日午後1時22分出産、女だと思っていた
のに男の子だったので、とてもうれしかっ
た。もちろん、恒治の喜びはこの上もなかっ
た。自分もこれでやっと一人前だと、肩身が
広く感じる」と記しています。
　戦時中、恒治は警防団長をはじめ、銃
後奉公会長、鴨部診療所長などを務め、
「銃後の守り」に奔走していました。ます
ます厳しさを増してきた状況下で、警防
団の任務に忙しかった恒治は、妻・靜と
ともに神田の自宅に残り、年寄りと幼い
子どもたちは香美郡の大栃へ疎開する
ことにしました。当時は敵前上陸の噂も
あり、悲壮な決意のもとに親子は別れて
暮らすことになりました。

失意から踏み出す一歩

　1945年7月4日未明、高知市は未曽有の
大空襲に見舞われ、神田の家にも焼夷弾
が落ちました。当時警防団長であった恒
治は、焼け野原と化した町々の焼死体を
鏡川河畔へ運び、後に「まさにこの世の地
獄だった」と語っています。その１ヵ月余り
後に終戦を迎え、辛い時代はようやく終わ
りましたが、お国のために全力で尽くして
きた恒治にとって、敗戦は大変なショック
だったに違いありません。
　来るべき日本の将来を予測して「もはや
農業の時代ではない」と確信した恒治は、
なんらかの事業への転換を図るべく、NEC
に勤務していた弟の宮地寿男氏と協議し、
終戦１ヵ月後の1945年9月、高知市本町３丁
目に電気工事の請負を行う宮地電機工務
店を開設。早くも事業への転換の第一歩を
踏み出したのです。焼け野原の中、復興に
向けての電気工事の依頼は多く、創業１年
で高知県一番の施工高を誇りました。

電材販売の事業を拡大

　1946年11月、法人に改組して宮地電
機株式会社とし、宮地恒治社長以下18名
でスタートしました。電気工事材料の入
手困難な時期、同業の電気工事業者か
ら材料を分けてほしいと言われるように
なり、電気工事材料の販売へと事業を拡
大。その企業理念は、「社会への寄与、業
界のトップ、従業員の幸福」と打ち立てら
れました。
　同年12月、四国電力の要請を受けた
恒治は、土佐電気工事株式会社を設立
して社長に就任、県下の送配電線路の

建設を進めました。恒治が土佐電気工事
の社長を務める間は、弟の寿男氏が宮
地電機の社長に就任しました。後に土佐
電気工事株式会社は四国他３県の電気
工事会社と合併し、現在の株式会社四電
工となりました。

食料確保のための捕鯨

　戦争が終わり、やっと平和が戻ってき
たものの、戦後の食糧不足は深刻でし
た。特に動物性たんぱく質の不足は著
しく、何とかしなければと考えた恒治
は、小型捕鯨船の許可を受けて「弥生
丸」と名付けたキャッチャー・ボートを
造り、室戸岬町椎名を母港として捕鯨を
はじめました。太平洋でゴンドウ鯨の群
を追い、銛（もり）を放ち捕獲する雄姿は、
当時の高知新聞正月特集号のトップを
飾りました。

戦後復興を担う電気工事

　復興が進む1951年、事業拡大のため
大阪市に仕入れ拠点となる大阪出張所
を開設し、仕入れ価格の低減、納期の迅
速化が図られました。
　1953年に高知市本町の本社社屋を新
築するも、翌年に隣家からの出火により
全焼。社員の迅速な行動により、売掛伝
票は１枚も焼失することなく持ち出すこと
ができ、請求・回収の業務を滞りなく行う
ことができました。3日後には仮店舗で
営業を始め、2ヵ月後には新社屋の建築
が始まりました。
　当時は電気工事業を主体としており、県
外の工事にも進出しました。当社工事部の
仕事はクオリティの高さに定評があり、
NHK高知放送会館、同徳島放送会館、丸
亀市民会館など四国４県において、多くの
施設を施主様より直接契約で受注しまし
た。四電工様・きんでん様などがライバル
であり、激しい火花を散らしていました。

宮地電機の礎となる出会い

　恒治と松下幸之助氏との出会いもこの
頃で、松下電工株式会社様（現パナソ
ニック株式会社）との取引が次第に深
まってゆきました。また、恒治は高知県出
身の三菱財閥の創始者・岩崎彌太郎氏を
尊敬し続け、上京すると必ず墓前に土佐
の花を献げました。故人になられた三菱
電機株式会社の進藤貞和社長（高知県出
身）にも大変なお引き立てをいただき、幅
広い三菱電機様の製品は四国の市場で
重要な位置づけになってゆきました。
　1966年には、大学を卒業したばかりの
彌典を伴ってアメリカに出張し、全米に
104の営業拠点を持つグレーバー社の多
店舗経営を視察しました。その事業展開
にヒントを得て、帰国後は四国4県への多
店舗政策を開始。大阪市、松山市、徳島
市、高松市に続き、中村市（現・四万十
市）、新居浜市、大洲市、丸亀市、宇和島
市と相次いで営業拠点を開設しました。

照明のエキスパート集団へ

　大学で照明を学んだ彌典の入社を機
に、宮地電機は照明事業へ本格的に乗
り出しました。彌典は1967年に照明事業
部を開設して高知市本町の本店内に照
明コーナーを作り、1970年には株式会社
宮地照明を設立し、社長に就任しまし
た。社員とともにヨーロッパの照明業界
の視察を重ね、照明のエキスパート集団
として伸びてゆきました。その後、1971年
に宮地照明松山支店、1976年に同高松
支店もオープンし、照明器具の販売から
「あかりの提案」へと仕事の幅を広げて
ゆきました。

電材販売の拡大、
工事部門の廃止

　高松市に仕入先の営業拠点整備が進
んだことを受け、当社も営業本部、商品
部を高松市に配置した結果、大阪での
仕入業務は僅少となり、1978年に大阪支
店を閉鎖しました。
　1977年､恒治は将来交通アクセスの良
好な場所と予見して高知市南御座に
1,842坪の用地を購入し、本社部門、高知
支店の社屋を建設しました。広大な面積
を活用した商品管理が可能となり、生産
性の向上に大きく貢献しました。
　一方、電材販売が伸長するにつれ、販
売先である電気工事店と電気工事の受
注競合が問題となりました。1979年に約3
億3,000万円で単独受注し竣工させた高
知県民文化ホールを最後に、優秀な施工
技術を誇り創業の礎であった工事部門を
廃部しました。

情報化、効率化で社内を統率
　
　さらなる事業拡大を目指して今治市、
川之江市（現・四国中央市）にも営業拠点
を置き、四国を網羅する体制を整えまし
た。社員数200人超の企業に成長し、制度
やシステムの整備が急務となりました。
　1983年、恒治が70歳の誕生日を迎え、
「自分が元気なうちに事業継承をした
い」という考えから社長職を退いて会長
となり、40歳の彌典が社長に就任しまし
た。急成長を続ける会社の中で、社員が
情報を共有し同じ方向に進むために、彌
典は社内報「COMMON」の発刊を手が
けました。
　1984年、社内業務効率化を目指す
「Miyaji VAN 3ヵ年計画」が発表され、

全事業所をつなぐコンピュータシステ
ムが導入されました。それまで手書きで
発行していた売上・納品伝票や請求書
の作成、受注・発注業務などがシステム
化され、得意先に関する情報も一元化し
て集約できるようになり、作業効率が飛
躍的に向上しました。
　同年、「’84高知黒潮博覧会」が開催さ
れ、宮地照明が「Miyajiレーザー館」を出
展。高い技術力と新たな照明の可能性を
示しました。

お客様に役立つMiyajiへ

　「どうせ買うなら宮地電機から」と思っ
ていただけるよう、サンサンキャンペーン
やベスト10コンテスト、図面お預かりキャ
ンペーンなどさまざまな販売企画を行
い、お客様に喜んでいただける要素を増
やしました。創業40周年を迎えた1985年
には、「つくば科学万博と東京ディズニー
ランドの旅」を企画し、300名のお客様を
ご案内しました。
　お客様の手元にあふれるカタログの情
報を集約した「グッドライト280」や
「NETWORK」を発刊するほか、残長表示
のついた引込ケーブルをオリジナルで商
品化し、お客様にとって「役立つMiyaji」と
なる姿勢を明確にしてゆきました。
　さらに、当社の社員とお客様が一緒に最
新商品・技術について学ぶ「ミヤジ・エンジ
ニアリングツアー」「エンジニアリング・ス
クール」を開催し、時流を掴み一歩先ゆく
エンジニアの育成にも力を注ぎました。

伸びゆく人を育てる教育

　社員教育にも力を入れ、アメリカや
ヨーロッパなどへの海外視察やプレゼン
テーション力を磨く中堅社員のための研
修などを行い、1985年には全社員が集う
「ジョイフル・ミヤジ85」を開催。宮地電機
グループの結束を固め、お互いに切磋琢
磨しあって伸びゆく機会となりました。そ
の後も全社員が集う研修は、「パワフル
Miyaji」「京都会議」と名前を変えながら
1991年まで続きました。

勝つための
「5ヵ年経営計画」

　1980年代後半は、宮地電機グループ
変革の大きな流れがやってきました。
　1988年4月に、宮地照明の20周年を記
念して、高知支店ショールームの大規模
なリニューアルを行い、ひかりを体験す
るショップとして生まれ変わりました。高
知市神田にはこれからのIT時代に対応
するためのオートメ開発部インテリジェ
ントオフィスが誕生しました。
　1989年には彌典を中心とする幹部ら
で練り上げた「5ヵ年経営計画」が発表さ
れ、社員群制度、4週7休制、誕生日休暇
制度など、社員の成長と幸福のためにさ
まざまな新しい人事制度が導入されまし
た。社員のサークル活動への援助や、ビ
デオライブラリーの設置、通信教育制度
のスタートもこの頃です。新入社員職能
別研修など、人財育成の面でも充実を図
りました。

「ラ・ヴィータ」誕生、
新事業への参入

　時代がめまぐるしく変化し、会社の
発展のために新たな事業の展開が求
められる中、宮地照明高知支店の建物
老朽化に伴い、新しい商業ビルの建設
準備がスタートしました。社内外のメ
ンバーで構成する本町ビル建設委員
会が中心となって検討を重ね、当時大
学4年生だった貴嗣も参画しました。そ
の後、大手デベロッパーに就職してい
た貴嗣が帰高し、1993年3月に生活文

化事業部の副事業部長として入社し
ました。
　構想から３年、1993年5月にレストラン、
グッズショップ、アートギャラリー、インテ
リアショップ、バンケットホールを備えた
複合商業施設「ラ･ヴィータ（LaVita）」が
オープンし、華やかで夢のあるラ･ヴィー
タは、高知の街に希望を与えました。
　ラ･ヴィータ開店の前年に、創業者の恒
治が79歳で永眠しました。完成を目前に、
さぞ無念な気持ちで一杯だったと思われ
ます。社葬では多くのお客様や仕入先様
にご会葬いただきました。

流通業から創造業へ

　1993年10月に発表された「第5次5ヵ
年経営計画」では、「流通業から創造業
へ」という大きな指針が示され、新聞等
でも新事業への挑戦や福利厚生面の充
実など、先進的かつアグレッシブな取り
組みが注目を集めました。
　電材事業ではファンを増やす取り組
みが活発化するとともに、1991年には、高
知市南御座に空調・音響・HA・電話・TV
共聴設備に特化した技術センターを開
設し、時代の技術革新と技術者不足に応
えました。
　また、「良品を安く即納で」をコンセプ
トに、照明器具「ももlight」、換気扇「もも
ファン」が開発され、製造・輸送コストを
削減し、商品在庫を効率よく共有するた
めにみやじ便の運行も開始しました。高
松・松山にはロープライスの「ミヤジ・ラ
イトショップ」をオープンし、一般ユー
ザーに照明専門店として身近に感じて
いただける存在となりました。

次の50年へ向けて

　1995年から電材事業部の営業体制は
大きく変わり、県別に営業部長を置く地
域別営業部体制へと移行しました。当
時、四国のマーケットシェアは約25％で、
マーチャンダイジンググループ、開発営
業グループ、地域担当グループが連携
し、さらなるシェア拡大を目指しました。
　1997年、宮地電機は創業50周年を迎
え、社章を一新。記念行事「HEAT UP 
MIYAJI 97」を開催し、社員の結束を深
めるとともに、「最強の商人になろう」とい
う目標を掲げて次の時代への一歩を踏
み出しました。社員一人ひとりの成果と
やる気が個人の所得増につながる成果
主義人事制度が導入され、社内間でのよ
り円滑なコミュニケーションと密なる情
報共有、ペーパーレス化を目的として、
情報ネットワーク「M-Net」がスタート。そ
の後、「M-Link」へと進化し、今日も会社
の重要なコミュニケーションツールとし
て活用されています。

オリジナルのあかり

　1999年10月に「ラ･ヴィータ高松店」、
2006年5月に「ラ･ヴィータ松山店」が開店
し、住宅デザイン営業部として照明・カー
テン・エアコンを積極的に施主販売する
体制となり、2003年には照明器具の開発・
製造・販売を目的とした100％出資子会社
「ラ･ヴィータ株式会社」を設立しました。
彌典が唱え続けた「昼は昼らしく、夜は夜
らしく」を実現するオリジナルの照明器具、
住まいの照明「ECOGLASS」を開発し、イ
ンターネットでの販売も含め、全社を挙げ
て販売に注力しました。
　さらに、次世代の光源としてLEDに着
目し、2005年に「Miyaji LED yearプロ
ジェクト委員会」を発足させ、製品開発・
活用方法・販売手法の3分野にて研究を
進めました。その成果により、2007年に

シャープでコンパクトなLED照明
「Multi Cube」、停電でも2晩点灯する
「LED防災ライト“ぐらっパ！”」を相次い
で発売。高知市南御座にPSE認定の研
究工場を建設しました。また、2009年に
は夢のLED照明「kiraring」を発表し、
他に先駆けた技術開発は、大きな注目
を集めました。

施主への提案営業に注力

　建築需要の減退に伴い市場は縮小の
一途をたどる中、2003年に彌典は「大胆
な価値観の変換が必要」との考えを示
しました。それを受けて2004年に経営改
善委員会、2005年には経営構造改革委
員会が発足し、創業60周年の節目にあ
たり次の30年を展望する「第三創業・
Next30」を発表しました。「お客様は施
主」をスローガンに、慎重かつ大胆に改
革を推し進める新組織体制と営業方針
が提示されました。新規工事の受注だ

けでなく、リニューアル、リフォーム、メ
ンテナンスにも市場を拡大し、2006年に
は高知市神田に先進的な住宅設備を体
験できる「住まいの実験室 L iv ing 
Labo」をオープン。リフォーム事業にも
進出しました。

サービス、システムの充実

　物流改革も推し進め、約1年の準備期間
を経て、2008年3月には「みやじ配送セン
ター」が高知市南御座で稼働。物流コスト
を低減し、週6日の配送でお客様の利便
性を向上させる物流体制が整いました。
　同年6月には「みやじ見積センター」が
稼働し、専任スタッフによる精度の高い
見積書をスピーディーに作成することが
できるようになりました。
　さらに、お客様が24時間365日、いつ
でもどこでも在庫確認や注文ができる得
意先様発注サイト「電材ネット」を開設
し、夕刻までの注文は翌日にお届けする
サービスをスタート。現在も多くのお客
様に活用していただいています。
　社内では、女性がキャリアを積んで長
く働けるよう、仕事と子育てを両立する
支援制度を充実させ、セクシュアルハ
ラスメント防止規程を制定するなど、女
性が働きやすい環境を実現しました。こ
のような取り組みが評価され、2009年に
は「にっけい子育て支援大賞」を受賞し
ました。
　2009年2月4日、Miyaji経営計画発表
会2009「We Can Change」が開催され、
全社員で新しい経営計画の実践を誓いま
した。その4ヵ月後、6月12日に貴嗣が社長
に就任し、これからの宮地電機を導く新社
長の言葉として「私たちの信条」を発表し、
新しい経営指針としました。
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コロナ禍を経て

　瀬戸内配送センターが稼働し、宮地電
機が新体制で動き出してからわずか8ヵ
月後の2020年1月、日本で初めて新型コ
ロナウイルス感染者が確認されました。

　その後、感染は急速に拡大し、世界的
なパンデミックに発展。未知のウイルス
は多数の死者を出し、世界中を不安に陥
れました。開催直前だった東京オリンピッ
ク2020は1年延期となり、人々の生活は一
変。世界経済は停滞し、当社の事業見通
しにも一時的な影を落としました。
　一方、コロナ禍で人との接触が制限さ
れる中、在宅勤務が推奨され、リモート
ワークが急速に普及。社内でもリモート
会議やオンライン打ち合わせが定着し、
業務効率化が進む一面もありました。
　コロナ禍において一番影響を受けた
のは、レストランやパーティー・ウエディ
ングなどの飲食業を生業とする生活文
化営業部でした。
　業界全体が大きな変革を迫られる中、

2021年には事業を集中し、組織のスリム
化を図る改革を断行。取締役を中心とし
た全社的な支援のもと、新たなスタート
を切りました。
　高知のおきゃく文化の象徴である人
の集いが制限されるなか、ラ・ヴィータ御
膳やカレー、ピザなどのテイクアウトや
ギフト商品を充実させて販路を増やし、

ウエディングやパーティーでは、お客様
とスタッフ双方の体調確認や飛沫防止
対策を徹底し、安心して過ごせる環境づ
くりを徹底しました。
　そして2023年5月、新型コロナの感染
症法上の分類が第五類に移行。高知の
おきゃく文化は往時の活気を取り戻し、
生活文化営業部も右肩上がりの業績を
残せています。

社長動画“ミヤカレ”配信

　2021年2月、社内コミュニケーションの
強化と、全社に会社の考えや方針を伝え
ることを目的に貴嗣社長による動画メッ
セージ「ミヤカレ」の配信がスタートしまし
た。毎月1回以上の定期配信が行われ、働
く意義や組織づくりに関する内容が社長自
らの声で社内に発信されました。

健康経営優良法人に認定

　さまざまな業
務効率化策を
打ち出し、業務
時間の短縮と
精度アップ、働
きやすく働き
がいの持てる
職場づくりを目
指して業務改
革を進めてきた宮地電機は、働く人の心
と体を守る取り組みが認められ、2021年3
月に「健康経営優良法人2021」（中小規模
法人部門）に認定されました。
　以来、5年連続で認定を受け、「働く人
の幸せを大切にする」「子どもや家族にも
勤めてほしい会社にする」と、Miyajism
で示されている当社の取り組みが評価
されています。

チームで働くIT環境を進化

　情報共有と情報資源の活用、デジタルコ
ミュニケーションが当たり前の時代。2022
年12月、いつでもどこでも安全かつ快適に

必要な情報にアクセスでき、チームで効率
よく働くことができるIT環境をより進化させ
るためMicrosoft365を導入しました。仕事
の効率化と、チームのタイムパフォーマン
スを高めるツールであり、これからますます
の活用が期待されます。

業務改革担当室が
改善を後押し

　業務効率を高め、属人的な作業を標準
化するため、近年さまざまな業種・業界で
RPA（※）の導入が進んでいます。宮地電
機でも2021年にシステムを導入し、見積
業務をはじめ電子帳簿保存法への対応
など、多くの業務を自動化しました。
　2023年3月には、販売の最前線である
営業活動の効率化を目的に「業務改革
担当室」を発足。現状の業務フローを可
視化し、作業工程の簡素化やデジタル
化を推進することで、時間短縮と精度向
上を目指しています。
　見積業務ではRPAやOCR（※）を活用
した図面の自動振り分け、見積依頼メー
ルの自動送信、メーカー見積書のデジタ
ル変換、オープンシステムへの自動登録
など、各種システム化を実現しました。ま
た、LED照明や空調機器など、複数の製品
で構成される商品の登録を、組み合わせ
品番としてマスタ登録できるようにするこ
とで、面倒な登録作業を削減することがで
き、将来的にも大きな市場を生むリニュー
アル活動への後押しになるとして期待さ
れています。
　さらには、電話応対の時間短縮につなげ
るTeamsの活用推進、発注業務や日次・月
次の締めなど各事業所で同じ時間帯に行っ
ている業務の集約なども進行しています。
　多くを気付き、改善にトライし、PDCA
を回しながら、全社の業務効率化と生産
性の向上に貢献し、さらには待遇向上に
もつながるよう邁進しています。

ビジネスウェア規程の改定

　2023年3月21日、ビジネスウェア規程
が17年ぶりに改定されました。新たな規
程では「企業人としての良識に委ねる」と
いう考え方を基本とし、名称も「企業人と
して良識のある服装の基準規程」へ変更
されました。現場の実情に応じた柔軟な
運用を可能にするため、営業部や室単位
で細則を定められる仕組みも導入されま
した。社名入りポロシャツやスニーカー
の着用も認められ、実用性と多様性を両
立した内容となっています。改定にあ
たっては社内ワーキンググループによる
提案をもとに取締役会で決定されました。

土曜半日営業の導入と
「働き方改革」

　電気工事店の業態に合わせて土曜日も
終日営業としていた当社は、2023年4月か
ら土曜日の半日営業をスタートしました。
交代制で出勤し、午後を半日有給休暇取
得推奨日としました。これにより、仕事と
私生活の両立がしやすくなり、心身のリ
フレッシュや家族との時間の確保、自己
啓発の機会が増えるなど、より充実した
生活を送ることが可能になりました。
　また、2025年度は年間休日を120日以
上、2026年度からは週休2日制への移行を
決定しました。働く人の満足度や生産性の
向上、定着率の向上といったポジティブな
効果も期待されており、ワークライフバラン
スの向上につながる改革となりました。

男性育休スタート
　
　2024年の日本の出生率は9年連続で減
少し、働き手の確保はますます困難となる
人口オーナス期（※）に入り、企業は働く人
が長く働き続けられる環境づくりが重要と
なっています。これから子育てを始める若
年層の多くが希望する「男性育休」の実現
に向けて、2024年10月から四国4県で「男
性育休共有会」を実施し、男性育休取得へ
の理解と推進の意識醸成を行いました。
2025年には、育休取得中の経済的な不安
を解消するための貸付金制度も用意され、
フォローアップ体制の充実とともに、男性
育休取得が現実となりました。

　このように宮地電機は、働き方改革を
一過性の取り組みとして捉えるのではな
く、時代の変化や多様な価値観に柔軟に
対応しながら、継続的に改善を図ってき
ました。こうした活動や職場の協力もあ
り、2024年度までの男性の育児休暇取得
率は0％でしたが、2025年9月時点では
66.6％になりました。

9年ぶりの全社集会
「Miyaji-COM 2025」開催

　「働く人同士の理解を深めるため、宮
地電機で働く仲間を知る場として、全社
集会を開催したいです。」
　9年ぶりに開催された全社集会は、ある
20代社員のこの言葉から始まりました。そ
して上司の後押しを受けながら文字化さ
れ、2024年末の取締役会を動かしました。
「失敗を恐れず、挑戦する」この言葉を具
現化した行動であり、これからの宮地電
機に欠かせないマインドです。
　2025年に入り、社内有志9名による実
行委員会が結成され、業務の合間を縫っ
て綿密な準備が進められました。
　そして10月24日、高知市の城西館にて
「Miyaji-COM 2025 ～つながる！ひろ
がる！宮地万博！～」が開催されました。
イベントは、宮地電機の新キャラクター
をデザインするグループワークに始ま
り、貴嗣社長の講話、懇親会と続きまし
た。限られた時間の中で相互理解が深ま
り、見事に本来の目的を達成した全社集
会となりました。



「新・経営理念」の策定

　創業80周年を迎えるにあたり、2025年
7月、貴嗣社長から「経営理念を時代の
変化に合わせて見直す」という指針が示
され、社長率いるプロジェクトチームに
よる熱い議論が重ねられました。その中
で、貴嗣社長が常日頃から語っている次
の言葉に焦点が当てられました。

　「プロは、他の人にできないことをして
感動をプレゼントするからお金をもらえ
ます。相手の期待を上回るプロの集団を
目指しましょう。」
　この言葉をもとに、新しいスローガ
ンとして“期待を超える感動を” が決
定しました。ロゴマークには、四国を照
らす意味を込めた電球が灯り、宮地電
機らしさを表現しています。発表は 

Miyaji-COM 2025の場で、直接伝え
られました。

省エネ推進で社会貢献

　環境保護の観点からCO₂の削減に
尽力してきた当社は、「宮地電機は電
気代1/2を目指す会社です！」をスロー
ガンに、LED照明や空調分野での省エ
ネルギー機器の提案活動に注力して
きました。中でも、LED照明への更新に
よって削減できるCO₂の排出権を売却
し、得られた収益から地域の図書館へ
関連図書を寄贈する「LEDでECOにな

る会」を設立し、地域貢献にも努めてき
ました。
　2011年3月11日、東日本大震災が発生
し、日本各地で節電に対する取り組みが
行われる中、同年6月、照明メーカーの最
新LEDを集めた「Miyaji LEDsフェア」
を四国4県で開催。「LEDが節電の
ファーストステップ」をテーマに、当時は
まだ普及し始めだったLEDを使った器
具や節電への有効性を存分に知ってい
たいただく機会としました。
　その後は「安くてカンタン♪LED」
「LEDで貯金」とテーマを変え、4年間に
わたり開催。キャッチコピーの通り、LED
導入によって削減された電気代で購入
費用をまかない、さらには貯金にもつな
がるという提案も行い、LED化の有効性
を実感いただくことができました。

再生可能エネルギーの創出

　2011年６月には松山支店をリニュー
アル。照明には、省エネ効果が高いタス
ク・アンビエント照明を導入し、その効
果を実証しました。さらに同社屋にはお
客様引き取り型の店舗「電材デポ」を
オープン。従来の店舗より、在庫のアイ
テム数を約2倍に増やし、「宮地電機に
行けば何でも揃う」というコンセプトの
もと、ファンの拡大を進めました。
　原発事故以来、原子力発電に代わる
エネルギーの確保が必要となり、太陽光
発電にも期待が寄せられるようになりま
した。当社でも太陽光発電の普及・活用

支援を全力で進めるべく、省エネルギー
担当室が牽引し、土地の調査、設計、関
係各所への申請、施工、運営管理の事業
に積極的に取り組みました。宮地電機グ
ループ保有の太陽光発電システムとし
ては、2013年南予営業所に第１号のソー
ラー発電所が稼働。続いて高知支店、徳
島市の東沖洲、鳴門北灘、2019年の瀬戸
内配送センター、2021年の西讃営業所、
2023年の徳島支店、淡路島と順次稼働
し、発電をしています。

お客様との絆を大切に

　2011年11月にはMiyajiサンクスキャ
ンペーンがスタートしました。この企画
は1984年から1992年にわたり開催され
たMiyajiベスト10会を復活させたキャ
ンペーン企画であり、当社の主要なお客
様を旅行にお招きし、日頃の感謝の意を
表すとともに親睦を深めることを目的と
しています。第１回は神戸市に約40名の
お客様をご招待し、その後も日本各地を
巡り、今でも続く毎年の恒例行事となっ
ています。心を込めたおもてなしは、参
加されたお客様から毎回ご好評をいた
だいております。

オフコンから
オープンシステムへ

　2014年、約30年にわたってさまざまな
業務処理に活用してきたオフコンから、
ネットワークやパソコンとの親和性の高
いオープンシステムへ移行しました。閉
ざされた環境であるオフコンに対して、
インターネットを介して仕入先のシステ
ムとの連携も可能になり、情報化社会に
対応するシステム基盤が整いました。
　また、2012年からパナソニック株式会
社様との間でスタートしたEDI（※）連携
が軌道に乗り、2016年に19社、2024年9
月には66社との連携が実現、発注デー

タの送信、納期回答の更新処理が飛躍
的に効率化されました。いち早くEDIに
よる連携を推進したことが、電材業界の
先駆けとなり、今や全日電材連でも普及
の動きが生じています。

創業70周年の節目に

　宮地電機が創業70周年の節目を迎え
た2015年、周年行事の準備が進む中、会
長の彌典が永眠しました。社葬を執り行
い、多くの方に見送られて旅立ちました。
　まだ悲しみが癒えぬ同年8月、高知ぢば
さんセンターを会場に、これまで育ててく
ださったお客様やOBの皆様、そして社
員・ご家族に感謝の思いを込め「宮地電
機創業70周年感謝祭」を開催しました。60
社を超える仕入先の出展ブースや、抽選
会、キャラクターショーなど、大人からお
子様まで楽しんでいただけるイベントとし
ました。天候にも恵まれ、3,500人を超える
お客様にご来場いただき、大盛況のうち
に終えることができました。そしてこの感
謝祭では、本当にたくさんの方々に愛さ
れてきた70年を感じることができました。

全員参加イベントで
繋がりを強化

　2016年には3年ぶりに全員が集結し、観音
寺グランドホテルにて「Miyaji-COM2016 
～観音寺だよ 全員集合‼～」を開催しま
した。社内有志10名からなる実行委員会
が企画・運営を手がけ、「働く仲間同士の
連帯感・団結力の高まり」「自ら気づき、自
ら考え、自ら決め、自ら動く人の増加」に
加え、「実行委員会メンバーの成長の場」
「全社集会のノウハウの継承と醸成」を
テーマに、絆を深め、学び合い、成長し合
う機会となりました。

瀬戸内配送センター開設へ

　2018年6月20日、3年の歳月をかけて
準備を進めてきた瀬戸内配送センター
の起工式を執り行いました。瀬戸内配送
センターは、観音寺市大野原町に位置
し、他社を圧倒する在庫量とデリバリー
力を有する宮地電機の拠点として期待
と注目を集めました。
　建設工事は順調に進み、2019年5月7
日に電材卸売業界では四国初の自動倉
庫を有する物流センターとして稼働開
始。同時に、隣接する営業拠点として観
音寺支店がオープンしました。
　大野原町周辺は南海トラフ巨大地震
発生の際に大きな影響を受けにくいとさ
れ、この地に開設したことはBCPにおい
ても大きな意味があります。未曽有の大
災害が起こった際には、四国外からの流
通が完全にストップすることが想定され
る中、電材卸売業として四国最大の在庫
を有する瀬戸内配送センターが、四国４
県のインフラ復旧を力強く支えます。

創業者の生い立ち

　創業者・宮地恒治は、高知県土佐郡
鴨田村（現・高知市神田）の地主農家
に、父・久寿亀、母・秀の長男として
1913年9月7日に誕生しました。昭和初
期の日本経済は世界恐慌のあおりを
受け、不況のどん底にありました。1934
年4月8日、恒治20歳の時に吾川郡伊野
町の植田靜と結婚し、翌年3月20日に
長女・弘子が、1939年11月28日には次
女・雅子が誕生し、経済的な苦しみの
中で明るい希望となりました。
　恒治は家業の農業に従事するかた
わら、鴨田村青年団長や土佐郡連合
青年団長などを務め、全国青年弁論大
会に高知県代表として出場したことも
ありました。やがて1941年12月8日に
太平洋戦争が勃発、人々は苦しい時
代に突入しました。戦争が激化して食
糧不足が深刻となり、恒治は地区の実
行組合長として食糧増産運動に尽力
しました。

彌典が誕生

　1943年の戦争のさなか、３番目の子どもと
して長男・彌典が誕生しました。結婚9年目
にしてようやく男児を授かった喜びを、母
親である靜は当時の日記に「昭和18年1月
22日午後1時22分出産、女だと思っていた
のに男の子だったので、とてもうれしかっ
た。もちろん、恒治の喜びはこの上もなかっ
た。自分もこれでやっと一人前だと、肩身が
広く感じる」と記しています。
　戦時中、恒治は警防団長をはじめ、銃
後奉公会長、鴨部診療所長などを務め、
「銃後の守り」に奔走していました。ます
ます厳しさを増してきた状況下で、警防
団の任務に忙しかった恒治は、妻・靜と
ともに神田の自宅に残り、年寄りと幼い
子どもたちは香美郡の大栃へ疎開する
ことにしました。当時は敵前上陸の噂も
あり、悲壮な決意のもとに親子は別れて
暮らすことになりました。

失意から踏み出す一歩

　1945年7月4日未明、高知市は未曽有の
大空襲に見舞われ、神田の家にも焼夷弾
が落ちました。当時警防団長であった恒
治は、焼け野原と化した町々の焼死体を
鏡川河畔へ運び、後に「まさにこの世の地
獄だった」と語っています。その１ヵ月余り
後に終戦を迎え、辛い時代はようやく終わ
りましたが、お国のために全力で尽くして
きた恒治にとって、敗戦は大変なショック
だったに違いありません。
　来るべき日本の将来を予測して「もはや
農業の時代ではない」と確信した恒治は、
なんらかの事業への転換を図るべく、NEC
に勤務していた弟の宮地寿男氏と協議し、
終戦１ヵ月後の1945年9月、高知市本町３丁
目に電気工事の請負を行う宮地電機工務
店を開設。早くも事業への転換の第一歩を
踏み出したのです。焼け野原の中、復興に
向けての電気工事の依頼は多く、創業１年
で高知県一番の施工高を誇りました。

電材販売の事業を拡大

　1946年11月、法人に改組して宮地電
機株式会社とし、宮地恒治社長以下18名
でスタートしました。電気工事材料の入
手困難な時期、同業の電気工事業者か
ら材料を分けてほしいと言われるように
なり、電気工事材料の販売へと事業を拡
大。その企業理念は、「社会への寄与、業
界のトップ、従業員の幸福」と打ち立てら
れました。
　同年12月、四国電力の要請を受けた
恒治は、土佐電気工事株式会社を設立
して社長に就任、県下の送配電線路の

建設を進めました。恒治が土佐電気工事
の社長を務める間は、弟の寿男氏が宮
地電機の社長に就任しました。後に土佐
電気工事株式会社は四国他３県の電気
工事会社と合併し、現在の株式会社四電
工となりました。

食料確保のための捕鯨

　戦争が終わり、やっと平和が戻ってき
たものの、戦後の食糧不足は深刻でし
た。特に動物性たんぱく質の不足は著
しく、何とかしなければと考えた恒治
は、小型捕鯨船の許可を受けて「弥生
丸」と名付けたキャッチャー・ボートを
造り、室戸岬町椎名を母港として捕鯨を
はじめました。太平洋でゴンドウ鯨の群
を追い、銛（もり）を放ち捕獲する雄姿は、
当時の高知新聞正月特集号のトップを
飾りました。

戦後復興を担う電気工事

　復興が進む1951年、事業拡大のため
大阪市に仕入れ拠点となる大阪出張所
を開設し、仕入れ価格の低減、納期の迅
速化が図られました。
　1953年に高知市本町の本社社屋を新
築するも、翌年に隣家からの出火により
全焼。社員の迅速な行動により、売掛伝
票は１枚も焼失することなく持ち出すこと
ができ、請求・回収の業務を滞りなく行う
ことができました。3日後には仮店舗で
営業を始め、2ヵ月後には新社屋の建築
が始まりました。
　当時は電気工事業を主体としており、県
外の工事にも進出しました。当社工事部の
仕事はクオリティの高さに定評があり、
NHK高知放送会館、同徳島放送会館、丸
亀市民会館など四国４県において、多くの
施設を施主様より直接契約で受注しまし
た。四電工様・きんでん様などがライバル
であり、激しい火花を散らしていました。

宮地電機の礎となる出会い

　恒治と松下幸之助氏との出会いもこの
頃で、松下電工株式会社様（現パナソ
ニック株式会社）との取引が次第に深
まってゆきました。また、恒治は高知県出
身の三菱財閥の創始者・岩崎彌太郎氏を
尊敬し続け、上京すると必ず墓前に土佐
の花を献げました。故人になられた三菱
電機株式会社の進藤貞和社長（高知県出
身）にも大変なお引き立てをいただき、幅
広い三菱電機様の製品は四国の市場で
重要な位置づけになってゆきました。
　1966年には、大学を卒業したばかりの
彌典を伴ってアメリカに出張し、全米に
104の営業拠点を持つグレーバー社の多
店舗経営を視察しました。その事業展開
にヒントを得て、帰国後は四国4県への多
店舗政策を開始。大阪市、松山市、徳島
市、高松市に続き、中村市（現・四万十
市）、新居浜市、大洲市、丸亀市、宇和島
市と相次いで営業拠点を開設しました。

照明のエキスパート集団へ

　大学で照明を学んだ彌典の入社を機
に、宮地電機は照明事業へ本格的に乗
り出しました。彌典は1967年に照明事業
部を開設して高知市本町の本店内に照
明コーナーを作り、1970年には株式会社
宮地照明を設立し、社長に就任しまし
た。社員とともにヨーロッパの照明業界
の視察を重ね、照明のエキスパート集団
として伸びてゆきました。その後、1971年
に宮地照明松山支店、1976年に同高松
支店もオープンし、照明器具の販売から
「あかりの提案」へと仕事の幅を広げて
ゆきました。

電材販売の拡大、
工事部門の廃止

　高松市に仕入先の営業拠点整備が進
んだことを受け、当社も営業本部、商品
部を高松市に配置した結果、大阪での
仕入業務は僅少となり、1978年に大阪支
店を閉鎖しました。
　1977年､恒治は将来交通アクセスの良
好な場所と予見して高知市南御座に
1,842坪の用地を購入し、本社部門、高知
支店の社屋を建設しました。広大な面積
を活用した商品管理が可能となり、生産
性の向上に大きく貢献しました。
　一方、電材販売が伸長するにつれ、販
売先である電気工事店と電気工事の受
注競合が問題となりました。1979年に約3
億3,000万円で単独受注し竣工させた高
知県民文化ホールを最後に、優秀な施工
技術を誇り創業の礎であった工事部門を
廃部しました。

情報化、効率化で社内を統率
　
　さらなる事業拡大を目指して今治市、
川之江市（現・四国中央市）にも営業拠点
を置き、四国を網羅する体制を整えまし
た。社員数200人超の企業に成長し、制度
やシステムの整備が急務となりました。
　1983年、恒治が70歳の誕生日を迎え、
「自分が元気なうちに事業継承をした
い」という考えから社長職を退いて会長
となり、40歳の彌典が社長に就任しまし
た。急成長を続ける会社の中で、社員が
情報を共有し同じ方向に進むために、彌
典は社内報「COMMON」の発刊を手が
けました。
　1984年、社内業務効率化を目指す
「Miyaji VAN 3ヵ年計画」が発表され、

全事業所をつなぐコンピュータシステ
ムが導入されました。それまで手書きで
発行していた売上・納品伝票や請求書
の作成、受注・発注業務などがシステム
化され、得意先に関する情報も一元化し
て集約できるようになり、作業効率が飛
躍的に向上しました。
　同年、「’84高知黒潮博覧会」が開催さ
れ、宮地照明が「Miyajiレーザー館」を出
展。高い技術力と新たな照明の可能性を
示しました。

お客様に役立つMiyajiへ

　「どうせ買うなら宮地電機から」と思っ
ていただけるよう、サンサンキャンペーン
やベスト10コンテスト、図面お預かりキャ
ンペーンなどさまざまな販売企画を行
い、お客様に喜んでいただける要素を増
やしました。創業40周年を迎えた1985年
には、「つくば科学万博と東京ディズニー
ランドの旅」を企画し、300名のお客様を
ご案内しました。
　お客様の手元にあふれるカタログの情
報を集約した「グッドライト280」や
「NETWORK」を発刊するほか、残長表示
のついた引込ケーブルをオリジナルで商
品化し、お客様にとって「役立つMiyaji」と
なる姿勢を明確にしてゆきました。
　さらに、当社の社員とお客様が一緒に最
新商品・技術について学ぶ「ミヤジ・エンジ
ニアリングツアー」「エンジニアリング・ス
クール」を開催し、時流を掴み一歩先ゆく
エンジニアの育成にも力を注ぎました。

伸びゆく人を育てる教育

　社員教育にも力を入れ、アメリカや
ヨーロッパなどへの海外視察やプレゼン
テーション力を磨く中堅社員のための研
修などを行い、1985年には全社員が集う
「ジョイフル・ミヤジ85」を開催。宮地電機
グループの結束を固め、お互いに切磋琢
磨しあって伸びゆく機会となりました。そ
の後も全社員が集う研修は、「パワフル
Miyaji」「京都会議」と名前を変えながら
1991年まで続きました。

勝つための
「5ヵ年経営計画」

　1980年代後半は、宮地電機グループ
変革の大きな流れがやってきました。
　1988年4月に、宮地照明の20周年を記
念して、高知支店ショールームの大規模
なリニューアルを行い、ひかりを体験す
るショップとして生まれ変わりました。高
知市神田にはこれからのIT時代に対応
するためのオートメ開発部インテリジェ
ントオフィスが誕生しました。
　1989年には彌典を中心とする幹部ら
で練り上げた「5ヵ年経営計画」が発表さ
れ、社員群制度、4週7休制、誕生日休暇
制度など、社員の成長と幸福のためにさ
まざまな新しい人事制度が導入されまし
た。社員のサークル活動への援助や、ビ
デオライブラリーの設置、通信教育制度
のスタートもこの頃です。新入社員職能
別研修など、人財育成の面でも充実を図
りました。

「ラ・ヴィータ」誕生、
新事業への参入

　時代がめまぐるしく変化し、会社の
発展のために新たな事業の展開が求
められる中、宮地照明高知支店の建物
老朽化に伴い、新しい商業ビルの建設
準備がスタートしました。社内外のメ
ンバーで構成する本町ビル建設委員
会が中心となって検討を重ね、当時大
学4年生だった貴嗣も参画しました。そ
の後、大手デベロッパーに就職してい
た貴嗣が帰高し、1993年3月に生活文

化事業部の副事業部長として入社し
ました。
　構想から３年、1993年5月にレストラン、
グッズショップ、アートギャラリー、インテ
リアショップ、バンケットホールを備えた
複合商業施設「ラ･ヴィータ（LaVita）」が
オープンし、華やかで夢のあるラ･ヴィー
タは、高知の街に希望を与えました。
　ラ･ヴィータ開店の前年に、創業者の恒
治が79歳で永眠しました。完成を目前に、
さぞ無念な気持ちで一杯だったと思われ
ます。社葬では多くのお客様や仕入先様
にご会葬いただきました。

流通業から創造業へ

　1993年10月に発表された「第5次5ヵ
年経営計画」では、「流通業から創造業
へ」という大きな指針が示され、新聞等
でも新事業への挑戦や福利厚生面の充
実など、先進的かつアグレッシブな取り
組みが注目を集めました。
　電材事業ではファンを増やす取り組
みが活発化するとともに、1991年には、高
知市南御座に空調・音響・HA・電話・TV
共聴設備に特化した技術センターを開
設し、時代の技術革新と技術者不足に応
えました。
　また、「良品を安く即納で」をコンセプ
トに、照明器具「ももlight」、換気扇「もも
ファン」が開発され、製造・輸送コストを
削減し、商品在庫を効率よく共有するた
めにみやじ便の運行も開始しました。高
松・松山にはロープライスの「ミヤジ・ラ
イトショップ」をオープンし、一般ユー
ザーに照明専門店として身近に感じて
いただける存在となりました。

次の50年へ向けて

　1995年から電材事業部の営業体制は
大きく変わり、県別に営業部長を置く地
域別営業部体制へと移行しました。当
時、四国のマーケットシェアは約25％で、
マーチャンダイジンググループ、開発営
業グループ、地域担当グループが連携
し、さらなるシェア拡大を目指しました。
　1997年、宮地電機は創業50周年を迎
え、社章を一新。記念行事「HEAT UP 
MIYAJI 97」を開催し、社員の結束を深
めるとともに、「最強の商人になろう」とい
う目標を掲げて次の時代への一歩を踏
み出しました。社員一人ひとりの成果と
やる気が個人の所得増につながる成果
主義人事制度が導入され、社内間でのよ
り円滑なコミュニケーションと密なる情
報共有、ペーパーレス化を目的として、
情報ネットワーク「M-Net」がスタート。そ
の後、「M-Link」へと進化し、今日も会社
の重要なコミュニケーションツールとし
て活用されています。

オリジナルのあかり

　1999年10月に「ラ･ヴィータ高松店」、
2006年5月に「ラ･ヴィータ松山店」が開店
し、住宅デザイン営業部として照明・カー
テン・エアコンを積極的に施主販売する
体制となり、2003年には照明器具の開発・
製造・販売を目的とした100％出資子会社
「ラ･ヴィータ株式会社」を設立しました。
彌典が唱え続けた「昼は昼らしく、夜は夜
らしく」を実現するオリジナルの照明器具、
住まいの照明「ECOGLASS」を開発し、イ
ンターネットでの販売も含め、全社を挙げ
て販売に注力しました。
　さらに、次世代の光源としてLEDに着
目し、2005年に「Miyaji LED yearプロ
ジェクト委員会」を発足させ、製品開発・
活用方法・販売手法の3分野にて研究を
進めました。その成果により、2007年に

シャープでコンパクトなLED照明
「Multi Cube」、停電でも2晩点灯する
「LED防災ライト“ぐらっパ！”」を相次い
で発売。高知市南御座にPSE認定の研
究工場を建設しました。また、2009年に
は夢のLED照明「kiraring」を発表し、
他に先駆けた技術開発は、大きな注目
を集めました。

施主への提案営業に注力

　建築需要の減退に伴い市場は縮小の
一途をたどる中、2003年に彌典は「大胆
な価値観の変換が必要」との考えを示
しました。それを受けて2004年に経営改
善委員会、2005年には経営構造改革委
員会が発足し、創業60周年の節目にあ
たり次の30年を展望する「第三創業・
Next30」を発表しました。「お客様は施
主」をスローガンに、慎重かつ大胆に改
革を推し進める新組織体制と営業方針
が提示されました。新規工事の受注だ

けでなく、リニューアル、リフォーム、メ
ンテナンスにも市場を拡大し、2006年に
は高知市神田に先進的な住宅設備を体
験できる「住まいの実験室 L iv ing 
Labo」をオープン。リフォーム事業にも
進出しました。

サービス、システムの充実

　物流改革も推し進め、約1年の準備期間
を経て、2008年3月には「みやじ配送セン
ター」が高知市南御座で稼働。物流コスト
を低減し、週6日の配送でお客様の利便
性を向上させる物流体制が整いました。
　同年6月には「みやじ見積センター」が
稼働し、専任スタッフによる精度の高い
見積書をスピーディーに作成することが
できるようになりました。
　さらに、お客様が24時間365日、いつ
でもどこでも在庫確認や注文ができる得
意先様発注サイト「電材ネット」を開設
し、夕刻までの注文は翌日にお届けする
サービスをスタート。現在も多くのお客
様に活用していただいています。
　社内では、女性がキャリアを積んで長
く働けるよう、仕事と子育てを両立する
支援制度を充実させ、セクシュアルハ
ラスメント防止規程を制定するなど、女
性が働きやすい環境を実現しました。こ
のような取り組みが評価され、2009年に
は「にっけい子育て支援大賞」を受賞し
ました。
　2009年2月4日、Miyaji経営計画発表
会2009「We Can Change」が開催され、
全社員で新しい経営計画の実践を誓いま
した。その4ヵ月後、6月12日に貴嗣が社長
に就任し、これからの宮地電機を導く新社
長の言葉として「私たちの信条」を発表し、
新しい経営指針としました。

2000年～
2009年
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1993
「ラ･ヴィータ（LaVita）」オープン

「Multi Cube」発売会

本町ビル建設委員会

2003
住まいの照明「ECOGLASS」を発売

2007
LED照明「Multi Cube」を発売

2009
夢のLED照明 「kiraring」を発売

Miyaji経営計画発表会2009

宮地電機ヒストリー

コロナ禍を経て

　瀬戸内配送センターが稼働し、宮地電
機が新体制で動き出してからわずか8ヵ
月後の2020年1月、日本で初めて新型コ
ロナウイルス感染者が確認されました。

　その後、感染は急速に拡大し、世界的
なパンデミックに発展。未知のウイルス
は多数の死者を出し、世界中を不安に陥
れました。開催直前だった東京オリンピッ
ク2020は1年延期となり、人々の生活は一
変。世界経済は停滞し、当社の事業見通
しにも一時的な影を落としました。
　一方、コロナ禍で人との接触が制限さ
れる中、在宅勤務が推奨され、リモート
ワークが急速に普及。社内でもリモート
会議やオンライン打ち合わせが定着し、
業務効率化が進む一面もありました。
　コロナ禍において一番影響を受けた
のは、レストランやパーティー・ウエディ
ングなどの飲食業を生業とする生活文
化営業部でした。
　業界全体が大きな変革を迫られる中、

2021年には事業を集中し、組織のスリム
化を図る改革を断行。取締役を中心とし
た全社的な支援のもと、新たなスタート
を切りました。
　高知のおきゃく文化の象徴である人
の集いが制限されるなか、ラ・ヴィータ御
膳やカレー、ピザなどのテイクアウトや
ギフト商品を充実させて販路を増やし、

ウエディングやパーティーでは、お客様
とスタッフ双方の体調確認や飛沫防止
対策を徹底し、安心して過ごせる環境づ
くりを徹底しました。
　そして2023年5月、新型コロナの感染
症法上の分類が第五類に移行。高知の
おきゃく文化は往時の活気を取り戻し、
生活文化営業部も右肩上がりの業績を
残せています。

社長動画“ミヤカレ”配信

　2021年2月、社内コミュニケーションの
強化と、全社に会社の考えや方針を伝え
ることを目的に貴嗣社長による動画メッ
セージ「ミヤカレ」の配信がスタートしまし
た。毎月1回以上の定期配信が行われ、働
く意義や組織づくりに関する内容が社長自
らの声で社内に発信されました。

健康経営優良法人に認定

　さまざまな業
務効率化策を
打ち出し、業務
時間の短縮と
精度アップ、働
きやすく働き
がいの持てる
職場づくりを目
指して業務改
革を進めてきた宮地電機は、働く人の心
と体を守る取り組みが認められ、2021年3
月に「健康経営優良法人2021」（中小規模
法人部門）に認定されました。
　以来、5年連続で認定を受け、「働く人
の幸せを大切にする」「子どもや家族にも
勤めてほしい会社にする」と、Miyajism
で示されている当社の取り組みが評価
されています。

チームで働くIT環境を進化

　情報共有と情報資源の活用、デジタルコ
ミュニケーションが当たり前の時代。2022
年12月、いつでもどこでも安全かつ快適に

必要な情報にアクセスでき、チームで効率
よく働くことができるIT環境をより進化させ
るためMicrosoft365を導入しました。仕事
の効率化と、チームのタイムパフォーマン
スを高めるツールであり、これからますます
の活用が期待されます。

業務改革担当室が
改善を後押し

　業務効率を高め、属人的な作業を標準
化するため、近年さまざまな業種・業界で
RPA（※）の導入が進んでいます。宮地電
機でも2021年にシステムを導入し、見積
業務をはじめ電子帳簿保存法への対応
など、多くの業務を自動化しました。
　2023年3月には、販売の最前線である
営業活動の効率化を目的に「業務改革
担当室」を発足。現状の業務フローを可
視化し、作業工程の簡素化やデジタル
化を推進することで、時間短縮と精度向
上を目指しています。
　見積業務ではRPAやOCR（※）を活用
した図面の自動振り分け、見積依頼メー
ルの自動送信、メーカー見積書のデジタ
ル変換、オープンシステムへの自動登録
など、各種システム化を実現しました。ま
た、LED照明や空調機器など、複数の製品
で構成される商品の登録を、組み合わせ
品番としてマスタ登録できるようにするこ
とで、面倒な登録作業を削減することがで
き、将来的にも大きな市場を生むリニュー
アル活動への後押しになるとして期待さ
れています。
　さらには、電話応対の時間短縮につなげ
るTeamsの活用推進、発注業務や日次・月
次の締めなど各事業所で同じ時間帯に行っ
ている業務の集約なども進行しています。
　多くを気付き、改善にトライし、PDCA
を回しながら、全社の業務効率化と生産
性の向上に貢献し、さらには待遇向上に
もつながるよう邁進しています。

ビジネスウェア規程の改定

　2023年3月21日、ビジネスウェア規程
が17年ぶりに改定されました。新たな規
程では「企業人としての良識に委ねる」と
いう考え方を基本とし、名称も「企業人と
して良識のある服装の基準規程」へ変更
されました。現場の実情に応じた柔軟な
運用を可能にするため、営業部や室単位
で細則を定められる仕組みも導入されま
した。社名入りポロシャツやスニーカー
の着用も認められ、実用性と多様性を両
立した内容となっています。改定にあ
たっては社内ワーキンググループによる
提案をもとに取締役会で決定されました。

土曜半日営業の導入と
「働き方改革」

　電気工事店の業態に合わせて土曜日も
終日営業としていた当社は、2023年4月か
ら土曜日の半日営業をスタートしました。
交代制で出勤し、午後を半日有給休暇取
得推奨日としました。これにより、仕事と
私生活の両立がしやすくなり、心身のリ
フレッシュや家族との時間の確保、自己
啓発の機会が増えるなど、より充実した
生活を送ることが可能になりました。
　また、2025年度は年間休日を120日以
上、2026年度からは週休2日制への移行を
決定しました。働く人の満足度や生産性の
向上、定着率の向上といったポジティブな
効果も期待されており、ワークライフバラン
スの向上につながる改革となりました。

男性育休スタート
　
　2024年の日本の出生率は9年連続で減
少し、働き手の確保はますます困難となる
人口オーナス期（※）に入り、企業は働く人
が長く働き続けられる環境づくりが重要と
なっています。これから子育てを始める若
年層の多くが希望する「男性育休」の実現
に向けて、2024年10月から四国4県で「男
性育休共有会」を実施し、男性育休取得へ
の理解と推進の意識醸成を行いました。
2025年には、育休取得中の経済的な不安
を解消するための貸付金制度も用意され、
フォローアップ体制の充実とともに、男性
育休取得が現実となりました。

　このように宮地電機は、働き方改革を
一過性の取り組みとして捉えるのではな
く、時代の変化や多様な価値観に柔軟に
対応しながら、継続的に改善を図ってき
ました。こうした活動や職場の協力もあ
り、2024年度までの男性の育児休暇取得
率は0％でしたが、2025年9月時点では
66.6％になりました。

9年ぶりの全社集会
「Miyaji-COM 2025」開催

　「働く人同士の理解を深めるため、宮
地電機で働く仲間を知る場として、全社
集会を開催したいです。」
　9年ぶりに開催された全社集会は、ある
20代社員のこの言葉から始まりました。そ
して上司の後押しを受けながら文字化さ
れ、2024年末の取締役会を動かしました。
「失敗を恐れず、挑戦する」この言葉を具
現化した行動であり、これからの宮地電
機に欠かせないマインドです。
　2025年に入り、社内有志9名による実
行委員会が結成され、業務の合間を縫っ
て綿密な準備が進められました。
　そして10月24日、高知市の城西館にて
「Miyaji-COM 2025 ～つながる！ひろ
がる！宮地万博！～」が開催されました。
イベントは、宮地電機の新キャラクター
をデザインするグループワークに始ま
り、貴嗣社長の講話、懇親会と続きまし
た。限られた時間の中で相互理解が深ま
り、見事に本来の目的を達成した全社集
会となりました。



「新・経営理念」の策定

　創業80周年を迎えるにあたり、2025年
7月、貴嗣社長から「経営理念を時代の
変化に合わせて見直す」という指針が示
され、社長率いるプロジェクトチームに
よる熱い議論が重ねられました。その中
で、貴嗣社長が常日頃から語っている次
の言葉に焦点が当てられました。

　「プロは、他の人にできないことをして
感動をプレゼントするからお金をもらえ
ます。相手の期待を上回るプロの集団を
目指しましょう。」
　この言葉をもとに、新しいスローガ
ンとして“期待を超える感動を” が決
定しました。ロゴマークには、四国を照
らす意味を込めた電球が灯り、宮地電
機らしさを表現しています。発表は 

Miyaji-COM 2025の場で、直接伝え
られました。

省エネ推進で社会貢献

　環境保護の観点からCO₂の削減に
尽力してきた当社は、「宮地電機は電
気代1/2を目指す会社です！」をスロー
ガンに、LED照明や空調分野での省エ
ネルギー機器の提案活動に注力して
きました。中でも、LED照明への更新に
よって削減できるCO₂の排出権を売却
し、得られた収益から地域の図書館へ
関連図書を寄贈する「LEDでECOにな

る会」を設立し、地域貢献にも努めてき
ました。
　2011年3月11日、東日本大震災が発生
し、日本各地で節電に対する取り組みが
行われる中、同年6月、照明メーカーの最
新LEDを集めた「Miyaji LEDsフェア」
を四国4県で開催。「LEDが節電の
ファーストステップ」をテーマに、当時は
まだ普及し始めだったLEDを使った器
具や節電への有効性を存分に知ってい
たいただく機会としました。
　その後は「安くてカンタン♪LED」
「LEDで貯金」とテーマを変え、4年間に
わたり開催。キャッチコピーの通り、LED
導入によって削減された電気代で購入
費用をまかない、さらには貯金にもつな
がるという提案も行い、LED化の有効性
を実感いただくことができました。

再生可能エネルギーの創出

　2011年６月には松山支店をリニュー
アル。照明には、省エネ効果が高いタス
ク・アンビエント照明を導入し、その効
果を実証しました。さらに同社屋にはお
客様引き取り型の店舗「電材デポ」を
オープン。従来の店舗より、在庫のアイ
テム数を約2倍に増やし、「宮地電機に
行けば何でも揃う」というコンセプトの
もと、ファンの拡大を進めました。
　原発事故以来、原子力発電に代わる
エネルギーの確保が必要となり、太陽光
発電にも期待が寄せられるようになりま
した。当社でも太陽光発電の普及・活用

支援を全力で進めるべく、省エネルギー
担当室が牽引し、土地の調査、設計、関
係各所への申請、施工、運営管理の事業
に積極的に取り組みました。宮地電機グ
ループ保有の太陽光発電システムとし
ては、2013年南予営業所に第１号のソー
ラー発電所が稼働。続いて高知支店、徳
島市の東沖洲、鳴門北灘、2019年の瀬戸
内配送センター、2021年の西讃営業所、
2023年の徳島支店、淡路島と順次稼働
し、発電をしています。

お客様との絆を大切に

　2011年11月にはMiyajiサンクスキャ
ンペーンがスタートしました。この企画
は1984年から1992年にわたり開催され
たMiyajiベスト10会を復活させたキャ
ンペーン企画であり、当社の主要なお客
様を旅行にお招きし、日頃の感謝の意を
表すとともに親睦を深めることを目的と
しています。第１回は神戸市に約40名の
お客様をご招待し、その後も日本各地を
巡り、今でも続く毎年の恒例行事となっ
ています。心を込めたおもてなしは、参
加されたお客様から毎回ご好評をいた
だいております。

オフコンから
オープンシステムへ

　2014年、約30年にわたってさまざまな
業務処理に活用してきたオフコンから、
ネットワークやパソコンとの親和性の高
いオープンシステムへ移行しました。閉
ざされた環境であるオフコンに対して、
インターネットを介して仕入先のシステ
ムとの連携も可能になり、情報化社会に
対応するシステム基盤が整いました。
　また、2012年からパナソニック株式会
社様との間でスタートしたEDI（※）連携
が軌道に乗り、2016年に19社、2024年9
月には66社との連携が実現、発注デー

タの送信、納期回答の更新処理が飛躍
的に効率化されました。いち早くEDIに
よる連携を推進したことが、電材業界の
先駆けとなり、今や全日電材連でも普及
の動きが生じています。

創業70周年の節目に

　宮地電機が創業70周年の節目を迎え
た2015年、周年行事の準備が進む中、会
長の彌典が永眠しました。社葬を執り行
い、多くの方に見送られて旅立ちました。
　まだ悲しみが癒えぬ同年8月、高知ぢば
さんセンターを会場に、これまで育ててく
ださったお客様やOBの皆様、そして社
員・ご家族に感謝の思いを込め「宮地電
機創業70周年感謝祭」を開催しました。60
社を超える仕入先の出展ブースや、抽選
会、キャラクターショーなど、大人からお
子様まで楽しんでいただけるイベントとし
ました。天候にも恵まれ、3,500人を超える
お客様にご来場いただき、大盛況のうち
に終えることができました。そしてこの感
謝祭では、本当にたくさんの方々に愛さ
れてきた70年を感じることができました。

全員参加イベントで
繋がりを強化

　2016年には3年ぶりに全員が集結し、観音
寺グランドホテルにて「Miyaji-COM2016 
～観音寺だよ 全員集合‼～」を開催しま
した。社内有志10名からなる実行委員会
が企画・運営を手がけ、「働く仲間同士の
連帯感・団結力の高まり」「自ら気づき、自
ら考え、自ら決め、自ら動く人の増加」に
加え、「実行委員会メンバーの成長の場」
「全社集会のノウハウの継承と醸成」を
テーマに、絆を深め、学び合い、成長し合
う機会となりました。

瀬戸内配送センター開設へ

　2018年6月20日、3年の歳月をかけて
準備を進めてきた瀬戸内配送センター
の起工式を執り行いました。瀬戸内配送
センターは、観音寺市大野原町に位置
し、他社を圧倒する在庫量とデリバリー
力を有する宮地電機の拠点として期待
と注目を集めました。
　建設工事は順調に進み、2019年5月7
日に電材卸売業界では四国初の自動倉
庫を有する物流センターとして稼働開
始。同時に、隣接する営業拠点として観
音寺支店がオープンしました。
　大野原町周辺は南海トラフ巨大地震
発生の際に大きな影響を受けにくいとさ
れ、この地に開設したことはBCPにおい
ても大きな意味があります。未曽有の大
災害が起こった際には、四国外からの流
通が完全にストップすることが想定され
る中、電材卸売業として四国最大の在庫
を有する瀬戸内配送センターが、四国４
県のインフラ復旧を力強く支えます。

創業者の生い立ち

　創業者・宮地恒治は、高知県土佐郡
鴨田村（現・高知市神田）の地主農家
に、父・久寿亀、母・秀の長男として
1913年9月7日に誕生しました。昭和初
期の日本経済は世界恐慌のあおりを
受け、不況のどん底にありました。1934
年4月8日、恒治20歳の時に吾川郡伊野
町の植田靜と結婚し、翌年3月20日に
長女・弘子が、1939年11月28日には次
女・雅子が誕生し、経済的な苦しみの
中で明るい希望となりました。
　恒治は家業の農業に従事するかた
わら、鴨田村青年団長や土佐郡連合
青年団長などを務め、全国青年弁論大
会に高知県代表として出場したことも
ありました。やがて1941年12月8日に
太平洋戦争が勃発、人々は苦しい時
代に突入しました。戦争が激化して食
糧不足が深刻となり、恒治は地区の実
行組合長として食糧増産運動に尽力
しました。

彌典が誕生

　1943年の戦争のさなか、３番目の子どもと
して長男・彌典が誕生しました。結婚9年目
にしてようやく男児を授かった喜びを、母
親である靜は当時の日記に「昭和18年1月
22日午後1時22分出産、女だと思っていた
のに男の子だったので、とてもうれしかっ
た。もちろん、恒治の喜びはこの上もなかっ
た。自分もこれでやっと一人前だと、肩身が
広く感じる」と記しています。
　戦時中、恒治は警防団長をはじめ、銃
後奉公会長、鴨部診療所長などを務め、
「銃後の守り」に奔走していました。ます
ます厳しさを増してきた状況下で、警防
団の任務に忙しかった恒治は、妻・靜と
ともに神田の自宅に残り、年寄りと幼い
子どもたちは香美郡の大栃へ疎開する
ことにしました。当時は敵前上陸の噂も
あり、悲壮な決意のもとに親子は別れて
暮らすことになりました。

失意から踏み出す一歩

　1945年7月4日未明、高知市は未曽有の
大空襲に見舞われ、神田の家にも焼夷弾
が落ちました。当時警防団長であった恒
治は、焼け野原と化した町々の焼死体を
鏡川河畔へ運び、後に「まさにこの世の地
獄だった」と語っています。その１ヵ月余り
後に終戦を迎え、辛い時代はようやく終わ
りましたが、お国のために全力で尽くして
きた恒治にとって、敗戦は大変なショック
だったに違いありません。
　来るべき日本の将来を予測して「もはや
農業の時代ではない」と確信した恒治は、
なんらかの事業への転換を図るべく、NEC
に勤務していた弟の宮地寿男氏と協議し、
終戦１ヵ月後の1945年9月、高知市本町３丁
目に電気工事の請負を行う宮地電機工務
店を開設。早くも事業への転換の第一歩を
踏み出したのです。焼け野原の中、復興に
向けての電気工事の依頼は多く、創業１年
で高知県一番の施工高を誇りました。

電材販売の事業を拡大

　1946年11月、法人に改組して宮地電
機株式会社とし、宮地恒治社長以下18名
でスタートしました。電気工事材料の入
手困難な時期、同業の電気工事業者か
ら材料を分けてほしいと言われるように
なり、電気工事材料の販売へと事業を拡
大。その企業理念は、「社会への寄与、業
界のトップ、従業員の幸福」と打ち立てら
れました。
　同年12月、四国電力の要請を受けた
恒治は、土佐電気工事株式会社を設立
して社長に就任、県下の送配電線路の

建設を進めました。恒治が土佐電気工事
の社長を務める間は、弟の寿男氏が宮
地電機の社長に就任しました。後に土佐
電気工事株式会社は四国他３県の電気
工事会社と合併し、現在の株式会社四電
工となりました。

食料確保のための捕鯨

　戦争が終わり、やっと平和が戻ってき
たものの、戦後の食糧不足は深刻でし
た。特に動物性たんぱく質の不足は著
しく、何とかしなければと考えた恒治
は、小型捕鯨船の許可を受けて「弥生
丸」と名付けたキャッチャー・ボートを
造り、室戸岬町椎名を母港として捕鯨を
はじめました。太平洋でゴンドウ鯨の群
を追い、銛（もり）を放ち捕獲する雄姿は、
当時の高知新聞正月特集号のトップを
飾りました。

戦後復興を担う電気工事

　復興が進む1951年、事業拡大のため
大阪市に仕入れ拠点となる大阪出張所
を開設し、仕入れ価格の低減、納期の迅
速化が図られました。
　1953年に高知市本町の本社社屋を新
築するも、翌年に隣家からの出火により
全焼。社員の迅速な行動により、売掛伝
票は１枚も焼失することなく持ち出すこと
ができ、請求・回収の業務を滞りなく行う
ことができました。3日後には仮店舗で
営業を始め、2ヵ月後には新社屋の建築
が始まりました。
　当時は電気工事業を主体としており、県
外の工事にも進出しました。当社工事部の
仕事はクオリティの高さに定評があり、
NHK高知放送会館、同徳島放送会館、丸
亀市民会館など四国４県において、多くの
施設を施主様より直接契約で受注しまし
た。四電工様・きんでん様などがライバル
であり、激しい火花を散らしていました。

宮地電機の礎となる出会い

　恒治と松下幸之助氏との出会いもこの
頃で、松下電工株式会社様（現パナソ
ニック株式会社）との取引が次第に深
まってゆきました。また、恒治は高知県出
身の三菱財閥の創始者・岩崎彌太郎氏を
尊敬し続け、上京すると必ず墓前に土佐
の花を献げました。故人になられた三菱
電機株式会社の進藤貞和社長（高知県出
身）にも大変なお引き立てをいただき、幅
広い三菱電機様の製品は四国の市場で
重要な位置づけになってゆきました。
　1966年には、大学を卒業したばかりの
彌典を伴ってアメリカに出張し、全米に
104の営業拠点を持つグレーバー社の多
店舗経営を視察しました。その事業展開
にヒントを得て、帰国後は四国4県への多
店舗政策を開始。大阪市、松山市、徳島
市、高松市に続き、中村市（現・四万十
市）、新居浜市、大洲市、丸亀市、宇和島
市と相次いで営業拠点を開設しました。

照明のエキスパート集団へ

　大学で照明を学んだ彌典の入社を機
に、宮地電機は照明事業へ本格的に乗
り出しました。彌典は1967年に照明事業
部を開設して高知市本町の本店内に照
明コーナーを作り、1970年には株式会社
宮地照明を設立し、社長に就任しまし
た。社員とともにヨーロッパの照明業界
の視察を重ね、照明のエキスパート集団
として伸びてゆきました。その後、1971年
に宮地照明松山支店、1976年に同高松
支店もオープンし、照明器具の販売から
「あかりの提案」へと仕事の幅を広げて
ゆきました。

電材販売の拡大、
工事部門の廃止

　高松市に仕入先の営業拠点整備が進
んだことを受け、当社も営業本部、商品
部を高松市に配置した結果、大阪での
仕入業務は僅少となり、1978年に大阪支
店を閉鎖しました。
　1977年､恒治は将来交通アクセスの良
好な場所と予見して高知市南御座に
1,842坪の用地を購入し、本社部門、高知
支店の社屋を建設しました。広大な面積
を活用した商品管理が可能となり、生産
性の向上に大きく貢献しました。
　一方、電材販売が伸長するにつれ、販
売先である電気工事店と電気工事の受
注競合が問題となりました。1979年に約3
億3,000万円で単独受注し竣工させた高
知県民文化ホールを最後に、優秀な施工
技術を誇り創業の礎であった工事部門を
廃部しました。

情報化、効率化で社内を統率
　
　さらなる事業拡大を目指して今治市、
川之江市（現・四国中央市）にも営業拠点
を置き、四国を網羅する体制を整えまし
た。社員数200人超の企業に成長し、制度
やシステムの整備が急務となりました。
　1983年、恒治が70歳の誕生日を迎え、
「自分が元気なうちに事業継承をした
い」という考えから社長職を退いて会長
となり、40歳の彌典が社長に就任しまし
た。急成長を続ける会社の中で、社員が
情報を共有し同じ方向に進むために、彌
典は社内報「COMMON」の発刊を手が
けました。
　1984年、社内業務効率化を目指す
「Miyaji VAN 3ヵ年計画」が発表され、

全事業所をつなぐコンピュータシステ
ムが導入されました。それまで手書きで
発行していた売上・納品伝票や請求書
の作成、受注・発注業務などがシステム
化され、得意先に関する情報も一元化し
て集約できるようになり、作業効率が飛
躍的に向上しました。
　同年、「’84高知黒潮博覧会」が開催さ
れ、宮地照明が「Miyajiレーザー館」を出
展。高い技術力と新たな照明の可能性を
示しました。

お客様に役立つMiyajiへ

　「どうせ買うなら宮地電機から」と思っ
ていただけるよう、サンサンキャンペーン
やベスト10コンテスト、図面お預かりキャ
ンペーンなどさまざまな販売企画を行
い、お客様に喜んでいただける要素を増
やしました。創業40周年を迎えた1985年
には、「つくば科学万博と東京ディズニー
ランドの旅」を企画し、300名のお客様を
ご案内しました。
　お客様の手元にあふれるカタログの情
報を集約した「グッドライト280」や
「NETWORK」を発刊するほか、残長表示
のついた引込ケーブルをオリジナルで商
品化し、お客様にとって「役立つMiyaji」と
なる姿勢を明確にしてゆきました。
　さらに、当社の社員とお客様が一緒に最
新商品・技術について学ぶ「ミヤジ・エンジ
ニアリングツアー」「エンジニアリング・ス
クール」を開催し、時流を掴み一歩先ゆく
エンジニアの育成にも力を注ぎました。

伸びゆく人を育てる教育

　社員教育にも力を入れ、アメリカや
ヨーロッパなどへの海外視察やプレゼン
テーション力を磨く中堅社員のための研
修などを行い、1985年には全社員が集う
「ジョイフル・ミヤジ85」を開催。宮地電機
グループの結束を固め、お互いに切磋琢
磨しあって伸びゆく機会となりました。そ
の後も全社員が集う研修は、「パワフル
Miyaji」「京都会議」と名前を変えながら
1991年まで続きました。

勝つための
「5ヵ年経営計画」

　1980年代後半は、宮地電機グループ
変革の大きな流れがやってきました。
　1988年4月に、宮地照明の20周年を記
念して、高知支店ショールームの大規模
なリニューアルを行い、ひかりを体験す
るショップとして生まれ変わりました。高
知市神田にはこれからのIT時代に対応
するためのオートメ開発部インテリジェ
ントオフィスが誕生しました。
　1989年には彌典を中心とする幹部ら
で練り上げた「5ヵ年経営計画」が発表さ
れ、社員群制度、4週7休制、誕生日休暇
制度など、社員の成長と幸福のためにさ
まざまな新しい人事制度が導入されまし
た。社員のサークル活動への援助や、ビ
デオライブラリーの設置、通信教育制度
のスタートもこの頃です。新入社員職能
別研修など、人財育成の面でも充実を図
りました。

「ラ・ヴィータ」誕生、
新事業への参入

　時代がめまぐるしく変化し、会社の
発展のために新たな事業の展開が求
められる中、宮地照明高知支店の建物
老朽化に伴い、新しい商業ビルの建設
準備がスタートしました。社内外のメ
ンバーで構成する本町ビル建設委員
会が中心となって検討を重ね、当時大
学4年生だった貴嗣も参画しました。そ
の後、大手デベロッパーに就職してい
た貴嗣が帰高し、1993年3月に生活文

化事業部の副事業部長として入社し
ました。
　構想から３年、1993年5月にレストラン、
グッズショップ、アートギャラリー、インテ
リアショップ、バンケットホールを備えた
複合商業施設「ラ･ヴィータ（LaVita）」が
オープンし、華やかで夢のあるラ･ヴィー
タは、高知の街に希望を与えました。
　ラ･ヴィータ開店の前年に、創業者の恒
治が79歳で永眠しました。完成を目前に、
さぞ無念な気持ちで一杯だったと思われ
ます。社葬では多くのお客様や仕入先様
にご会葬いただきました。

流通業から創造業へ

　1993年10月に発表された「第5次5ヵ
年経営計画」では、「流通業から創造業
へ」という大きな指針が示され、新聞等
でも新事業への挑戦や福利厚生面の充
実など、先進的かつアグレッシブな取り
組みが注目を集めました。
　電材事業ではファンを増やす取り組
みが活発化するとともに、1991年には、高
知市南御座に空調・音響・HA・電話・TV
共聴設備に特化した技術センターを開
設し、時代の技術革新と技術者不足に応
えました。
　また、「良品を安く即納で」をコンセプ
トに、照明器具「ももlight」、換気扇「もも
ファン」が開発され、製造・輸送コストを
削減し、商品在庫を効率よく共有するた
めにみやじ便の運行も開始しました。高
松・松山にはロープライスの「ミヤジ・ラ
イトショップ」をオープンし、一般ユー
ザーに照明専門店として身近に感じて
いただける存在となりました。

次の50年へ向けて

　1995年から電材事業部の営業体制は
大きく変わり、県別に営業部長を置く地
域別営業部体制へと移行しました。当
時、四国のマーケットシェアは約25％で、
マーチャンダイジンググループ、開発営
業グループ、地域担当グループが連携
し、さらなるシェア拡大を目指しました。
　1997年、宮地電機は創業50周年を迎
え、社章を一新。記念行事「HEAT UP 
MIYAJI 97」を開催し、社員の結束を深
めるとともに、「最強の商人になろう」とい
う目標を掲げて次の時代への一歩を踏
み出しました。社員一人ひとりの成果と
やる気が個人の所得増につながる成果
主義人事制度が導入され、社内間でのよ
り円滑なコミュニケーションと密なる情
報共有、ペーパーレス化を目的として、
情報ネットワーク「M-Net」がスタート。そ
の後、「M-Link」へと進化し、今日も会社
の重要なコミュニケーションツールとし
て活用されています。

オリジナルのあかり

　1999年10月に「ラ･ヴィータ高松店」、
2006年5月に「ラ･ヴィータ松山店」が開店
し、住宅デザイン営業部として照明・カー
テン・エアコンを積極的に施主販売する
体制となり、2003年には照明器具の開発・
製造・販売を目的とした100％出資子会社
「ラ･ヴィータ株式会社」を設立しました。
彌典が唱え続けた「昼は昼らしく、夜は夜
らしく」を実現するオリジナルの照明器具、
住まいの照明「ECOGLASS」を開発し、イ
ンターネットでの販売も含め、全社を挙げ
て販売に注力しました。
　さらに、次世代の光源としてLEDに着
目し、2005年に「Miyaji LED yearプロ
ジェクト委員会」を発足させ、製品開発・
活用方法・販売手法の3分野にて研究を
進めました。その成果により、2007年に

シャープでコンパクトなLED照明
「Multi Cube」、停電でも2晩点灯する
「LED防災ライト“ぐらっパ！”」を相次い
で発売。高知市南御座にPSE認定の研
究工場を建設しました。また、2009年に
は夢のLED照明「kiraring」を発表し、
他に先駆けた技術開発は、大きな注目
を集めました。

施主への提案営業に注力

　建築需要の減退に伴い市場は縮小の
一途をたどる中、2003年に彌典は「大胆
な価値観の変換が必要」との考えを示
しました。それを受けて2004年に経営改
善委員会、2005年には経営構造改革委
員会が発足し、創業60周年の節目にあ
たり次の30年を展望する「第三創業・
Next30」を発表しました。「お客様は施
主」をスローガンに、慎重かつ大胆に改
革を推し進める新組織体制と営業方針
が提示されました。新規工事の受注だ

けでなく、リニューアル、リフォーム、メ
ンテナンスにも市場を拡大し、2006年に
は高知市神田に先進的な住宅設備を体
験できる「住まいの実験室 L iv ing 
Labo」をオープン。リフォーム事業にも
進出しました。

サービス、システムの充実

　物流改革も推し進め、約1年の準備期間
を経て、2008年3月には「みやじ配送セン
ター」が高知市南御座で稼働。物流コスト
を低減し、週6日の配送でお客様の利便
性を向上させる物流体制が整いました。
　同年6月には「みやじ見積センター」が
稼働し、専任スタッフによる精度の高い
見積書をスピーディーに作成することが
できるようになりました。
　さらに、お客様が24時間365日、いつ
でもどこでも在庫確認や注文ができる得
意先様発注サイト「電材ネット」を開設
し、夕刻までの注文は翌日にお届けする
サービスをスタート。現在も多くのお客
様に活用していただいています。
　社内では、女性がキャリアを積んで長
く働けるよう、仕事と子育てを両立する
支援制度を充実させ、セクシュアルハ
ラスメント防止規程を制定するなど、女
性が働きやすい環境を実現しました。こ
のような取り組みが評価され、2009年に
は「にっけい子育て支援大賞」を受賞し
ました。
　2009年2月4日、Miyaji経営計画発表
会2009「We Can Change」が開催され、
全社員で新しい経営計画の実践を誓いま
した。その4ヵ月後、6月12日に貴嗣が社長
に就任し、これからの宮地電機を導く新社
長の言葉として「私たちの信条」を発表し、
新しい経営指針としました。

宮地電機ヒストリー

2011年から2014年まで開催したMiyaji LEDsフェア

宮地電機は、
電気代1/2
を目指す
会社です！

電気消費量を半分にすると、
CO2排出量も半分。
地球にやさしく、財布にやさしく
とてもいい感じ！

2010年～
2019年
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コロナ禍を経て

　瀬戸内配送センターが稼働し、宮地電
機が新体制で動き出してからわずか8ヵ
月後の2020年1月、日本で初めて新型コ
ロナウイルス感染者が確認されました。

　その後、感染は急速に拡大し、世界的
なパンデミックに発展。未知のウイルス
は多数の死者を出し、世界中を不安に陥
れました。開催直前だった東京オリンピッ
ク2020は1年延期となり、人々の生活は一
変。世界経済は停滞し、当社の事業見通
しにも一時的な影を落としました。
　一方、コロナ禍で人との接触が制限さ
れる中、在宅勤務が推奨され、リモート
ワークが急速に普及。社内でもリモート
会議やオンライン打ち合わせが定着し、
業務効率化が進む一面もありました。
　コロナ禍において一番影響を受けた
のは、レストランやパーティー・ウエディ
ングなどの飲食業を生業とする生活文
化営業部でした。
　業界全体が大きな変革を迫られる中、

2021年には事業を集中し、組織のスリム
化を図る改革を断行。取締役を中心とし
た全社的な支援のもと、新たなスタート
を切りました。
　高知のおきゃく文化の象徴である人
の集いが制限されるなか、ラ・ヴィータ御
膳やカレー、ピザなどのテイクアウトや
ギフト商品を充実させて販路を増やし、

ウエディングやパーティーでは、お客様
とスタッフ双方の体調確認や飛沫防止
対策を徹底し、安心して過ごせる環境づ
くりを徹底しました。
　そして2023年5月、新型コロナの感染
症法上の分類が第五類に移行。高知の
おきゃく文化は往時の活気を取り戻し、
生活文化営業部も右肩上がりの業績を
残せています。

社長動画“ミヤカレ”配信

　2021年2月、社内コミュニケーションの
強化と、全社に会社の考えや方針を伝え
ることを目的に貴嗣社長による動画メッ
セージ「ミヤカレ」の配信がスタートしまし
た。毎月1回以上の定期配信が行われ、働
く意義や組織づくりに関する内容が社長自
らの声で社内に発信されました。

健康経営優良法人に認定

　さまざまな業
務効率化策を
打ち出し、業務
時間の短縮と
精度アップ、働
きやすく働き
がいの持てる
職場づくりを目
指して業務改
革を進めてきた宮地電機は、働く人の心
と体を守る取り組みが認められ、2021年3
月に「健康経営優良法人2021」（中小規模
法人部門）に認定されました。
　以来、5年連続で認定を受け、「働く人
の幸せを大切にする」「子どもや家族にも
勤めてほしい会社にする」と、Miyajism
で示されている当社の取り組みが評価
されています。

チームで働くIT環境を進化

　情報共有と情報資源の活用、デジタルコ
ミュニケーションが当たり前の時代。2022
年12月、いつでもどこでも安全かつ快適に

必要な情報にアクセスでき、チームで効率
よく働くことができるIT環境をより進化させ
るためMicrosoft365を導入しました。仕事
の効率化と、チームのタイムパフォーマン
スを高めるツールであり、これからますます
の活用が期待されます。

業務改革担当室が
改善を後押し

　業務効率を高め、属人的な作業を標準
化するため、近年さまざまな業種・業界で
RPA（※）の導入が進んでいます。宮地電
機でも2021年にシステムを導入し、見積
業務をはじめ電子帳簿保存法への対応
など、多くの業務を自動化しました。
　2023年3月には、販売の最前線である
営業活動の効率化を目的に「業務改革
担当室」を発足。現状の業務フローを可
視化し、作業工程の簡素化やデジタル
化を推進することで、時間短縮と精度向
上を目指しています。
　見積業務ではRPAやOCR（※）を活用
した図面の自動振り分け、見積依頼メー
ルの自動送信、メーカー見積書のデジタ
ル変換、オープンシステムへの自動登録
など、各種システム化を実現しました。ま
た、LED照明や空調機器など、複数の製品
で構成される商品の登録を、組み合わせ
品番としてマスタ登録できるようにするこ
とで、面倒な登録作業を削減することがで
き、将来的にも大きな市場を生むリニュー
アル活動への後押しになるとして期待さ
れています。
　さらには、電話応対の時間短縮につなげ
るTeamsの活用推進、発注業務や日次・月
次の締めなど各事業所で同じ時間帯に行っ
ている業務の集約なども進行しています。
　多くを気付き、改善にトライし、PDCA
を回しながら、全社の業務効率化と生産
性の向上に貢献し、さらには待遇向上に
もつながるよう邁進しています。

Miyaji-COM2016 ～観音寺だよ 全員集合‼～

第1回サンクスキャンペーン（神戸市）

宮地電機 創業70周年感謝祭

瀬戸内配送センター 地鎮祭

タスク・アンビエント照明

※EDIとは…企業間の取引情報を電子的にやりとりする仕組み

ビジネスウェア規程の改定

　2023年3月21日、ビジネスウェア規程
が17年ぶりに改定されました。新たな規
程では「企業人としての良識に委ねる」と
いう考え方を基本とし、名称も「企業人と
して良識のある服装の基準規程」へ変更
されました。現場の実情に応じた柔軟な
運用を可能にするため、営業部や室単位
で細則を定められる仕組みも導入されま
した。社名入りポロシャツやスニーカー
の着用も認められ、実用性と多様性を両
立した内容となっています。改定にあ
たっては社内ワーキンググループによる
提案をもとに取締役会で決定されました。

土曜半日営業の導入と
「働き方改革」

　電気工事店の業態に合わせて土曜日も
終日営業としていた当社は、2023年4月か
ら土曜日の半日営業をスタートしました。
交代制で出勤し、午後を半日有給休暇取
得推奨日としました。これにより、仕事と
私生活の両立がしやすくなり、心身のリ
フレッシュや家族との時間の確保、自己
啓発の機会が増えるなど、より充実した
生活を送ることが可能になりました。
　また、2025年度は年間休日を120日以
上、2026年度からは週休2日制への移行を
決定しました。働く人の満足度や生産性の
向上、定着率の向上といったポジティブな
効果も期待されており、ワークライフバラン
スの向上につながる改革となりました。

男性育休スタート
　
　2024年の日本の出生率は9年連続で減
少し、働き手の確保はますます困難となる
人口オーナス期（※）に入り、企業は働く人
が長く働き続けられる環境づくりが重要と
なっています。これから子育てを始める若
年層の多くが希望する「男性育休」の実現
に向けて、2024年10月から四国4県で「男
性育休共有会」を実施し、男性育休取得へ
の理解と推進の意識醸成を行いました。
2025年には、育休取得中の経済的な不安
を解消するための貸付金制度も用意され、
フォローアップ体制の充実とともに、男性
育休取得が現実となりました。

　このように宮地電機は、働き方改革を
一過性の取り組みとして捉えるのではな
く、時代の変化や多様な価値観に柔軟に
対応しながら、継続的に改善を図ってき
ました。こうした活動や職場の協力もあ
り、2024年度までの男性の育児休暇取得
率は0％でしたが、2025年9月時点では
66.6％になりました。

9年ぶりの全社集会
「Miyaji-COM 2025」開催

　「働く人同士の理解を深めるため、宮
地電機で働く仲間を知る場として、全社
集会を開催したいです。」
　9年ぶりに開催された全社集会は、ある
20代社員のこの言葉から始まりました。そ
して上司の後押しを受けながら文字化さ
れ、2024年末の取締役会を動かしました。
「失敗を恐れず、挑戦する」この言葉を具
現化した行動であり、これからの宮地電
機に欠かせないマインドです。
　2025年に入り、社内有志9名による実
行委員会が結成され、業務の合間を縫っ
て綿密な準備が進められました。
　そして10月24日、高知市の城西館にて
「Miyaji-COM 2025 ～つながる！ひろ
がる！宮地万博！～」が開催されました。
イベントは、宮地電機の新キャラクター
をデザインするグループワークに始ま
り、貴嗣社長の講話、懇親会と続きまし
た。限られた時間の中で相互理解が深ま
り、見事に本来の目的を達成した全社集
会となりました。



「新・経営理念」の策定

　創業80周年を迎えるにあたり、2025年
7月、貴嗣社長から「経営理念を時代の
変化に合わせて見直す」という指針が示
され、社長率いるプロジェクトチームに
よる熱い議論が重ねられました。その中
で、貴嗣社長が常日頃から語っている次
の言葉に焦点が当てられました。

　「プロは、他の人にできないことをして
感動をプレゼントするからお金をもらえ
ます。相手の期待を上回るプロの集団を
目指しましょう。」
　この言葉をもとに、新しいスローガ
ンとして“期待を超える感動を” が決
定しました。ロゴマークには、四国を照
らす意味を込めた電球が灯り、宮地電
機らしさを表現しています。発表は 

Miyaji-COM 2025の場で、直接伝え
られました。

省エネ推進で社会貢献

　環境保護の観点からCO₂の削減に
尽力してきた当社は、「宮地電機は電
気代1/2を目指す会社です！」をスロー
ガンに、LED照明や空調分野での省エ
ネルギー機器の提案活動に注力して
きました。中でも、LED照明への更新に
よって削減できるCO₂の排出権を売却
し、得られた収益から地域の図書館へ
関連図書を寄贈する「LEDでECOにな

る会」を設立し、地域貢献にも努めてき
ました。
　2011年3月11日、東日本大震災が発生
し、日本各地で節電に対する取り組みが
行われる中、同年6月、照明メーカーの最
新LEDを集めた「Miyaji LEDsフェア」
を四国4県で開催。「LEDが節電の
ファーストステップ」をテーマに、当時は
まだ普及し始めだったLEDを使った器
具や節電への有効性を存分に知ってい
たいただく機会としました。
　その後は「安くてカンタン♪LED」
「LEDで貯金」とテーマを変え、4年間に
わたり開催。キャッチコピーの通り、LED
導入によって削減された電気代で購入
費用をまかない、さらには貯金にもつな
がるという提案も行い、LED化の有効性
を実感いただくことができました。

再生可能エネルギーの創出

　2011年６月には松山支店をリニュー
アル。照明には、省エネ効果が高いタス
ク・アンビエント照明を導入し、その効
果を実証しました。さらに同社屋にはお
客様引き取り型の店舗「電材デポ」を
オープン。従来の店舗より、在庫のアイ
テム数を約2倍に増やし、「宮地電機に
行けば何でも揃う」というコンセプトの
もと、ファンの拡大を進めました。
　原発事故以来、原子力発電に代わる
エネルギーの確保が必要となり、太陽光
発電にも期待が寄せられるようになりま
した。当社でも太陽光発電の普及・活用

支援を全力で進めるべく、省エネルギー
担当室が牽引し、土地の調査、設計、関
係各所への申請、施工、運営管理の事業
に積極的に取り組みました。宮地電機グ
ループ保有の太陽光発電システムとし
ては、2013年南予営業所に第１号のソー
ラー発電所が稼働。続いて高知支店、徳
島市の東沖洲、鳴門北灘、2019年の瀬戸
内配送センター、2021年の西讃営業所、
2023年の徳島支店、淡路島と順次稼働
し、発電をしています。

お客様との絆を大切に

　2011年11月にはMiyajiサンクスキャ
ンペーンがスタートしました。この企画
は1984年から1992年にわたり開催され
たMiyajiベスト10会を復活させたキャ
ンペーン企画であり、当社の主要なお客
様を旅行にお招きし、日頃の感謝の意を
表すとともに親睦を深めることを目的と
しています。第１回は神戸市に約40名の
お客様をご招待し、その後も日本各地を
巡り、今でも続く毎年の恒例行事となっ
ています。心を込めたおもてなしは、参
加されたお客様から毎回ご好評をいた
だいております。

オフコンから
オープンシステムへ

　2014年、約30年にわたってさまざまな
業務処理に活用してきたオフコンから、
ネットワークやパソコンとの親和性の高
いオープンシステムへ移行しました。閉
ざされた環境であるオフコンに対して、
インターネットを介して仕入先のシステ
ムとの連携も可能になり、情報化社会に
対応するシステム基盤が整いました。
　また、2012年からパナソニック株式会
社様との間でスタートしたEDI（※）連携
が軌道に乗り、2016年に19社、2024年9
月には66社との連携が実現、発注デー

タの送信、納期回答の更新処理が飛躍
的に効率化されました。いち早くEDIに
よる連携を推進したことが、電材業界の
先駆けとなり、今や全日電材連でも普及
の動きが生じています。

創業70周年の節目に

　宮地電機が創業70周年の節目を迎え
た2015年、周年行事の準備が進む中、会
長の彌典が永眠しました。社葬を執り行
い、多くの方に見送られて旅立ちました。
　まだ悲しみが癒えぬ同年8月、高知ぢば
さんセンターを会場に、これまで育ててく
ださったお客様やOBの皆様、そして社
員・ご家族に感謝の思いを込め「宮地電
機創業70周年感謝祭」を開催しました。60
社を超える仕入先の出展ブースや、抽選
会、キャラクターショーなど、大人からお
子様まで楽しんでいただけるイベントとし
ました。天候にも恵まれ、3,500人を超える
お客様にご来場いただき、大盛況のうち
に終えることができました。そしてこの感
謝祭では、本当にたくさんの方々に愛さ
れてきた70年を感じることができました。

全員参加イベントで
繋がりを強化

　2016年には3年ぶりに全員が集結し、観音
寺グランドホテルにて「Miyaji-COM2016 
～観音寺だよ 全員集合‼～」を開催しま
した。社内有志10名からなる実行委員会
が企画・運営を手がけ、「働く仲間同士の
連帯感・団結力の高まり」「自ら気づき、自
ら考え、自ら決め、自ら動く人の増加」に
加え、「実行委員会メンバーの成長の場」
「全社集会のノウハウの継承と醸成」を
テーマに、絆を深め、学び合い、成長し合
う機会となりました。

瀬戸内配送センター開設へ

　2018年6月20日、3年の歳月をかけて
準備を進めてきた瀬戸内配送センター
の起工式を執り行いました。瀬戸内配送
センターは、観音寺市大野原町に位置
し、他社を圧倒する在庫量とデリバリー
力を有する宮地電機の拠点として期待
と注目を集めました。
　建設工事は順調に進み、2019年5月7
日に電材卸売業界では四国初の自動倉
庫を有する物流センターとして稼働開
始。同時に、隣接する営業拠点として観
音寺支店がオープンしました。
　大野原町周辺は南海トラフ巨大地震
発生の際に大きな影響を受けにくいとさ
れ、この地に開設したことはBCPにおい
ても大きな意味があります。未曽有の大
災害が起こった際には、四国外からの流
通が完全にストップすることが想定され
る中、電材卸売業として四国最大の在庫
を有する瀬戸内配送センターが、四国４
県のインフラ復旧を力強く支えます。

創業者の生い立ち

　創業者・宮地恒治は、高知県土佐郡
鴨田村（現・高知市神田）の地主農家
に、父・久寿亀、母・秀の長男として
1913年9月7日に誕生しました。昭和初
期の日本経済は世界恐慌のあおりを
受け、不況のどん底にありました。1934
年4月8日、恒治20歳の時に吾川郡伊野
町の植田靜と結婚し、翌年3月20日に
長女・弘子が、1939年11月28日には次
女・雅子が誕生し、経済的な苦しみの
中で明るい希望となりました。
　恒治は家業の農業に従事するかた
わら、鴨田村青年団長や土佐郡連合
青年団長などを務め、全国青年弁論大
会に高知県代表として出場したことも
ありました。やがて1941年12月8日に
太平洋戦争が勃発、人々は苦しい時
代に突入しました。戦争が激化して食
糧不足が深刻となり、恒治は地区の実
行組合長として食糧増産運動に尽力
しました。

彌典が誕生

　1943年の戦争のさなか、３番目の子どもと
して長男・彌典が誕生しました。結婚9年目
にしてようやく男児を授かった喜びを、母
親である靜は当時の日記に「昭和18年1月
22日午後1時22分出産、女だと思っていた
のに男の子だったので、とてもうれしかっ
た。もちろん、恒治の喜びはこの上もなかっ
た。自分もこれでやっと一人前だと、肩身が
広く感じる」と記しています。
　戦時中、恒治は警防団長をはじめ、銃
後奉公会長、鴨部診療所長などを務め、
「銃後の守り」に奔走していました。ます
ます厳しさを増してきた状況下で、警防
団の任務に忙しかった恒治は、妻・靜と
ともに神田の自宅に残り、年寄りと幼い
子どもたちは香美郡の大栃へ疎開する
ことにしました。当時は敵前上陸の噂も
あり、悲壮な決意のもとに親子は別れて
暮らすことになりました。

失意から踏み出す一歩

　1945年7月4日未明、高知市は未曽有の
大空襲に見舞われ、神田の家にも焼夷弾
が落ちました。当時警防団長であった恒
治は、焼け野原と化した町々の焼死体を
鏡川河畔へ運び、後に「まさにこの世の地
獄だった」と語っています。その１ヵ月余り
後に終戦を迎え、辛い時代はようやく終わ
りましたが、お国のために全力で尽くして
きた恒治にとって、敗戦は大変なショック
だったに違いありません。
　来るべき日本の将来を予測して「もはや
農業の時代ではない」と確信した恒治は、
なんらかの事業への転換を図るべく、NEC
に勤務していた弟の宮地寿男氏と協議し、
終戦１ヵ月後の1945年9月、高知市本町３丁
目に電気工事の請負を行う宮地電機工務
店を開設。早くも事業への転換の第一歩を
踏み出したのです。焼け野原の中、復興に
向けての電気工事の依頼は多く、創業１年
で高知県一番の施工高を誇りました。

電材販売の事業を拡大

　1946年11月、法人に改組して宮地電
機株式会社とし、宮地恒治社長以下18名
でスタートしました。電気工事材料の入
手困難な時期、同業の電気工事業者か
ら材料を分けてほしいと言われるように
なり、電気工事材料の販売へと事業を拡
大。その企業理念は、「社会への寄与、業
界のトップ、従業員の幸福」と打ち立てら
れました。
　同年12月、四国電力の要請を受けた
恒治は、土佐電気工事株式会社を設立
して社長に就任、県下の送配電線路の

建設を進めました。恒治が土佐電気工事
の社長を務める間は、弟の寿男氏が宮
地電機の社長に就任しました。後に土佐
電気工事株式会社は四国他３県の電気
工事会社と合併し、現在の株式会社四電
工となりました。

食料確保のための捕鯨

　戦争が終わり、やっと平和が戻ってき
たものの、戦後の食糧不足は深刻でし
た。特に動物性たんぱく質の不足は著
しく、何とかしなければと考えた恒治
は、小型捕鯨船の許可を受けて「弥生
丸」と名付けたキャッチャー・ボートを
造り、室戸岬町椎名を母港として捕鯨を
はじめました。太平洋でゴンドウ鯨の群
を追い、銛（もり）を放ち捕獲する雄姿は、
当時の高知新聞正月特集号のトップを
飾りました。

戦後復興を担う電気工事

　復興が進む1951年、事業拡大のため
大阪市に仕入れ拠点となる大阪出張所
を開設し、仕入れ価格の低減、納期の迅
速化が図られました。
　1953年に高知市本町の本社社屋を新
築するも、翌年に隣家からの出火により
全焼。社員の迅速な行動により、売掛伝
票は１枚も焼失することなく持ち出すこと
ができ、請求・回収の業務を滞りなく行う
ことができました。3日後には仮店舗で
営業を始め、2ヵ月後には新社屋の建築
が始まりました。
　当時は電気工事業を主体としており、県
外の工事にも進出しました。当社工事部の
仕事はクオリティの高さに定評があり、
NHK高知放送会館、同徳島放送会館、丸
亀市民会館など四国４県において、多くの
施設を施主様より直接契約で受注しまし
た。四電工様・きんでん様などがライバル
であり、激しい火花を散らしていました。

宮地電機の礎となる出会い

　恒治と松下幸之助氏との出会いもこの
頃で、松下電工株式会社様（現パナソ
ニック株式会社）との取引が次第に深
まってゆきました。また、恒治は高知県出
身の三菱財閥の創始者・岩崎彌太郎氏を
尊敬し続け、上京すると必ず墓前に土佐
の花を献げました。故人になられた三菱
電機株式会社の進藤貞和社長（高知県出
身）にも大変なお引き立てをいただき、幅
広い三菱電機様の製品は四国の市場で
重要な位置づけになってゆきました。
　1966年には、大学を卒業したばかりの
彌典を伴ってアメリカに出張し、全米に
104の営業拠点を持つグレーバー社の多
店舗経営を視察しました。その事業展開
にヒントを得て、帰国後は四国4県への多
店舗政策を開始。大阪市、松山市、徳島
市、高松市に続き、中村市（現・四万十
市）、新居浜市、大洲市、丸亀市、宇和島
市と相次いで営業拠点を開設しました。

照明のエキスパート集団へ

　大学で照明を学んだ彌典の入社を機
に、宮地電機は照明事業へ本格的に乗
り出しました。彌典は1967年に照明事業
部を開設して高知市本町の本店内に照
明コーナーを作り、1970年には株式会社
宮地照明を設立し、社長に就任しまし
た。社員とともにヨーロッパの照明業界
の視察を重ね、照明のエキスパート集団
として伸びてゆきました。その後、1971年
に宮地照明松山支店、1976年に同高松
支店もオープンし、照明器具の販売から
「あかりの提案」へと仕事の幅を広げて
ゆきました。

電材販売の拡大、
工事部門の廃止

　高松市に仕入先の営業拠点整備が進
んだことを受け、当社も営業本部、商品
部を高松市に配置した結果、大阪での
仕入業務は僅少となり、1978年に大阪支
店を閉鎖しました。
　1977年､恒治は将来交通アクセスの良
好な場所と予見して高知市南御座に
1,842坪の用地を購入し、本社部門、高知
支店の社屋を建設しました。広大な面積
を活用した商品管理が可能となり、生産
性の向上に大きく貢献しました。
　一方、電材販売が伸長するにつれ、販
売先である電気工事店と電気工事の受
注競合が問題となりました。1979年に約3
億3,000万円で単独受注し竣工させた高
知県民文化ホールを最後に、優秀な施工
技術を誇り創業の礎であった工事部門を
廃部しました。

情報化、効率化で社内を統率
　
　さらなる事業拡大を目指して今治市、
川之江市（現・四国中央市）にも営業拠点
を置き、四国を網羅する体制を整えまし
た。社員数200人超の企業に成長し、制度
やシステムの整備が急務となりました。
　1983年、恒治が70歳の誕生日を迎え、
「自分が元気なうちに事業継承をした
い」という考えから社長職を退いて会長
となり、40歳の彌典が社長に就任しまし
た。急成長を続ける会社の中で、社員が
情報を共有し同じ方向に進むために、彌
典は社内報「COMMON」の発刊を手が
けました。
　1984年、社内業務効率化を目指す
「Miyaji VAN 3ヵ年計画」が発表され、

全事業所をつなぐコンピュータシステ
ムが導入されました。それまで手書きで
発行していた売上・納品伝票や請求書
の作成、受注・発注業務などがシステム
化され、得意先に関する情報も一元化し
て集約できるようになり、作業効率が飛
躍的に向上しました。
　同年、「’84高知黒潮博覧会」が開催さ
れ、宮地照明が「Miyajiレーザー館」を出
展。高い技術力と新たな照明の可能性を
示しました。

お客様に役立つMiyajiへ

　「どうせ買うなら宮地電機から」と思っ
ていただけるよう、サンサンキャンペーン
やベスト10コンテスト、図面お預かりキャ
ンペーンなどさまざまな販売企画を行
い、お客様に喜んでいただける要素を増
やしました。創業40周年を迎えた1985年
には、「つくば科学万博と東京ディズニー
ランドの旅」を企画し、300名のお客様を
ご案内しました。
　お客様の手元にあふれるカタログの情
報を集約した「グッドライト280」や
「NETWORK」を発刊するほか、残長表示
のついた引込ケーブルをオリジナルで商
品化し、お客様にとって「役立つMiyaji」と
なる姿勢を明確にしてゆきました。
　さらに、当社の社員とお客様が一緒に最
新商品・技術について学ぶ「ミヤジ・エンジ
ニアリングツアー」「エンジニアリング・ス
クール」を開催し、時流を掴み一歩先ゆく
エンジニアの育成にも力を注ぎました。

伸びゆく人を育てる教育

　社員教育にも力を入れ、アメリカや
ヨーロッパなどへの海外視察やプレゼン
テーション力を磨く中堅社員のための研
修などを行い、1985年には全社員が集う
「ジョイフル・ミヤジ85」を開催。宮地電機
グループの結束を固め、お互いに切磋琢
磨しあって伸びゆく機会となりました。そ
の後も全社員が集う研修は、「パワフル
Miyaji」「京都会議」と名前を変えながら
1991年まで続きました。

勝つための
「5ヵ年経営計画」

　1980年代後半は、宮地電機グループ
変革の大きな流れがやってきました。
　1988年4月に、宮地照明の20周年を記
念して、高知支店ショールームの大規模
なリニューアルを行い、ひかりを体験す
るショップとして生まれ変わりました。高
知市神田にはこれからのIT時代に対応
するためのオートメ開発部インテリジェ
ントオフィスが誕生しました。
　1989年には彌典を中心とする幹部ら
で練り上げた「5ヵ年経営計画」が発表さ
れ、社員群制度、4週7休制、誕生日休暇
制度など、社員の成長と幸福のためにさ
まざまな新しい人事制度が導入されまし
た。社員のサークル活動への援助や、ビ
デオライブラリーの設置、通信教育制度
のスタートもこの頃です。新入社員職能
別研修など、人財育成の面でも充実を図
りました。

「ラ・ヴィータ」誕生、
新事業への参入

　時代がめまぐるしく変化し、会社の
発展のために新たな事業の展開が求
められる中、宮地照明高知支店の建物
老朽化に伴い、新しい商業ビルの建設
準備がスタートしました。社内外のメ
ンバーで構成する本町ビル建設委員
会が中心となって検討を重ね、当時大
学4年生だった貴嗣も参画しました。そ
の後、大手デベロッパーに就職してい
た貴嗣が帰高し、1993年3月に生活文

化事業部の副事業部長として入社し
ました。
　構想から３年、1993年5月にレストラン、
グッズショップ、アートギャラリー、インテ
リアショップ、バンケットホールを備えた
複合商業施設「ラ･ヴィータ（LaVita）」が
オープンし、華やかで夢のあるラ･ヴィー
タは、高知の街に希望を与えました。
　ラ･ヴィータ開店の前年に、創業者の恒
治が79歳で永眠しました。完成を目前に、
さぞ無念な気持ちで一杯だったと思われ
ます。社葬では多くのお客様や仕入先様
にご会葬いただきました。

流通業から創造業へ

　1993年10月に発表された「第5次5ヵ
年経営計画」では、「流通業から創造業
へ」という大きな指針が示され、新聞等
でも新事業への挑戦や福利厚生面の充
実など、先進的かつアグレッシブな取り
組みが注目を集めました。
　電材事業ではファンを増やす取り組
みが活発化するとともに、1991年には、高
知市南御座に空調・音響・HA・電話・TV
共聴設備に特化した技術センターを開
設し、時代の技術革新と技術者不足に応
えました。
　また、「良品を安く即納で」をコンセプ
トに、照明器具「ももlight」、換気扇「もも
ファン」が開発され、製造・輸送コストを
削減し、商品在庫を効率よく共有するた
めにみやじ便の運行も開始しました。高
松・松山にはロープライスの「ミヤジ・ラ
イトショップ」をオープンし、一般ユー
ザーに照明専門店として身近に感じて
いただける存在となりました。

次の50年へ向けて

　1995年から電材事業部の営業体制は
大きく変わり、県別に営業部長を置く地
域別営業部体制へと移行しました。当
時、四国のマーケットシェアは約25％で、
マーチャンダイジンググループ、開発営
業グループ、地域担当グループが連携
し、さらなるシェア拡大を目指しました。
　1997年、宮地電機は創業50周年を迎
え、社章を一新。記念行事「HEAT UP 
MIYAJI 97」を開催し、社員の結束を深
めるとともに、「最強の商人になろう」とい
う目標を掲げて次の時代への一歩を踏
み出しました。社員一人ひとりの成果と
やる気が個人の所得増につながる成果
主義人事制度が導入され、社内間でのよ
り円滑なコミュニケーションと密なる情
報共有、ペーパーレス化を目的として、
情報ネットワーク「M-Net」がスタート。そ
の後、「M-Link」へと進化し、今日も会社
の重要なコミュニケーションツールとし
て活用されています。

オリジナルのあかり

　1999年10月に「ラ･ヴィータ高松店」、
2006年5月に「ラ･ヴィータ松山店」が開店
し、住宅デザイン営業部として照明・カー
テン・エアコンを積極的に施主販売する
体制となり、2003年には照明器具の開発・
製造・販売を目的とした100％出資子会社
「ラ･ヴィータ株式会社」を設立しました。
彌典が唱え続けた「昼は昼らしく、夜は夜
らしく」を実現するオリジナルの照明器具、
住まいの照明「ECOGLASS」を開発し、イ
ンターネットでの販売も含め、全社を挙げ
て販売に注力しました。
　さらに、次世代の光源としてLEDに着
目し、2005年に「Miyaji LED yearプロ
ジェクト委員会」を発足させ、製品開発・
活用方法・販売手法の3分野にて研究を
進めました。その成果により、2007年に

シャープでコンパクトなLED照明
「Multi Cube」、停電でも2晩点灯する
「LED防災ライト“ぐらっパ！”」を相次い
で発売。高知市南御座にPSE認定の研
究工場を建設しました。また、2009年に
は夢のLED照明「kiraring」を発表し、
他に先駆けた技術開発は、大きな注目
を集めました。

施主への提案営業に注力

　建築需要の減退に伴い市場は縮小の
一途をたどる中、2003年に彌典は「大胆
な価値観の変換が必要」との考えを示
しました。それを受けて2004年に経営改
善委員会、2005年には経営構造改革委
員会が発足し、創業60周年の節目にあ
たり次の30年を展望する「第三創業・
Next30」を発表しました。「お客様は施
主」をスローガンに、慎重かつ大胆に改
革を推し進める新組織体制と営業方針
が提示されました。新規工事の受注だ

けでなく、リニューアル、リフォーム、メ
ンテナンスにも市場を拡大し、2006年に
は高知市神田に先進的な住宅設備を体
験できる「住まいの実験室 L iv ing 
Labo」をオープン。リフォーム事業にも
進出しました。

サービス、システムの充実

　物流改革も推し進め、約1年の準備期間
を経て、2008年3月には「みやじ配送セン
ター」が高知市南御座で稼働。物流コスト
を低減し、週6日の配送でお客様の利便
性を向上させる物流体制が整いました。
　同年6月には「みやじ見積センター」が
稼働し、専任スタッフによる精度の高い
見積書をスピーディーに作成することが
できるようになりました。
　さらに、お客様が24時間365日、いつ
でもどこでも在庫確認や注文ができる得
意先様発注サイト「電材ネット」を開設
し、夕刻までの注文は翌日にお届けする
サービスをスタート。現在も多くのお客
様に活用していただいています。
　社内では、女性がキャリアを積んで長
く働けるよう、仕事と子育てを両立する
支援制度を充実させ、セクシュアルハ
ラスメント防止規程を制定するなど、女
性が働きやすい環境を実現しました。こ
のような取り組みが評価され、2009年に
は「にっけい子育て支援大賞」を受賞し
ました。
　2009年2月4日、Miyaji経営計画発表
会2009「We Can Change」が開催され、
全社員で新しい経営計画の実践を誓いま
した。その4ヵ月後、6月12日に貴嗣が社長
に就任し、これからの宮地電機を導く新社
長の言葉として「私たちの信条」を発表し、
新しい経営指針としました。

コロナ禍を経て

　瀬戸内配送センターが稼働し、宮地電
機が新体制で動き出してからわずか8ヵ
月後の2020年1月、日本で初めて新型コ
ロナウイルス感染者が確認されました。

　その後、感染は急速に拡大し、世界的
なパンデミックに発展。未知のウイルス
は多数の死者を出し、世界中を不安に陥
れました。開催直前だった東京オリンピッ
ク2020は1年延期となり、人々の生活は一
変。世界経済は停滞し、当社の事業見通
しにも一時的な影を落としました。
　一方、コロナ禍で人との接触が制限さ
れる中、在宅勤務が推奨され、リモート
ワークが急速に普及。社内でもリモート
会議やオンライン打ち合わせが定着し、
業務効率化が進む一面もありました。
　コロナ禍において一番影響を受けた
のは、レストランやパーティー・ウエディ
ングなどの飲食業を生業とする生活文
化営業部でした。
　業界全体が大きな変革を迫られる中、

2021年には事業を集中し、組織のスリム
化を図る改革を断行。取締役を中心とし
た全社的な支援のもと、新たなスタート
を切りました。
　高知のおきゃく文化の象徴である人
の集いが制限されるなか、ラ・ヴィータ御
膳やカレー、ピザなどのテイクアウトや
ギフト商品を充実させて販路を増やし、

2020年～
2022年
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ウエディングやパーティーでは、お客様
とスタッフ双方の体調確認や飛沫防止
対策を徹底し、安心して過ごせる環境づ
くりを徹底しました。
　そして2023年5月、新型コロナの感染
症法上の分類が第五類に移行。高知の
おきゃく文化は往時の活気を取り戻し、
生活文化営業部も右肩上がりの業績を
残せています。

社長動画“ミヤカレ”配信

　2021年2月、社内コミュニケーションの
強化と、全社に会社の考えや方針を伝え
ることを目的に貴嗣社長による動画メッ
セージ「ミヤカレ」の配信がスタートしまし
た。毎月1回以上の定期配信が行われ、働
く意義や組織づくりに関する内容が社長自
らの声で社内に発信されました。

健康経営優良法人に認定

　さまざまな業
務効率化策を
打ち出し、業務
時間の短縮と
精度アップ、働
きやすく働き
がいの持てる
職場づくりを目
指して業務改
革を進めてきた宮地電機は、働く人の心
と体を守る取り組みが認められ、2021年3
月に「健康経営優良法人2021」（中小規模
法人部門）に認定されました。
　以来、5年連続で認定を受け、「働く人
の幸せを大切にする」「子どもや家族にも
勤めてほしい会社にする」と、Miyajism
で示されている当社の取り組みが評価
されています。

チームで働くIT環境を進化

　情報共有と情報資源の活用、デジタルコ
ミュニケーションが当たり前の時代。2022
年12月、いつでもどこでも安全かつ快適に

必要な情報にアクセスでき、チームで効率
よく働くことができるIT環境をより進化させ
るためMicrosoft365を導入しました。仕事
の効率化と、チームのタイムパフォーマン
スを高めるツールであり、これからますます
の活用が期待されます。

業務改革担当室が
改善を後押し

　業務効率を高め、属人的な作業を標準
化するため、近年さまざまな業種・業界で
RPA（※）の導入が進んでいます。宮地電
機でも2021年にシステムを導入し、見積
業務をはじめ電子帳簿保存法への対応
など、多くの業務を自動化しました。
　2023年3月には、販売の最前線である
営業活動の効率化を目的に「業務改革
担当室」を発足。現状の業務フローを可
視化し、作業工程の簡素化やデジタル
化を推進することで、時間短縮と精度向
上を目指しています。
　見積業務ではRPAやOCR（※）を活用
した図面の自動振り分け、見積依頼メー
ルの自動送信、メーカー見積書のデジタ
ル変換、オープンシステムへの自動登録
など、各種システム化を実現しました。ま
た、LED照明や空調機器など、複数の製品
で構成される商品の登録を、組み合わせ
品番としてマスタ登録できるようにするこ
とで、面倒な登録作業を削減することがで
き、将来的にも大きな市場を生むリニュー
アル活動への後押しになるとして期待さ
れています。
　さらには、電話応対の時間短縮につなげ
るTeamsの活用推進、発注業務や日次・月
次の締めなど各事業所で同じ時間帯に行っ
ている業務の集約なども進行しています。
　多くを気付き、改善にトライし、PDCA
を回しながら、全社の業務効率化と生産
性の向上に貢献し、さらには待遇向上に
もつながるよう邁進しています。

宮地電機ヒストリー

コロナ禍のテイクアウト販売

ミヤカレ

ビジネスウェア規程の改定

　2023年3月21日、ビジネスウェア規程
が17年ぶりに改定されました。新たな規
程では「企業人としての良識に委ねる」と
いう考え方を基本とし、名称も「企業人と
して良識のある服装の基準規程」へ変更
されました。現場の実情に応じた柔軟な
運用を可能にするため、営業部や室単位
で細則を定められる仕組みも導入されま
した。社名入りポロシャツやスニーカー
の着用も認められ、実用性と多様性を両
立した内容となっています。改定にあ
たっては社内ワーキンググループによる
提案をもとに取締役会で決定されました。

土曜半日営業の導入と
「働き方改革」

　電気工事店の業態に合わせて土曜日も
終日営業としていた当社は、2023年4月か
ら土曜日の半日営業をスタートしました。
交代制で出勤し、午後を半日有給休暇取
得推奨日としました。これにより、仕事と
私生活の両立がしやすくなり、心身のリ
フレッシュや家族との時間の確保、自己
啓発の機会が増えるなど、より充実した
生活を送ることが可能になりました。
　また、2025年度は年間休日を120日以
上、2026年度からは週休2日制への移行を
決定しました。働く人の満足度や生産性の
向上、定着率の向上といったポジティブな
効果も期待されており、ワークライフバラン
スの向上につながる改革となりました。

男性育休スタート
　
　2024年の日本の出生率は9年連続で減
少し、働き手の確保はますます困難となる
人口オーナス期（※）に入り、企業は働く人
が長く働き続けられる環境づくりが重要と
なっています。これから子育てを始める若
年層の多くが希望する「男性育休」の実現
に向けて、2024年10月から四国4県で「男
性育休共有会」を実施し、男性育休取得へ
の理解と推進の意識醸成を行いました。
2025年には、育休取得中の経済的な不安
を解消するための貸付金制度も用意され、
フォローアップ体制の充実とともに、男性
育休取得が現実となりました。

　このように宮地電機は、働き方改革を
一過性の取り組みとして捉えるのではな
く、時代の変化や多様な価値観に柔軟に
対応しながら、継続的に改善を図ってき
ました。こうした活動や職場の協力もあ
り、2024年度までの男性の育児休暇取得
率は0％でしたが、2025年9月時点では
66.6％になりました。

9年ぶりの全社集会
「Miyaji-COM 2025」開催

　「働く人同士の理解を深めるため、宮
地電機で働く仲間を知る場として、全社
集会を開催したいです。」
　9年ぶりに開催された全社集会は、ある
20代社員のこの言葉から始まりました。そ
して上司の後押しを受けながら文字化さ
れ、2024年末の取締役会を動かしました。
「失敗を恐れず、挑戦する」この言葉を具
現化した行動であり、これからの宮地電
機に欠かせないマインドです。
　2025年に入り、社内有志9名による実
行委員会が結成され、業務の合間を縫っ
て綿密な準備が進められました。
　そして10月24日、高知市の城西館にて
「Miyaji-COM 2025 ～つながる！ひろ
がる！宮地万博！～」が開催されました。
イベントは、宮地電機の新キャラクター
をデザインするグループワークに始ま
り、貴嗣社長の講話、懇親会と続きまし
た。限られた時間の中で相互理解が深ま
り、見事に本来の目的を達成した全社集
会となりました。

　2018年7月7日（土）、南予営業所の社員は早朝から異変を察知
していました。連日の大雨により、肱川の水位が上昇し、幹線道路で
は冠水が発生。出社困難の連絡が相次ぐ中、ある社員が道路を迂
回しながら、1時間以上かけて会社へたどり着いたとき、社屋裏手は
1メートルの冠水でした。出社した社員らで商品や社有車の避難作
業が始まりました。水位の変化を確認しながら、事務所の書類を高
所へ移動させるなど、できる限りの対策を講じました。しかし昼前、水
位が急激に上昇し、事務所内にも水が流れ込みました。社員らは急
ぎパソコンや必需品を持って、2階へ避難しました。どうしても守りた
い書類があり1階事務所へ降りたところ、大量の商品が浮き、OAフ
ロアがめくれ上がるなど、歩行も困難な状況でした。

　夜には水位が185cmに
達し、救助要請も届かず、
社員らは不安な一夜を過ご
しました。翌7月8日（日）早
朝、水位が下がったことを
確認し、各自が一度自宅へ
戻りました。幸いにも、社員
全員の家屋は無事でした。
　復旧作業はすぐに始まり
ました。当時の玉置所長、
岡﨑常務、利岡常務、武

智営業部長、松山の藤田支店長らが高圧洗浄機や掃除道具を
持って駆けつけ、さらに断水の中、高知の二宮支店長が500ℓポリ
タンクに水を満タンにして届けるなど、支援の輪が広がりました。有
限会社田丸電気水道様のご尽力により、浄水場の水も使用でき
るようになり、作業効率は飛躍的に向上しました。
　同じく復旧のため駆け付けた宮地常務によると、玉置所長は水が
出ない酷暑続きの過酷な状況でも仲間を鼓舞し続け、その姿は社
員の心を支えたといいます。また岡﨑常務は準備を迅速に進め、現

場で陣頭指揮を取り続けまし
た。自衛隊到着より早く、下水
が流れ込んだ事務所の消毒を
済ませるなど、その行動力なくして早期復旧はありえませんでした。
　7月11日（水）には倉庫に新しい在庫品が格納され、仮設ながら
営業体制も整いました。トヨタL&F西四国株式会社様や有限会
社大洲電設工業様の迅速な復旧工事もあり、早期の営業再開が
実現しました。1週間で事務所の泥もすべて処理され、営業を再開
できたのは地域で当社のみでした。
　その後の1ヵ月間は、エアコンのない倉庫2階での仮設業務が
続きました。暑さと大量の注文、復旧作業の両立に苦しみながら
も、社員一丸となって乗り越えました。そして8月6日、新しくなった事
務所での業務が再開されました。
　この水害を通じて、南予営業所は「できないことなんてない」とい
う強い信念を得ました。復旧を支えてくださった多くの方々への感
謝を胸に、今後も地域の復興支援に尽力してゆきます。

※RPA（Robotic Process Automation）とは…ソフト
ウェアロボットを使って定型的な業務を自動化する技術

※OCR（Optical Character Recognition/Reader）
とは…画像データに含まれる文字をテキストデータに変
換する技術

あの日、胸まで水に浸かって　――南予営業所の記録



「新・経営理念」の策定

　創業80周年を迎えるにあたり、2025年
7月、貴嗣社長から「経営理念を時代の
変化に合わせて見直す」という指針が示
され、社長率いるプロジェクトチームに
よる熱い議論が重ねられました。その中
で、貴嗣社長が常日頃から語っている次
の言葉に焦点が当てられました。

　「プロは、他の人にできないことをして
感動をプレゼントするからお金をもらえ
ます。相手の期待を上回るプロの集団を
目指しましょう。」
　この言葉をもとに、新しいスローガ
ンとして“期待を超える感動を” が決
定しました。ロゴマークには、四国を照
らす意味を込めた電球が灯り、宮地電
機らしさを表現しています。発表は 

Miyaji-COM 2025の場で、直接伝え
られました。

省エネ推進で社会貢献

　環境保護の観点からCO₂の削減に
尽力してきた当社は、「宮地電機は電
気代1/2を目指す会社です！」をスロー
ガンに、LED照明や空調分野での省エ
ネルギー機器の提案活動に注力して
きました。中でも、LED照明への更新に
よって削減できるCO₂の排出権を売却
し、得られた収益から地域の図書館へ
関連図書を寄贈する「LEDでECOにな

る会」を設立し、地域貢献にも努めてき
ました。
　2011年3月11日、東日本大震災が発生
し、日本各地で節電に対する取り組みが
行われる中、同年6月、照明メーカーの最
新LEDを集めた「Miyaji LEDsフェア」
を四国4県で開催。「LEDが節電の
ファーストステップ」をテーマに、当時は
まだ普及し始めだったLEDを使った器
具や節電への有効性を存分に知ってい
たいただく機会としました。
　その後は「安くてカンタン♪LED」
「LEDで貯金」とテーマを変え、4年間に
わたり開催。キャッチコピーの通り、LED
導入によって削減された電気代で購入
費用をまかない、さらには貯金にもつな
がるという提案も行い、LED化の有効性
を実感いただくことができました。

再生可能エネルギーの創出

　2011年６月には松山支店をリニュー
アル。照明には、省エネ効果が高いタス
ク・アンビエント照明を導入し、その効
果を実証しました。さらに同社屋にはお
客様引き取り型の店舗「電材デポ」を
オープン。従来の店舗より、在庫のアイ
テム数を約2倍に増やし、「宮地電機に
行けば何でも揃う」というコンセプトの
もと、ファンの拡大を進めました。
　原発事故以来、原子力発電に代わる
エネルギーの確保が必要となり、太陽光
発電にも期待が寄せられるようになりま
した。当社でも太陽光発電の普及・活用

支援を全力で進めるべく、省エネルギー
担当室が牽引し、土地の調査、設計、関
係各所への申請、施工、運営管理の事業
に積極的に取り組みました。宮地電機グ
ループ保有の太陽光発電システムとし
ては、2013年南予営業所に第１号のソー
ラー発電所が稼働。続いて高知支店、徳
島市の東沖洲、鳴門北灘、2019年の瀬戸
内配送センター、2021年の西讃営業所、
2023年の徳島支店、淡路島と順次稼働
し、発電をしています。

お客様との絆を大切に

　2011年11月にはMiyajiサンクスキャ
ンペーンがスタートしました。この企画
は1984年から1992年にわたり開催され
たMiyajiベスト10会を復活させたキャ
ンペーン企画であり、当社の主要なお客
様を旅行にお招きし、日頃の感謝の意を
表すとともに親睦を深めることを目的と
しています。第１回は神戸市に約40名の
お客様をご招待し、その後も日本各地を
巡り、今でも続く毎年の恒例行事となっ
ています。心を込めたおもてなしは、参
加されたお客様から毎回ご好評をいた
だいております。

オフコンから
オープンシステムへ

　2014年、約30年にわたってさまざまな
業務処理に活用してきたオフコンから、
ネットワークやパソコンとの親和性の高
いオープンシステムへ移行しました。閉
ざされた環境であるオフコンに対して、
インターネットを介して仕入先のシステ
ムとの連携も可能になり、情報化社会に
対応するシステム基盤が整いました。
　また、2012年からパナソニック株式会
社様との間でスタートしたEDI（※）連携
が軌道に乗り、2016年に19社、2024年9
月には66社との連携が実現、発注デー

タの送信、納期回答の更新処理が飛躍
的に効率化されました。いち早くEDIに
よる連携を推進したことが、電材業界の
先駆けとなり、今や全日電材連でも普及
の動きが生じています。

創業70周年の節目に

　宮地電機が創業70周年の節目を迎え
た2015年、周年行事の準備が進む中、会
長の彌典が永眠しました。社葬を執り行
い、多くの方に見送られて旅立ちました。
　まだ悲しみが癒えぬ同年8月、高知ぢば
さんセンターを会場に、これまで育ててく
ださったお客様やOBの皆様、そして社
員・ご家族に感謝の思いを込め「宮地電
機創業70周年感謝祭」を開催しました。60
社を超える仕入先の出展ブースや、抽選
会、キャラクターショーなど、大人からお
子様まで楽しんでいただけるイベントとし
ました。天候にも恵まれ、3,500人を超える
お客様にご来場いただき、大盛況のうち
に終えることができました。そしてこの感
謝祭では、本当にたくさんの方々に愛さ
れてきた70年を感じることができました。

全員参加イベントで
繋がりを強化

　2016年には3年ぶりに全員が集結し、観音
寺グランドホテルにて「Miyaji-COM2016 
～観音寺だよ 全員集合‼～」を開催しま
した。社内有志10名からなる実行委員会
が企画・運営を手がけ、「働く仲間同士の
連帯感・団結力の高まり」「自ら気づき、自
ら考え、自ら決め、自ら動く人の増加」に
加え、「実行委員会メンバーの成長の場」
「全社集会のノウハウの継承と醸成」を
テーマに、絆を深め、学び合い、成長し合
う機会となりました。

瀬戸内配送センター開設へ

　2018年6月20日、3年の歳月をかけて
準備を進めてきた瀬戸内配送センター
の起工式を執り行いました。瀬戸内配送
センターは、観音寺市大野原町に位置
し、他社を圧倒する在庫量とデリバリー
力を有する宮地電機の拠点として期待
と注目を集めました。
　建設工事は順調に進み、2019年5月7
日に電材卸売業界では四国初の自動倉
庫を有する物流センターとして稼働開
始。同時に、隣接する営業拠点として観
音寺支店がオープンしました。
　大野原町周辺は南海トラフ巨大地震
発生の際に大きな影響を受けにくいとさ
れ、この地に開設したことはBCPにおい
ても大きな意味があります。未曽有の大
災害が起こった際には、四国外からの流
通が完全にストップすることが想定され
る中、電材卸売業として四国最大の在庫
を有する瀬戸内配送センターが、四国４
県のインフラ復旧を力強く支えます。

創業者の生い立ち

　創業者・宮地恒治は、高知県土佐郡
鴨田村（現・高知市神田）の地主農家
に、父・久寿亀、母・秀の長男として
1913年9月7日に誕生しました。昭和初
期の日本経済は世界恐慌のあおりを
受け、不況のどん底にありました。1934
年4月8日、恒治20歳の時に吾川郡伊野
町の植田靜と結婚し、翌年3月20日に
長女・弘子が、1939年11月28日には次
女・雅子が誕生し、経済的な苦しみの
中で明るい希望となりました。
　恒治は家業の農業に従事するかた
わら、鴨田村青年団長や土佐郡連合
青年団長などを務め、全国青年弁論大
会に高知県代表として出場したことも
ありました。やがて1941年12月8日に
太平洋戦争が勃発、人々は苦しい時
代に突入しました。戦争が激化して食
糧不足が深刻となり、恒治は地区の実
行組合長として食糧増産運動に尽力
しました。

彌典が誕生

　1943年の戦争のさなか、３番目の子どもと
して長男・彌典が誕生しました。結婚9年目
にしてようやく男児を授かった喜びを、母
親である靜は当時の日記に「昭和18年1月
22日午後1時22分出産、女だと思っていた
のに男の子だったので、とてもうれしかっ
た。もちろん、恒治の喜びはこの上もなかっ
た。自分もこれでやっと一人前だと、肩身が
広く感じる」と記しています。
　戦時中、恒治は警防団長をはじめ、銃
後奉公会長、鴨部診療所長などを務め、
「銃後の守り」に奔走していました。ます
ます厳しさを増してきた状況下で、警防
団の任務に忙しかった恒治は、妻・靜と
ともに神田の自宅に残り、年寄りと幼い
子どもたちは香美郡の大栃へ疎開する
ことにしました。当時は敵前上陸の噂も
あり、悲壮な決意のもとに親子は別れて
暮らすことになりました。

失意から踏み出す一歩

　1945年7月4日未明、高知市は未曽有の
大空襲に見舞われ、神田の家にも焼夷弾
が落ちました。当時警防団長であった恒
治は、焼け野原と化した町々の焼死体を
鏡川河畔へ運び、後に「まさにこの世の地
獄だった」と語っています。その１ヵ月余り
後に終戦を迎え、辛い時代はようやく終わ
りましたが、お国のために全力で尽くして
きた恒治にとって、敗戦は大変なショック
だったに違いありません。
　来るべき日本の将来を予測して「もはや
農業の時代ではない」と確信した恒治は、
なんらかの事業への転換を図るべく、NEC
に勤務していた弟の宮地寿男氏と協議し、
終戦１ヵ月後の1945年9月、高知市本町３丁
目に電気工事の請負を行う宮地電機工務
店を開設。早くも事業への転換の第一歩を
踏み出したのです。焼け野原の中、復興に
向けての電気工事の依頼は多く、創業１年
で高知県一番の施工高を誇りました。

電材販売の事業を拡大

　1946年11月、法人に改組して宮地電
機株式会社とし、宮地恒治社長以下18名
でスタートしました。電気工事材料の入
手困難な時期、同業の電気工事業者か
ら材料を分けてほしいと言われるように
なり、電気工事材料の販売へと事業を拡
大。その企業理念は、「社会への寄与、業
界のトップ、従業員の幸福」と打ち立てら
れました。
　同年12月、四国電力の要請を受けた
恒治は、土佐電気工事株式会社を設立
して社長に就任、県下の送配電線路の

建設を進めました。恒治が土佐電気工事
の社長を務める間は、弟の寿男氏が宮
地電機の社長に就任しました。後に土佐
電気工事株式会社は四国他３県の電気
工事会社と合併し、現在の株式会社四電
工となりました。

食料確保のための捕鯨

　戦争が終わり、やっと平和が戻ってき
たものの、戦後の食糧不足は深刻でし
た。特に動物性たんぱく質の不足は著
しく、何とかしなければと考えた恒治
は、小型捕鯨船の許可を受けて「弥生
丸」と名付けたキャッチャー・ボートを
造り、室戸岬町椎名を母港として捕鯨を
はじめました。太平洋でゴンドウ鯨の群
を追い、銛（もり）を放ち捕獲する雄姿は、
当時の高知新聞正月特集号のトップを
飾りました。

戦後復興を担う電気工事

　復興が進む1951年、事業拡大のため
大阪市に仕入れ拠点となる大阪出張所
を開設し、仕入れ価格の低減、納期の迅
速化が図られました。
　1953年に高知市本町の本社社屋を新
築するも、翌年に隣家からの出火により
全焼。社員の迅速な行動により、売掛伝
票は１枚も焼失することなく持ち出すこと
ができ、請求・回収の業務を滞りなく行う
ことができました。3日後には仮店舗で
営業を始め、2ヵ月後には新社屋の建築
が始まりました。
　当時は電気工事業を主体としており、県
外の工事にも進出しました。当社工事部の
仕事はクオリティの高さに定評があり、
NHK高知放送会館、同徳島放送会館、丸
亀市民会館など四国４県において、多くの
施設を施主様より直接契約で受注しまし
た。四電工様・きんでん様などがライバル
であり、激しい火花を散らしていました。

宮地電機の礎となる出会い

　恒治と松下幸之助氏との出会いもこの
頃で、松下電工株式会社様（現パナソ
ニック株式会社）との取引が次第に深
まってゆきました。また、恒治は高知県出
身の三菱財閥の創始者・岩崎彌太郎氏を
尊敬し続け、上京すると必ず墓前に土佐
の花を献げました。故人になられた三菱
電機株式会社の進藤貞和社長（高知県出
身）にも大変なお引き立てをいただき、幅
広い三菱電機様の製品は四国の市場で
重要な位置づけになってゆきました。
　1966年には、大学を卒業したばかりの
彌典を伴ってアメリカに出張し、全米に
104の営業拠点を持つグレーバー社の多
店舗経営を視察しました。その事業展開
にヒントを得て、帰国後は四国4県への多
店舗政策を開始。大阪市、松山市、徳島
市、高松市に続き、中村市（現・四万十
市）、新居浜市、大洲市、丸亀市、宇和島
市と相次いで営業拠点を開設しました。

照明のエキスパート集団へ

　大学で照明を学んだ彌典の入社を機
に、宮地電機は照明事業へ本格的に乗
り出しました。彌典は1967年に照明事業
部を開設して高知市本町の本店内に照
明コーナーを作り、1970年には株式会社
宮地照明を設立し、社長に就任しまし
た。社員とともにヨーロッパの照明業界
の視察を重ね、照明のエキスパート集団
として伸びてゆきました。その後、1971年
に宮地照明松山支店、1976年に同高松
支店もオープンし、照明器具の販売から
「あかりの提案」へと仕事の幅を広げて
ゆきました。

電材販売の拡大、
工事部門の廃止

　高松市に仕入先の営業拠点整備が進
んだことを受け、当社も営業本部、商品
部を高松市に配置した結果、大阪での
仕入業務は僅少となり、1978年に大阪支
店を閉鎖しました。
　1977年､恒治は将来交通アクセスの良
好な場所と予見して高知市南御座に
1,842坪の用地を購入し、本社部門、高知
支店の社屋を建設しました。広大な面積
を活用した商品管理が可能となり、生産
性の向上に大きく貢献しました。
　一方、電材販売が伸長するにつれ、販
売先である電気工事店と電気工事の受
注競合が問題となりました。1979年に約3
億3,000万円で単独受注し竣工させた高
知県民文化ホールを最後に、優秀な施工
技術を誇り創業の礎であった工事部門を
廃部しました。

情報化、効率化で社内を統率
　
　さらなる事業拡大を目指して今治市、
川之江市（現・四国中央市）にも営業拠点
を置き、四国を網羅する体制を整えまし
た。社員数200人超の企業に成長し、制度
やシステムの整備が急務となりました。
　1983年、恒治が70歳の誕生日を迎え、
「自分が元気なうちに事業継承をした
い」という考えから社長職を退いて会長
となり、40歳の彌典が社長に就任しまし
た。急成長を続ける会社の中で、社員が
情報を共有し同じ方向に進むために、彌
典は社内報「COMMON」の発刊を手が
けました。
　1984年、社内業務効率化を目指す
「Miyaji VAN 3ヵ年計画」が発表され、

全事業所をつなぐコンピュータシステ
ムが導入されました。それまで手書きで
発行していた売上・納品伝票や請求書
の作成、受注・発注業務などがシステム
化され、得意先に関する情報も一元化し
て集約できるようになり、作業効率が飛
躍的に向上しました。
　同年、「’84高知黒潮博覧会」が開催さ
れ、宮地照明が「Miyajiレーザー館」を出
展。高い技術力と新たな照明の可能性を
示しました。

お客様に役立つMiyajiへ

　「どうせ買うなら宮地電機から」と思っ
ていただけるよう、サンサンキャンペーン
やベスト10コンテスト、図面お預かりキャ
ンペーンなどさまざまな販売企画を行
い、お客様に喜んでいただける要素を増
やしました。創業40周年を迎えた1985年
には、「つくば科学万博と東京ディズニー
ランドの旅」を企画し、300名のお客様を
ご案内しました。
　お客様の手元にあふれるカタログの情
報を集約した「グッドライト280」や
「NETWORK」を発刊するほか、残長表示
のついた引込ケーブルをオリジナルで商
品化し、お客様にとって「役立つMiyaji」と
なる姿勢を明確にしてゆきました。
　さらに、当社の社員とお客様が一緒に最
新商品・技術について学ぶ「ミヤジ・エンジ
ニアリングツアー」「エンジニアリング・ス
クール」を開催し、時流を掴み一歩先ゆく
エンジニアの育成にも力を注ぎました。

伸びゆく人を育てる教育

　社員教育にも力を入れ、アメリカや
ヨーロッパなどへの海外視察やプレゼン
テーション力を磨く中堅社員のための研
修などを行い、1985年には全社員が集う
「ジョイフル・ミヤジ85」を開催。宮地電機
グループの結束を固め、お互いに切磋琢
磨しあって伸びゆく機会となりました。そ
の後も全社員が集う研修は、「パワフル
Miyaji」「京都会議」と名前を変えながら
1991年まで続きました。

勝つための
「5ヵ年経営計画」

　1980年代後半は、宮地電機グループ
変革の大きな流れがやってきました。
　1988年4月に、宮地照明の20周年を記
念して、高知支店ショールームの大規模
なリニューアルを行い、ひかりを体験す
るショップとして生まれ変わりました。高
知市神田にはこれからのIT時代に対応
するためのオートメ開発部インテリジェ
ントオフィスが誕生しました。
　1989年には彌典を中心とする幹部ら
で練り上げた「5ヵ年経営計画」が発表さ
れ、社員群制度、4週7休制、誕生日休暇
制度など、社員の成長と幸福のためにさ
まざまな新しい人事制度が導入されまし
た。社員のサークル活動への援助や、ビ
デオライブラリーの設置、通信教育制度
のスタートもこの頃です。新入社員職能
別研修など、人財育成の面でも充実を図
りました。

「ラ・ヴィータ」誕生、
新事業への参入

　時代がめまぐるしく変化し、会社の
発展のために新たな事業の展開が求
められる中、宮地照明高知支店の建物
老朽化に伴い、新しい商業ビルの建設
準備がスタートしました。社内外のメ
ンバーで構成する本町ビル建設委員
会が中心となって検討を重ね、当時大
学4年生だった貴嗣も参画しました。そ
の後、大手デベロッパーに就職してい
た貴嗣が帰高し、1993年3月に生活文

化事業部の副事業部長として入社し
ました。
　構想から３年、1993年5月にレストラン、
グッズショップ、アートギャラリー、インテ
リアショップ、バンケットホールを備えた
複合商業施設「ラ･ヴィータ（LaVita）」が
オープンし、華やかで夢のあるラ･ヴィー
タは、高知の街に希望を与えました。
　ラ･ヴィータ開店の前年に、創業者の恒
治が79歳で永眠しました。完成を目前に、
さぞ無念な気持ちで一杯だったと思われ
ます。社葬では多くのお客様や仕入先様
にご会葬いただきました。

流通業から創造業へ

　1993年10月に発表された「第5次5ヵ
年経営計画」では、「流通業から創造業
へ」という大きな指針が示され、新聞等
でも新事業への挑戦や福利厚生面の充
実など、先進的かつアグレッシブな取り
組みが注目を集めました。
　電材事業ではファンを増やす取り組
みが活発化するとともに、1991年には、高
知市南御座に空調・音響・HA・電話・TV
共聴設備に特化した技術センターを開
設し、時代の技術革新と技術者不足に応
えました。
　また、「良品を安く即納で」をコンセプ
トに、照明器具「ももlight」、換気扇「もも
ファン」が開発され、製造・輸送コストを
削減し、商品在庫を効率よく共有するた
めにみやじ便の運行も開始しました。高
松・松山にはロープライスの「ミヤジ・ラ
イトショップ」をオープンし、一般ユー
ザーに照明専門店として身近に感じて
いただける存在となりました。

次の50年へ向けて

　1995年から電材事業部の営業体制は
大きく変わり、県別に営業部長を置く地
域別営業部体制へと移行しました。当
時、四国のマーケットシェアは約25％で、
マーチャンダイジンググループ、開発営
業グループ、地域担当グループが連携
し、さらなるシェア拡大を目指しました。
　1997年、宮地電機は創業50周年を迎
え、社章を一新。記念行事「HEAT UP 
MIYAJI 97」を開催し、社員の結束を深
めるとともに、「最強の商人になろう」とい
う目標を掲げて次の時代への一歩を踏
み出しました。社員一人ひとりの成果と
やる気が個人の所得増につながる成果
主義人事制度が導入され、社内間でのよ
り円滑なコミュニケーションと密なる情
報共有、ペーパーレス化を目的として、
情報ネットワーク「M-Net」がスタート。そ
の後、「M-Link」へと進化し、今日も会社
の重要なコミュニケーションツールとし
て活用されています。

オリジナルのあかり

　1999年10月に「ラ･ヴィータ高松店」、
2006年5月に「ラ･ヴィータ松山店」が開店
し、住宅デザイン営業部として照明・カー
テン・エアコンを積極的に施主販売する
体制となり、2003年には照明器具の開発・
製造・販売を目的とした100％出資子会社
「ラ･ヴィータ株式会社」を設立しました。
彌典が唱え続けた「昼は昼らしく、夜は夜
らしく」を実現するオリジナルの照明器具、
住まいの照明「ECOGLASS」を開発し、イ
ンターネットでの販売も含め、全社を挙げ
て販売に注力しました。
　さらに、次世代の光源としてLEDに着
目し、2005年に「Miyaji LED yearプロ
ジェクト委員会」を発足させ、製品開発・
活用方法・販売手法の3分野にて研究を
進めました。その成果により、2007年に

シャープでコンパクトなLED照明
「Multi Cube」、停電でも2晩点灯する
「LED防災ライト“ぐらっパ！”」を相次い
で発売。高知市南御座にPSE認定の研
究工場を建設しました。また、2009年に
は夢のLED照明「kiraring」を発表し、
他に先駆けた技術開発は、大きな注目
を集めました。

施主への提案営業に注力

　建築需要の減退に伴い市場は縮小の
一途をたどる中、2003年に彌典は「大胆
な価値観の変換が必要」との考えを示
しました。それを受けて2004年に経営改
善委員会、2005年には経営構造改革委
員会が発足し、創業60周年の節目にあ
たり次の30年を展望する「第三創業・
Next30」を発表しました。「お客様は施
主」をスローガンに、慎重かつ大胆に改
革を推し進める新組織体制と営業方針
が提示されました。新規工事の受注だ

けでなく、リニューアル、リフォーム、メ
ンテナンスにも市場を拡大し、2006年に
は高知市神田に先進的な住宅設備を体
験できる「住まいの実験室 L iv ing 
Labo」をオープン。リフォーム事業にも
進出しました。

サービス、システムの充実

　物流改革も推し進め、約1年の準備期間
を経て、2008年3月には「みやじ配送セン
ター」が高知市南御座で稼働。物流コスト
を低減し、週6日の配送でお客様の利便
性を向上させる物流体制が整いました。
　同年6月には「みやじ見積センター」が
稼働し、専任スタッフによる精度の高い
見積書をスピーディーに作成することが
できるようになりました。
　さらに、お客様が24時間365日、いつ
でもどこでも在庫確認や注文ができる得
意先様発注サイト「電材ネット」を開設
し、夕刻までの注文は翌日にお届けする
サービスをスタート。現在も多くのお客
様に活用していただいています。
　社内では、女性がキャリアを積んで長
く働けるよう、仕事と子育てを両立する
支援制度を充実させ、セクシュアルハ
ラスメント防止規程を制定するなど、女
性が働きやすい環境を実現しました。こ
のような取り組みが評価され、2009年に
は「にっけい子育て支援大賞」を受賞し
ました。
　2009年2月4日、Miyaji経営計画発表
会2009「We Can Change」が開催され、
全社員で新しい経営計画の実践を誓いま
した。その4ヵ月後、6月12日に貴嗣が社長
に就任し、これからの宮地電機を導く新社
長の言葉として「私たちの信条」を発表し、
新しい経営指針としました。

コロナ禍を経て

　瀬戸内配送センターが稼働し、宮地電
機が新体制で動き出してからわずか8ヵ
月後の2020年1月、日本で初めて新型コ
ロナウイルス感染者が確認されました。

　その後、感染は急速に拡大し、世界的
なパンデミックに発展。未知のウイルス
は多数の死者を出し、世界中を不安に陥
れました。開催直前だった東京オリンピッ
ク2020は1年延期となり、人々の生活は一
変。世界経済は停滞し、当社の事業見通
しにも一時的な影を落としました。
　一方、コロナ禍で人との接触が制限さ
れる中、在宅勤務が推奨され、リモート
ワークが急速に普及。社内でもリモート
会議やオンライン打ち合わせが定着し、
業務効率化が進む一面もありました。
　コロナ禍において一番影響を受けた
のは、レストランやパーティー・ウエディ
ングなどの飲食業を生業とする生活文
化営業部でした。
　業界全体が大きな変革を迫られる中、

2021年には事業を集中し、組織のスリム
化を図る改革を断行。取締役を中心とし
た全社的な支援のもと、新たなスタート
を切りました。
　高知のおきゃく文化の象徴である人
の集いが制限されるなか、ラ・ヴィータ御
膳やカレー、ピザなどのテイクアウトや
ギフト商品を充実させて販路を増やし、

ウエディングやパーティーでは、お客様
とスタッフ双方の体調確認や飛沫防止
対策を徹底し、安心して過ごせる環境づ
くりを徹底しました。
　そして2023年5月、新型コロナの感染
症法上の分類が第五類に移行。高知の
おきゃく文化は往時の活気を取り戻し、
生活文化営業部も右肩上がりの業績を
残せています。

社長動画“ミヤカレ”配信

　2021年2月、社内コミュニケーションの
強化と、全社に会社の考えや方針を伝え
ることを目的に貴嗣社長による動画メッ
セージ「ミヤカレ」の配信がスタートしまし
た。毎月1回以上の定期配信が行われ、働
く意義や組織づくりに関する内容が社長自
らの声で社内に発信されました。

健康経営優良法人に認定

　さまざまな業
務効率化策を
打ち出し、業務
時間の短縮と
精度アップ、働
きやすく働き
がいの持てる
職場づくりを目
指して業務改
革を進めてきた宮地電機は、働く人の心
と体を守る取り組みが認められ、2021年3
月に「健康経営優良法人2021」（中小規模
法人部門）に認定されました。
　以来、5年連続で認定を受け、「働く人
の幸せを大切にする」「子どもや家族にも
勤めてほしい会社にする」と、Miyajism
で示されている当社の取り組みが評価
されています。

チームで働くIT環境を進化

　情報共有と情報資源の活用、デジタルコ
ミュニケーションが当たり前の時代。2022
年12月、いつでもどこでも安全かつ快適に

必要な情報にアクセスでき、チームで効率
よく働くことができるIT環境をより進化させ
るためMicrosoft365を導入しました。仕事
の効率化と、チームのタイムパフォーマン
スを高めるツールであり、これからますます
の活用が期待されます。

業務改革担当室が
改善を後押し

　業務効率を高め、属人的な作業を標準
化するため、近年さまざまな業種・業界で
RPA（※）の導入が進んでいます。宮地電
機でも2021年にシステムを導入し、見積
業務をはじめ電子帳簿保存法への対応
など、多くの業務を自動化しました。
　2023年3月には、販売の最前線である
営業活動の効率化を目的に「業務改革
担当室」を発足。現状の業務フローを可
視化し、作業工程の簡素化やデジタル
化を推進することで、時間短縮と精度向
上を目指しています。
　見積業務ではRPAやOCR（※）を活用
した図面の自動振り分け、見積依頼メー
ルの自動送信、メーカー見積書のデジタ
ル変換、オープンシステムへの自動登録
など、各種システム化を実現しました。ま
た、LED照明や空調機器など、複数の製品
で構成される商品の登録を、組み合わせ
品番としてマスタ登録できるようにするこ
とで、面倒な登録作業を削減することがで
き、将来的にも大きな市場を生むリニュー
アル活動への後押しになるとして期待さ
れています。
　さらには、電話応対の時間短縮につなげ
るTeamsの活用推進、発注業務や日次・月
次の締めなど各事業所で同じ時間帯に行っ
ている業務の集約なども進行しています。
　多くを気付き、改善にトライし、PDCA
を回しながら、全社の業務効率化と生産
性の向上に貢献し、さらには待遇向上に
もつながるよう邁進しています。

ビジネスウェア規程の改定

　2023年3月21日、ビジネスウェア規程
が17年ぶりに改定されました。新たな規
程では「企業人としての良識に委ねる」と
いう考え方を基本とし、名称も「企業人と
して良識のある服装の基準規程」へ変更
されました。現場の実情に応じた柔軟な
運用を可能にするため、営業部や室単位
で細則を定められる仕組みも導入されま
した。社名入りポロシャツやスニーカー
の着用も認められ、実用性と多様性を両
立した内容となっています。改定にあ
たっては社内ワーキンググループによる
提案をもとに取締役会で決定されました。

土曜半日営業の導入と
「働き方改革」

　電気工事店の業態に合わせて土曜日も
終日営業としていた当社は、2023年4月か
ら土曜日の半日営業をスタートしました。
交代制で出勤し、午後を半日有給休暇取
得推奨日としました。これにより、仕事と
私生活の両立がしやすくなり、心身のリ
フレッシュや家族との時間の確保、自己
啓発の機会が増えるなど、より充実した
生活を送ることが可能になりました。
　また、2025年度は年間休日を120日以
上、2026年度からは週休2日制への移行を
決定しました。働く人の満足度や生産性の
向上、定着率の向上といったポジティブな
効果も期待されており、ワークライフバラン
スの向上につながる改革となりました。

男性育休スタート
　
　2024年の日本の出生率は9年連続で減
少し、働き手の確保はますます困難となる
人口オーナス期（※）に入り、企業は働く人
が長く働き続けられる環境づくりが重要と
なっています。これから子育てを始める若
年層の多くが希望する「男性育休」の実現
に向けて、2024年10月から四国4県で「男
性育休共有会」を実施し、男性育休取得へ
の理解と推進の意識醸成を行いました。
2025年には、育休取得中の経済的な不安
を解消するための貸付金制度も用意され、
フォローアップ体制の充実とともに、男性
育休取得が現実となりました。

　このように宮地電機は、働き方改革を
一過性の取り組みとして捉えるのではな
く、時代の変化や多様な価値観に柔軟に
対応しながら、継続的に改善を図ってき
ました。こうした活動や職場の協力もあ
り、2024年度までの男性の育児休暇取得
率は0％でしたが、2025年9月時点では
66.6％になりました。

9年ぶりの全社集会
「Miyaji-COM 2025」開催

　「働く人同士の理解を深めるため、宮
地電機で働く仲間を知る場として、全社
集会を開催したいです。」
　9年ぶりに開催された全社集会は、ある
20代社員のこの言葉から始まりました。そ
して上司の後押しを受けながら文字化さ
れ、2024年末の取締役会を動かしました。
「失敗を恐れず、挑戦する」この言葉を具
現化した行動であり、これからの宮地電
機に欠かせないマインドです。
　2025年に入り、社内有志9名による実
行委員会が結成され、業務の合間を縫っ
て綿密な準備が進められました。
　そして10月24日、高知市の城西館にて
「Miyaji-COM 2025 ～つながる！ひろ
がる！宮地万博！～」が開催されました。
イベントは、宮地電機の新キャラクター
をデザインするグループワークに始ま
り、貴嗣社長の講話、懇親会と続きまし
た。限られた時間の中で相互理解が深ま
り、見事に本来の目的を達成した全社集
会となりました。

宮地電機ヒストリー

　2025年、日本の物流システムは、宅配業者を中心に限界に
達しつつあります。こうした厳しい環境下においても、ライフライ
ンである電気の供給や、復旧に不可欠な電設資材の安定供
給は、社会にとって欠かせない使命です。
　電材販売において四国トップシェアを誇る宮地電機は、その
責務を果たすべく、徳島県吉野川市において、当社初となる
「電材無人店舗」の開設準備を進めています。
　この無人店舗は、得意先の皆様が急ぎで資材を必要とされ
る際に、配送を待つ時間を短縮し、より迅速に必要な資材を調
達できる環境を整えることを目的としています。従来、急な資材
調達にはホームセンターでの現金購入を余儀なくされるケース
もありましたが、無人店舗の導入により、契約価格での購入が
可能となり、コスト面でもメリットを提供できます。
　また、営業担当者の移動時間の削減にもつながることが期
待されます。特に、事業所から遠く離れたエリアを担当する場
合、移動にかかる時間と労力は大きな負担となっていました。こ
うした課題を解消するため、無人店舗の設置が決定されました。
　今回の無人店舗では、約600種類の在庫アイテムを取り扱
う予定です。一般的な電材業者の在庫数の約3,000アイテ
ムと比較すると、コンビニエンス的な位置づけとなりますが、無

人店舗に在庫していないアイテムについては、瀬戸内配送セ
ンターから週5日の供給体制で補完します。
　1号店の設置場所として吉野川市を選定した理由は、徳島
支店から車で約1時間という距離にあり、主要な取引先が複
数存在する地域であることです。近隣にはホームセンターもあ
りますが、当社ならではの品揃えと価格競争力により、より高い
利便性を提供できると考えています。
　本プロジェクトは、玉置支店長と野本営業部長を中心に進
められており、2026年春の開業を目指しています。今後は、経
営管理室や技術センターの専門知識を活かし、部門を超えた
連携体制で、開店に向けた課題解決に取り組みます。

常務取締役　宮地宏明
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※人口オーナス期とは…働く世代（生産年齢人口）が減少し、支える高齢者の割合が増えることで、
　　　　　　　　　　社会全体の負担が重くなる時期。

〈無人店舗イメージ〉



取材協力 ： 

森下昌治様（OB 元流通品質担当室長）

濱田英二（前流通品質担当室長）

戎谷一尚（前瀬戸内配送センター長）

　電材販売業において、豊富な品揃えと
迅速なデリバリー体制は、顧客満足を左
右する重要な要素です。2008年、高知
支店に併設された「みやじ配送センター」
は、各事業所が個別に契約していた定期
便を廃止し、在庫を一元化することで効
率化を図りました。しかし、現場では「在庫
が手元にない不安」が根強く残り、元の体
制に戻る事業所も現れたことで、みやじ
配送センターの役割は次第に曖昧になっ
てゆきました。
　この課題を根本から見直すべく、新た
な物流構想が立ち上がりました。
　「圧倒的な在庫を持ち、必要な材料を一
度に届ける仕組みをつくる」
　この構想は、単なる倉庫の刷新ではあ
りません。南海トラフ巨大地震への備えと

して、四国全域にアクセスしやすい拠点
を確保すること。得意先発注システム「電
材ネット」と連携し、注文から配送までを
一元化すること。物流を“止まらない仕
組み”へと進化させる挑戦でした。

香川・大野原
物流の起点となる地

　新配送センターの候補地として選ば
れたのは、香川県の大野原インター
チェンジ近くです。地震や津波のリスク
が低く、BCP（事業継続計画）の観点か
らも優れた立地であることが決め手とな
りました。
　この場所は、四国の中心に位置し、半
径90km圏内にある7つの事業所へは、車
で1時間半以内に到達できます。つまり、
対面での会議・打ち合わせの場としても
最適な条件であることで、物流の効率化
だけでなく、営業・流通・管理・間接部門
などの連携も自然と増えました。

物流DXの中核となる
自動倉庫

　新センターの最大の特徴は、自動倉
庫の導入です。物流業界最大手の株式
会社ダイフク様の協力を得て、実際に
稼働中の工場を視察した結果、自動倉
庫の導入が決定されました。
　自動倉庫は、電力さえあれば稼働し、
少人数でも出庫できます。さらに、建物
の高さを活かした構造により収納力が
高いという利点があります。
　従来の棚方式と比較した結果、自動
倉庫には必要面積・作業時間・人員と習
熟時間・ランニング費用などの面で大き
なメリットがあり、新配送センターの構
想には不可欠との判断に至りました。
　豊富な品揃えについても、みやじ配送
センターの6,800種類から11,000種類へ
と大幅に増加しました。ABC分析（※）に
よるデータを活用し、品揃えすべき商品
とその適正量を算出したことで、市販需

要の約90％をカバーする体制が整い、
「欲しいものが一度に揃う」ワンストップ
ショッピングの実現に近づいています。

ピッキング精度と
スピードの両立

　倉庫の運用は、専門会社である株式会社
日立物流西日本（現：ロジスティード西日
本株式会社）様に業務を委託しました。導
入されたQRコードによるピッキングシステ
ムは、物流DXの象徴とも言える存在です。
　ピッキングリストからQRコードを読
み取り、端末に表示された商品棚番号
へと誘導することで、移動時間と商品探
索の手間を大幅に削減しています。さら
に、誤出荷防止のために、類似商品を隣
接させない配置の工夫と、検品時の発
見率を高める工夫が施されています。
　これらの取り組みにより、誤出荷率は
0.007％（1万件あたり0.7件）という驚異
的な水準を達成しています。

立地を活かした
デリバリー体制

　瀬戸内配送センターは、半径90km圏
内の7事業所へ直行便を運行していま
す。これにより、受注当日の配送が可能
となり、みやじ配送センターではできな
かったスピード対応が実現しました。
　近年の「2024年問題（※）」により、長
時間労働への制限が課されています
が、最適な運行体制への見直しを定期
的に行い、安全かつ労働時間規制の範
囲内での運行体制を維持しています。
自社で在庫を保有することは、仕入先の
四国内物流拠点が減少する中で、他社
との大きな差別化になっています。

在庫BOOKで
品揃えを見える化

　「何が置いてあるのかわからない」
みやじ配送センター時代に寄せられた
この声が、「在庫BOOK」誕生のきっか
けとなりました。Excel形式の在庫リスト
では伝わりにくかった情報を、写真と説
明を加えたカタログ形式で視覚化しま
した。ターゲットは「電気工事士になっ
て3年くらいの方」です。

　在庫BOOKは、お客様への案内ツー
ルとしてだけでなく、若手社員の育成資
料としても活用されています。「“コン柱
一式”の注文に迷わなくなった」「イラス
ト付きでわかりやすい」といった声が社
内からも上がっています。

得意先様発注サイト
「電材ネット」との連携

　お客様が直接注文できる「電材ネッ
ト」は、24時間利用可能です。価格照会、
在庫照会、過去の発注履歴も確認でき、
営業担当者の負担を減らすことで、より
付加価値の高い業務に時間を使えるよ
うになります。

　瀬戸内配送センター・在庫BOOK・電
材ネット、この三位一体の連携が、物流
DXの核となっています。

災害への備えと
未来への責任

　2025年10月、南海トラフ巨大地震の発生
確率が「60～90％」に見直されました。電気
設備の復旧に必要な在庫を確保すること
は、宮地電機の社会的責務です。また、高
速道路のメンテ工事店様とは災害復旧時
の優先供給契約を締結しています。
　瀬戸内配送センターは、時代に対応
しながら、四国とお客様の安心を支える
物流のあり方を追求し続けています。

「照明を文化に」
彌典前会長の思いが礎に

取材協力 ： 山本行洋様

（OB 元インテリアデザイン担当室長）

照明への情熱が伝播して

　「照明」を宮地電機の強みとする、その
基礎を作ったのは彌典前会長です。中
学生の頃に舞台照明に出合って光に魅
了され、東京電機大学で照明を専攻。東
宮傳先生に師事され、光で世の中を楽
しく、そして美しく彩ることに夢を持ち続
けて来られました。近代照明の歴史は
わずか100年余りですが、彌典前会長は
24歳で照明事業部を立ち上げてから72
歳でお亡くなりになるまでの48年間、
ずっと照明を文化にすべく尽力されまし
た。その情熱を受け継ぎ、夢を追い続け
てきた結果、今の私があります。
　宮地電機に入社したのは本当に偶然
で、家庭の事情で大学進学を諦めざる
を得なくなり、友人と２つの求人案件を
巡ってバトルの結果、私が宮地電機の
就職試験を受けることになりました。試
験を終えて家に帰り着くまでの間に、当
時、株式会社宮地照明の社長だった彌
典前会長がわが家を訪れ、両親に「ぜひ
入社してほしい」との言葉を残していま
した。当時、照明器具とは「明るくする道
具」であり、照明の知識も関心もない私
が知っていたのは家にあったサークラ
インと20Wの蛍光灯くらいでした。
　1976年に入社し、オープンを控えた宮
地照明高松支店に配属になりました。
ショールームの商品展示では彌典前会
長自らの陣頭指揮の中、「3㎝右、5㎝下！」
と指示を受けながら作業を行いました。

そこに吊り下げられた照明器具は、どれ
も美しく個性的な形のものばかりでした。
昼は展示作業をしながら、夜は焼肉で英
気を養いながら、照明についてたくさん
のことを教えてくださり、夢を熱く語って
いただきました。彌典前会長には、多くの
人に光の楽しさと光の感動を知らしめた
い、光とあかりを扱う良い習慣を日本人
の暮らしに根付かせたいという夢があ
り、深い情熱がありました。

インテリアデザイン
担当室の誕生まで

　入社した年に、藤田進元支店長から
「寒川商業建築研究所様に行って、最新
のデザインを勉強しなさい」と言われまし
た。そこで、商業デザイン界を牽引する寒
川登主宰から、「コンセプトデザイン」を徹
底的に叩き込まれました。好き勝手に空
間の色や形、光を決めるのではなく、まず
最初に空間のデザインコンセプトを決め
ることが重要で、それを施主様と共有した
上で空間を創り上げるとすべてうまくゆく
という考えでした。このコンセプトデザイ
ンの考え方は私の核となり、その後に担
当した案件はすべてコンセプトデザイン
を中心に創ってきました。
　私にとって、寒川商業建築研究所様で
の時間はすべてが学びでした。たくさん
の著名な建築家やデザイナー、照明や建
材メーカーが出入りする中で、人のつな
がりを作れたことも財産です。しかし、何

の知識も経験もない若造が、照明設計を
任せてもらえるようになるまでは苦労の
連続でした。勉強に勉強を重ね、ようやく
認めてもらえるようになってから、宮地電
機で建築設計事務所を1軒1軒回って照
明設計の仕事を開拓しました。そして
2006年の経営構造改革【第三創業・
Next30】時に、光のデザインを中心とし
たインテリアデザインの専門部署であ
る、「インテリアデザイン担当室」が設置
され、担当室長を拝命しました。

照明学会で各賞を受賞

　彌典前会長が照明学会の四国支部長
になられ、当社と照明学会の関係は深く
なりました。四国照明賞、照明普及賞な
ど数多くの受賞歴にもつながっていま
す。照明設計の高いノウハウと実績があ
り、社員のほとんどが照明コンサルタン
トの資格を有する会社として、照明メー
カーをも凌ぐレベルだと一目置かれるよ
うになりました。
　当社の照明の仕事は、照明設計から
空間全体のデザインへと変遷し、そして
現在は人を中心としたヒューマンセント
リックデザインで、自動や無線で調色調
光などの照明制御を行うようになりまし
た。私たちは、常に照明の最先端研究や
開発情報に目を向け、どこよりも早く社
会に貢献する空間デザインへと進化を
遂げてきました。
　仕事は、自分がどのように社会貢献
できるかが重要です。社会から必要とさ
れ続けること、社会に認められ続けるこ
と、信頼されて任され続けることが、これ
からの宮地電機にとって必要なことだ
と考えます。そのためには、時代を先ん
じて進化し続けることが大切です。

昼は昼らしく、夜は夜らしく

取材協力 ： 田部 泉

（開発営業部 設計担当部長）

業務課から
照明設計の仕事へ

　照明の仕事を志したきっかけは、学
生時代電気工学科に在籍中、卒業論文
のテーマに照明設計を選んだことに遡
ります。4名の仲間と共同で卒論を仕上
げることになり、1年以上照明設計の研
究に時間を費やしました。卒業後は、四
国に帰って照明の仕事をしたいとの思
いがあり、照明を取り扱う会社を調べた
ところ唯一見つかった宮地照明に入社
しました。
　入社して半年間は業務課に在籍し、
商品の発注や入荷、在庫管理などの業
務を行いつつ、カタログを見てメー
カーや商品を覚えました。その後は、補
佐として先輩の図面作成や照度計算な
どしながら、営業の仕事を覚えてゆき
ました。
　当時、照度計算は限られたメーカー
しか対応しておらず、依頼方法もＦＡＸ
で時間がかかっていたので、私が大学
で学んだ照度計算を行うことでずいぶ
んと時間短縮に貢献できました。
　また、営業担当になった際には、自分
の得意先がなく、帯屋町などの店を1軒1
軒訪問し、ランプのメンテナンスや店舗
改装の照明計画の依頼をいただいてい
ました。そんなお客様との絆を築きなが
ら、将来は店舗、ホテルや施設の照明設
計をやりたいと思っていました。

光のデザインを感じる

　入社年の秋ごろ、メインの取引先だっ
た山田照明本社の新作発表会があり、
彌典前会長に同行させてもらいました。
夜の懇親会後に、彌典前会長と数人で
新宿2丁目のビルの地下にある「サパー
クラブ カッサドール」に連れて行って
いただき、大きな刺激を受けました。照
明は安価な鋼板のペンダント照明で薄
暗い趣のある店内は、倉俣史郎氏が内
装デザインを、壁面の人物の影絵を高
松次郎氏が手掛け、描かれた影絵に実
際の人影が重なり「人と影」を映し出す
光景がとても素敵で印象的でした。そこ
は、杉本貴志さんをはじめとする錚々た
る有名若手デザイナーが集う店と聞き、
それ以来、照明デザインに一段と心を惹
かれるようになりました。また建築や店
舗の設計者が生み出す作品や、その人
そのものに興味を抱き、次々と本を読
み、多くの著名な建物に足を運び、建築
家やデザイナーの講演会にも参加して
話を伺うことでたくさんのことを吸収す
ることができました。
　当時、照明設計は器具の意匠に重きを
置き、平均照度が重視される時代でした

が、この頃から照明計画は光のデザイン
だと感じるようになりました。もともと建築
が好きなので、建物を美しく見せる照明設
計の仕事に一層興味を抱き、いろいろな
建築物と向き合って知見を深めました。

創り出すことの意味を大切に

　一方、空間デザインだけでなく、照明
器具そのもののデザイン・設計を手掛
け、オリジナルの別注品も数多く作って
きました。高知から松山に転勤した当時
はパチンコ店やホテルの仕事がとても
多く、同業者との差別化を狙うためにも
特別な設計と意匠を施した器具の提案
をしました。その頃、一番関心があった
のは光ファイバーです。天井に小さい穴
を空けて光ファイバーを一つひとつ通
してゆく工程は手間はかかりますが、完
成するととてもきれいで印象的なフォル
ムを放ちます。ホテルや病院、葬祭場な
ど数多くの施設に提案し設置しました。
　最近では道後温泉本館の保存修理工
事、寺院、高知城の防災設備工事などの
古建築を保存するプロジェクトでも、別
注品の提案をしました。オリジナルで作
るので労力がかかりますが、通常より多
くの利益が見込めます。手間と時間を省
くために、メーカーの協力も必要です
が、自分でも図面の中身やプロセスを
十分に理解しておくことが大切です。例
えば重量物では、ボルト一本の耐久性
や強度なども考慮する必要があり、より
きめ細かいチェックが大切です。
　また最近ではスタンド照明がメー
カーのラインナップから少なくなりまし
た。そのため気に入る商品が少なく、仮
に気に入った器具があっても高額とな
るケースが多くあります。住宅照明で
は、移動できる照明が必要だと思ってお
り、フレキシブルなスタンド照明の図面
を描いてオリジナルを何台か製作しま
した。メーカーに頼ることなく、要望に応
じた器具の製作ができる当社だからこ
そ、そういう所にも力を入れてゆくべき
だと思います。

時間軸のある照明デザイン

　これからの照明設計はHCL(ヒュー
マン・セントリック・ライティング)の考
え方が当たり前になってきます。人間の
ライフスタイルや時間に合わせて照明
の色や明るさを制御するもので、人を中
心にした照明設計の概念を指します。
これは彌典前会長が言い続けてこられ
た「昼は昼らしく、夜は夜らしく」の考え
方そのものです。私たちが大切にして
培ってきたことに時代が追い付いてき
たのではないでしょうか。
　若い人たちにも継承していただき、
さらなる先に歩みを進めてほしいと思
います。

点す。

業界屈指の在庫量とデリバリー力
「瀬戸内配送センター」新設

点す。

※ABC分析とは…商品や在庫を重要度ごとに複数のグループに分けて管理する方法。当社では商品ごとの出荷
回数や出荷数量から在庫品のランク付けを行い、適正在庫数を算出しています。



取材協力 ： 

森下昌治様（OB 元流通品質担当室長）

濱田英二（前流通品質担当室長）

戎谷一尚（前瀬戸内配送センター長）

　電材販売業において、豊富な品揃えと
迅速なデリバリー体制は、顧客満足を左
右する重要な要素です。2008年、高知
支店に併設された「みやじ配送センター」
は、各事業所が個別に契約していた定期
便を廃止し、在庫を一元化することで効
率化を図りました。しかし、現場では「在庫
が手元にない不安」が根強く残り、元の体
制に戻る事業所も現れたことで、みやじ
配送センターの役割は次第に曖昧になっ
てゆきました。
　この課題を根本から見直すべく、新た
な物流構想が立ち上がりました。
　「圧倒的な在庫を持ち、必要な材料を一
度に届ける仕組みをつくる」
　この構想は、単なる倉庫の刷新ではあ
りません。南海トラフ巨大地震への備えと

して、四国全域にアクセスしやすい拠点
を確保すること。得意先発注システム「電
材ネット」と連携し、注文から配送までを
一元化すること。物流を“止まらない仕
組み”へと進化させる挑戦でした。

香川・大野原
物流の起点となる地

　新配送センターの候補地として選ば
れたのは、香川県の大野原インター
チェンジ近くです。地震や津波のリスク
が低く、BCP（事業継続計画）の観点か
らも優れた立地であることが決め手とな
りました。
　この場所は、四国の中心に位置し、半
径90km圏内にある7つの事業所へは、車
で1時間半以内に到達できます。つまり、
対面での会議・打ち合わせの場としても
最適な条件であることで、物流の効率化
だけでなく、営業・流通・管理・間接部門
などの連携も自然と増えました。

物流DXの中核となる
自動倉庫

　新センターの最大の特徴は、自動倉
庫の導入です。物流業界最大手の株式
会社ダイフク様の協力を得て、実際に
稼働中の工場を視察した結果、自動倉
庫の導入が決定されました。
　自動倉庫は、電力さえあれば稼働し、
少人数でも出庫できます。さらに、建物
の高さを活かした構造により収納力が
高いという利点があります。
　従来の棚方式と比較した結果、自動
倉庫には必要面積・作業時間・人員と習
熟時間・ランニング費用などの面で大き
なメリットがあり、新配送センターの構
想には不可欠との判断に至りました。
　豊富な品揃えについても、みやじ配送
センターの6,800種類から11,000種類へ
と大幅に増加しました。ABC分析（※）に
よるデータを活用し、品揃えすべき商品
とその適正量を算出したことで、市販需

要の約90％をカバーする体制が整い、
「欲しいものが一度に揃う」ワンストップ
ショッピングの実現に近づいています。

ピッキング精度と
スピードの両立

　倉庫の運用は、専門会社である株式会社
日立物流西日本（現：ロジスティード西日
本株式会社）様に業務を委託しました。導
入されたQRコードによるピッキングシステ
ムは、物流DXの象徴とも言える存在です。
　ピッキングリストからQRコードを読
み取り、端末に表示された商品棚番号
へと誘導することで、移動時間と商品探
索の手間を大幅に削減しています。さら
に、誤出荷防止のために、類似商品を隣
接させない配置の工夫と、検品時の発
見率を高める工夫が施されています。
　これらの取り組みにより、誤出荷率は
0.007％（1万件あたり0.7件）という驚異
的な水準を達成しています。

立地を活かした
デリバリー体制

　瀬戸内配送センターは、半径90km圏
内の7事業所へ直行便を運行していま
す。これにより、受注当日の配送が可能
となり、みやじ配送センターではできな
かったスピード対応が実現しました。
　近年の「2024年問題（※）」により、長
時間労働への制限が課されています
が、最適な運行体制への見直しを定期
的に行い、安全かつ労働時間規制の範
囲内での運行体制を維持しています。
自社で在庫を保有することは、仕入先の
四国内物流拠点が減少する中で、他社
との大きな差別化になっています。

在庫BOOKで
品揃えを見える化

　「何が置いてあるのかわからない」
みやじ配送センター時代に寄せられた
この声が、「在庫BOOK」誕生のきっか
けとなりました。Excel形式の在庫リスト
では伝わりにくかった情報を、写真と説
明を加えたカタログ形式で視覚化しま
した。ターゲットは「電気工事士になっ
て3年くらいの方」です。

　在庫BOOKは、お客様への案内ツー
ルとしてだけでなく、若手社員の育成資
料としても活用されています。「“コン柱
一式”の注文に迷わなくなった」「イラス
ト付きでわかりやすい」といった声が社
内からも上がっています。

得意先様発注サイト
「電材ネット」との連携

　お客様が直接注文できる「電材ネッ
ト」は、24時間利用可能です。価格照会、
在庫照会、過去の発注履歴も確認でき、
営業担当者の負担を減らすことで、より
付加価値の高い業務に時間を使えるよ
うになります。

　瀬戸内配送センター・在庫BOOK・電
材ネット、この三位一体の連携が、物流
DXの核となっています。

災害への備えと
未来への責任

　2025年10月、南海トラフ巨大地震の発生
確率が「60～90％」に見直されました。電気
設備の復旧に必要な在庫を確保すること
は、宮地電機の社会的責務です。また、高
速道路のメンテ工事店様とは災害復旧時
の優先供給契約を締結しています。
　瀬戸内配送センターは、時代に対応
しながら、四国とお客様の安心を支える
物流のあり方を追求し続けています。

「照明を文化に」
彌典前会長の思いが礎に

取材協力 ： 山本行洋様

（OB 元インテリアデザイン担当室長）

照明への情熱が伝播して

　「照明」を宮地電機の強みとする、その
基礎を作ったのは彌典前会長です。中
学生の頃に舞台照明に出合って光に魅
了され、東京電機大学で照明を専攻。東
宮傳先生に師事され、光で世の中を楽
しく、そして美しく彩ることに夢を持ち続
けて来られました。近代照明の歴史は
わずか100年余りですが、彌典前会長は
24歳で照明事業部を立ち上げてから72
歳でお亡くなりになるまでの48年間、
ずっと照明を文化にすべく尽力されまし
た。その情熱を受け継ぎ、夢を追い続け
てきた結果、今の私があります。
　宮地電機に入社したのは本当に偶然
で、家庭の事情で大学進学を諦めざる
を得なくなり、友人と２つの求人案件を
巡ってバトルの結果、私が宮地電機の
就職試験を受けることになりました。試
験を終えて家に帰り着くまでの間に、当
時、株式会社宮地照明の社長だった彌
典前会長がわが家を訪れ、両親に「ぜひ
入社してほしい」との言葉を残していま
した。当時、照明器具とは「明るくする道
具」であり、照明の知識も関心もない私
が知っていたのは家にあったサークラ
インと20Wの蛍光灯くらいでした。
　1976年に入社し、オープンを控えた宮
地照明高松支店に配属になりました。
ショールームの商品展示では彌典前会
長自らの陣頭指揮の中、「3㎝右、5㎝下！」
と指示を受けながら作業を行いました。

そこに吊り下げられた照明器具は、どれ
も美しく個性的な形のものばかりでした。
昼は展示作業をしながら、夜は焼肉で英
気を養いながら、照明についてたくさん
のことを教えてくださり、夢を熱く語って
いただきました。彌典前会長には、多くの
人に光の楽しさと光の感動を知らしめた
い、光とあかりを扱う良い習慣を日本人
の暮らしに根付かせたいという夢があ
り、深い情熱がありました。

インテリアデザイン
担当室の誕生まで

　入社した年に、藤田進元支店長から
「寒川商業建築研究所様に行って、最新
のデザインを勉強しなさい」と言われまし
た。そこで、商業デザイン界を牽引する寒
川登主宰から、「コンセプトデザイン」を徹
底的に叩き込まれました。好き勝手に空
間の色や形、光を決めるのではなく、まず
最初に空間のデザインコンセプトを決め
ることが重要で、それを施主様と共有した
上で空間を創り上げるとすべてうまくゆく
という考えでした。このコンセプトデザイ
ンの考え方は私の核となり、その後に担
当した案件はすべてコンセプトデザイン
を中心に創ってきました。
　私にとって、寒川商業建築研究所様で
の時間はすべてが学びでした。たくさん
の著名な建築家やデザイナー、照明や建
材メーカーが出入りする中で、人のつな
がりを作れたことも財産です。しかし、何

の知識も経験もない若造が、照明設計を
任せてもらえるようになるまでは苦労の
連続でした。勉強に勉強を重ね、ようやく
認めてもらえるようになってから、宮地電
機で建築設計事務所を1軒1軒回って照
明設計の仕事を開拓しました。そして
2006年の経営構造改革【第三創業・
Next30】時に、光のデザインを中心とし
たインテリアデザインの専門部署であ
る、「インテリアデザイン担当室」が設置
され、担当室長を拝命しました。

照明学会で各賞を受賞

　彌典前会長が照明学会の四国支部長
になられ、当社と照明学会の関係は深く
なりました。四国照明賞、照明普及賞な
ど数多くの受賞歴にもつながっていま
す。照明設計の高いノウハウと実績があ
り、社員のほとんどが照明コンサルタン
トの資格を有する会社として、照明メー
カーをも凌ぐレベルだと一目置かれるよ
うになりました。
　当社の照明の仕事は、照明設計から
空間全体のデザインへと変遷し、そして
現在は人を中心としたヒューマンセント
リックデザインで、自動や無線で調色調
光などの照明制御を行うようになりまし
た。私たちは、常に照明の最先端研究や
開発情報に目を向け、どこよりも早く社
会に貢献する空間デザインへと進化を
遂げてきました。
　仕事は、自分がどのように社会貢献
できるかが重要です。社会から必要とさ
れ続けること、社会に認められ続けるこ
と、信頼されて任され続けることが、これ
からの宮地電機にとって必要なことだ
と考えます。そのためには、時代を先ん
じて進化し続けることが大切です。

昼は昼らしく、夜は夜らしく

取材協力 ： 田部 泉

（開発営業部 設計担当部長）

業務課から
照明設計の仕事へ

　照明の仕事を志したきっかけは、学
生時代電気工学科に在籍中、卒業論文
のテーマに照明設計を選んだことに遡
ります。4名の仲間と共同で卒論を仕上
げることになり、1年以上照明設計の研
究に時間を費やしました。卒業後は、四
国に帰って照明の仕事をしたいとの思
いがあり、照明を取り扱う会社を調べた
ところ唯一見つかった宮地照明に入社
しました。
　入社して半年間は業務課に在籍し、
商品の発注や入荷、在庫管理などの業
務を行いつつ、カタログを見てメー
カーや商品を覚えました。その後は、補
佐として先輩の図面作成や照度計算な
どしながら、営業の仕事を覚えてゆき
ました。
　当時、照度計算は限られたメーカー
しか対応しておらず、依頼方法もＦＡＸ
で時間がかかっていたので、私が大学
で学んだ照度計算を行うことでずいぶ
んと時間短縮に貢献できました。
　また、営業担当になった際には、自分
の得意先がなく、帯屋町などの店を1軒1
軒訪問し、ランプのメンテナンスや店舗
改装の照明計画の依頼をいただいてい
ました。そんなお客様との絆を築きなが
ら、将来は店舗、ホテルや施設の照明設
計をやりたいと思っていました。

光のデザインを感じる

　入社年の秋ごろ、メインの取引先だっ
た山田照明本社の新作発表会があり、
彌典前会長に同行させてもらいました。
夜の懇親会後に、彌典前会長と数人で
新宿2丁目のビルの地下にある「サパー
クラブ カッサドール」に連れて行って
いただき、大きな刺激を受けました。照
明は安価な鋼板のペンダント照明で薄
暗い趣のある店内は、倉俣史郎氏が内
装デザインを、壁面の人物の影絵を高
松次郎氏が手掛け、描かれた影絵に実
際の人影が重なり「人と影」を映し出す
光景がとても素敵で印象的でした。そこ
は、杉本貴志さんをはじめとする錚々た
る有名若手デザイナーが集う店と聞き、
それ以来、照明デザインに一段と心を惹
かれるようになりました。また建築や店
舗の設計者が生み出す作品や、その人
そのものに興味を抱き、次々と本を読
み、多くの著名な建物に足を運び、建築
家やデザイナーの講演会にも参加して
話を伺うことでたくさんのことを吸収す
ることができました。
　当時、照明設計は器具の意匠に重きを
置き、平均照度が重視される時代でした

が、この頃から照明計画は光のデザイン
だと感じるようになりました。もともと建築
が好きなので、建物を美しく見せる照明設
計の仕事に一層興味を抱き、いろいろな
建築物と向き合って知見を深めました。

創り出すことの意味を大切に

　一方、空間デザインだけでなく、照明
器具そのもののデザイン・設計を手掛
け、オリジナルの別注品も数多く作って
きました。高知から松山に転勤した当時
はパチンコ店やホテルの仕事がとても
多く、同業者との差別化を狙うためにも
特別な設計と意匠を施した器具の提案
をしました。その頃、一番関心があった
のは光ファイバーです。天井に小さい穴
を空けて光ファイバーを一つひとつ通
してゆく工程は手間はかかりますが、完
成するととてもきれいで印象的なフォル
ムを放ちます。ホテルや病院、葬祭場な
ど数多くの施設に提案し設置しました。
　最近では道後温泉本館の保存修理工
事、寺院、高知城の防災設備工事などの
古建築を保存するプロジェクトでも、別
注品の提案をしました。オリジナルで作
るので労力がかかりますが、通常より多
くの利益が見込めます。手間と時間を省
くために、メーカーの協力も必要です
が、自分でも図面の中身やプロセスを
十分に理解しておくことが大切です。例
えば重量物では、ボルト一本の耐久性
や強度なども考慮する必要があり、より
きめ細かいチェックが大切です。
　また最近ではスタンド照明がメー
カーのラインナップから少なくなりまし
た。そのため気に入る商品が少なく、仮
に気に入った器具があっても高額とな
るケースが多くあります。住宅照明で
は、移動できる照明が必要だと思ってお
り、フレキシブルなスタンド照明の図面
を描いてオリジナルを何台か製作しま
した。メーカーに頼ることなく、要望に応
じた器具の製作ができる当社だからこ
そ、そういう所にも力を入れてゆくべき
だと思います。

時間軸のある照明デザイン

　これからの照明設計はHCL(ヒュー
マン・セントリック・ライティング)の考
え方が当たり前になってきます。人間の
ライフスタイルや時間に合わせて照明
の色や明るさを制御するもので、人を中
心にした照明設計の概念を指します。
これは彌典前会長が言い続けてこられ
た「昼は昼らしく、夜は夜らしく」の考え
方そのものです。私たちが大切にして
培ってきたことに時代が追い付いてき
たのではないでしょうか。
　若い人たちにも継承していただき、
さらなる先に歩みを進めてほしいと思
います。

　当社は2019年10月、南海トラフ巨大地震などの大規模災害に備え、四国銀行様と
「震災時コミットメントライン」を締結しました。これは、震災発生時に予め決めている当社
の6名の誰かから四国銀行様の6名の誰かに電話することで、即座に資金を調達できる
仕組みです。
　震災直後の混乱の中でも、給与支払いや仕入先への対応を滞りなく行うためには、
事前の備えが不可欠です。そして当社は、電気設備資材の販売を中核事業としており、
地域インフラの維持に深く関わっています。災害時においても、社会的責任を果たし、事
業を止めない体制を整えることが使命です。
コミットメントラインの締結は、その姿勢を明
確に示すものです。また、当社が一定以上
の信用力と経営規模を有していることの証
でもあります。
　今後も、災害に強い企業体制の構築を
進め、地域とともに歩む企業としての責任を
果たしてゆきます。

震災時コミットメントラインの締結

　2018年、宮地電機は経済産業省より「地域未来牽引企業」に認定されました。この
制度は、地域経済の中心的な担い手として、今後の成長が期待される企業に与えられる
ものです。認定の取得目的は、次の2点です。

・社内に事業の価値と責任を再認識していただくこと。
・国の認定企業という企業ブランドの向上と信用力の強化。

　申請にあたっては、計画に着手していた「瀬戸内配送センターを活用した電材品輸送
プロジェクト」をテーマの中核に掲げました。そして第一ステップとして設置場所である香
川県の地域経済牽引事業計画への承認申請を行い、無事に承認を得ることができまし
た。続いて経済産業省への申請では、1/100模型を作成するなど、万全の準備を整えた
結果、認定を受けることができました。
　この認定により、税制面での優遇など経営上のメリットもありましたが、最大の成果は
企業価値の向上です。地域の特性を活かし、高い付加価値を創出することで、地域経済
への波及効果を生み出す企業として、これからもその責務に真摯に向き合い、皆さまと共
に未来を築いてまいります。

「地域未来牽引企業」の認可取得

地域住民としての企業のあり方

点す。

※2024年問題とは…物流業界での時間外労働規制により、人手不足や配送遅延が懸念される問題。

常務取締役 岡﨑強志

右：森下昌治様
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のことを教えてくださり、夢を熱く語って
いただきました。彌典前会長には、多くの
人に光の楽しさと光の感動を知らしめた
い、光とあかりを扱う良い習慣を日本人
の暮らしに根付かせたいという夢があ
り、深い情熱がありました。

インテリアデザイン
担当室の誕生まで

　入社した年に、藤田進元支店長から
「寒川商業建築研究所様に行って、最新
のデザインを勉強しなさい」と言われまし
た。そこで、商業デザイン界を牽引する寒
川登主宰から、「コンセプトデザイン」を徹
底的に叩き込まれました。好き勝手に空
間の色や形、光を決めるのではなく、まず
最初に空間のデザインコンセプトを決め
ることが重要で、それを施主様と共有した
上で空間を創り上げるとすべてうまくゆく
という考えでした。このコンセプトデザイ
ンの考え方は私の核となり、その後に担
当した案件はすべてコンセプトデザイン
を中心に創ってきました。
　私にとって、寒川商業建築研究所様で
の時間はすべてが学びでした。たくさん
の著名な建築家やデザイナー、照明や建
材メーカーが出入りする中で、人のつな
がりを作れたことも財産です。しかし、何

の知識も経験もない若造が、照明設計を
任せてもらえるようになるまでは苦労の
連続でした。勉強に勉強を重ね、ようやく
認めてもらえるようになってから、宮地電
機で建築設計事務所を1軒1軒回って照
明設計の仕事を開拓しました。そして
2006年の経営構造改革【第三創業・
Next30】時に、光のデザインを中心とし
たインテリアデザインの専門部署であ
る、「インテリアデザイン担当室」が設置
され、担当室長を拝命しました。

照明学会で各賞を受賞

　彌典前会長が照明学会の四国支部長
になられ、当社と照明学会の関係は深く
なりました。四国照明賞、照明普及賞な
ど数多くの受賞歴にもつながっていま
す。照明設計の高いノウハウと実績があ
り、社員のほとんどが照明コンサルタン
トの資格を有する会社として、照明メー
カーをも凌ぐレベルだと一目置かれるよ
うになりました。
　当社の照明の仕事は、照明設計から
空間全体のデザインへと変遷し、そして
現在は人を中心としたヒューマンセント
リックデザインで、自動や無線で調色調
光などの照明制御を行うようになりまし
た。私たちは、常に照明の最先端研究や
開発情報に目を向け、どこよりも早く社
会に貢献する空間デザインへと進化を
遂げてきました。
　仕事は、自分がどのように社会貢献
できるかが重要です。社会から必要とさ
れ続けること、社会に認められ続けるこ
と、信頼されて任され続けることが、これ
からの宮地電機にとって必要なことだ
と考えます。そのためには、時代を先ん
じて進化し続けることが大切です。

昼は昼らしく、夜は夜らしく

取材協力 ： 田部 泉

（開発営業部 設計担当部長）

業務課から
照明設計の仕事へ

　照明の仕事を志したきっかけは、学
生時代電気工学科に在籍中、卒業論文
のテーマに照明設計を選んだことに遡
ります。4名の仲間と共同で卒論を仕上
げることになり、1年以上照明設計の研
究に時間を費やしました。卒業後は、四
国に帰って照明の仕事をしたいとの思
いがあり、照明を取り扱う会社を調べた
ところ唯一見つかった宮地照明に入社
しました。
　入社して半年間は業務課に在籍し、
商品の発注や入荷、在庫管理などの業
務を行いつつ、カタログを見てメー
カーや商品を覚えました。その後は、補
佐として先輩の図面作成や照度計算な
どしながら、営業の仕事を覚えてゆき
ました。
　当時、照度計算は限られたメーカー
しか対応しておらず、依頼方法もＦＡＸ
で時間がかかっていたので、私が大学
で学んだ照度計算を行うことでずいぶ
んと時間短縮に貢献できました。
　また、営業担当になった際には、自分
の得意先がなく、帯屋町などの店を1軒1
軒訪問し、ランプのメンテナンスや店舗
改装の照明計画の依頼をいただいてい
ました。そんなお客様との絆を築きなが
ら、将来は店舗、ホテルや施設の照明設
計をやりたいと思っていました。

光のデザインを感じる

　入社年の秋ごろ、メインの取引先だっ
た山田照明本社の新作発表会があり、
彌典前会長に同行させてもらいました。
夜の懇親会後に、彌典前会長と数人で
新宿2丁目のビルの地下にある「サパー
クラブ カッサドール」に連れて行って
いただき、大きな刺激を受けました。照
明は安価な鋼板のペンダント照明で薄
暗い趣のある店内は、倉俣史郎氏が内
装デザインを、壁面の人物の影絵を高
松次郎氏が手掛け、描かれた影絵に実
際の人影が重なり「人と影」を映し出す
光景がとても素敵で印象的でした。そこ
は、杉本貴志さんをはじめとする錚々た
る有名若手デザイナーが集う店と聞き、
それ以来、照明デザインに一段と心を惹
かれるようになりました。また建築や店
舗の設計者が生み出す作品や、その人
そのものに興味を抱き、次々と本を読
み、多くの著名な建物に足を運び、建築
家やデザイナーの講演会にも参加して
話を伺うことでたくさんのことを吸収す
ることができました。
　当時、照明設計は器具の意匠に重きを
置き、平均照度が重視される時代でした

が、この頃から照明計画は光のデザイン
だと感じるようになりました。もともと建築
が好きなので、建物を美しく見せる照明設
計の仕事に一層興味を抱き、いろいろな
建築物と向き合って知見を深めました。

創り出すことの意味を大切に

　一方、空間デザインだけでなく、照明
器具そのもののデザイン・設計を手掛
け、オリジナルの別注品も数多く作って
きました。高知から松山に転勤した当時
はパチンコ店やホテルの仕事がとても
多く、同業者との差別化を狙うためにも
特別な設計と意匠を施した器具の提案
をしました。その頃、一番関心があった
のは光ファイバーです。天井に小さい穴
を空けて光ファイバーを一つひとつ通
してゆく工程は手間はかかりますが、完
成するととてもきれいで印象的なフォル
ムを放ちます。ホテルや病院、葬祭場な
ど数多くの施設に提案し設置しました。
　最近では道後温泉本館の保存修理工
事、寺院、高知城の防災設備工事などの
古建築を保存するプロジェクトでも、別
注品の提案をしました。オリジナルで作
るので労力がかかりますが、通常より多
くの利益が見込めます。手間と時間を省
くために、メーカーの協力も必要です
が、自分でも図面の中身やプロセスを
十分に理解しておくことが大切です。例
えば重量物では、ボルト一本の耐久性
や強度なども考慮する必要があり、より
きめ細かいチェックが大切です。
　また最近ではスタンド照明がメー
カーのラインナップから少なくなりまし
た。そのため気に入る商品が少なく、仮
に気に入った器具があっても高額とな
るケースが多くあります。住宅照明で
は、移動できる照明が必要だと思ってお
り、フレキシブルなスタンド照明の図面
を描いてオリジナルを何台か製作しま
した。メーカーに頼ることなく、要望に応
じた器具の製作ができる当社だからこ
そ、そういう所にも力を入れてゆくべき
だと思います。

時間軸のある照明デザイン

　これからの照明設計はHCL(ヒュー
マン・セントリック・ライティング)の考
え方が当たり前になってきます。人間の
ライフスタイルや時間に合わせて照明
の色や明るさを制御するもので、人を中
心にした照明設計の概念を指します。
これは彌典前会長が言い続けてこられ
た「昼は昼らしく、夜は夜らしく」の考え
方そのものです。私たちが大切にして
培ってきたことに時代が追い付いてき
たのではないでしょうか。
　若い人たちにも継承していただき、
さらなる先に歩みを進めてほしいと思
います。

中央：山本行洋様
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「照明を文化に」
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が、自分でも図面の中身やプロセスを
十分に理解しておくことが大切です。例
えば重量物では、ボルト一本の耐久性
や強度なども考慮する必要があり、より
きめ細かいチェックが大切です。
　また最近ではスタンド照明がメー
カーのラインナップから少なくなりまし
た。そのため気に入る商品が少なく、仮
に気に入った器具があっても高額とな
るケースが多くあります。住宅照明で
は、移動できる照明が必要だと思ってお
り、フレキシブルなスタンド照明の図面
を描いてオリジナルを何台か製作しま
した。メーカーに頼ることなく、要望に応
じた器具の製作ができる当社だからこ
そ、そういう所にも力を入れてゆくべき
だと思います。

時間軸のある照明デザイン

　これからの照明設計はHCL(ヒュー
マン・セントリック・ライティング)の考
え方が当たり前になってきます。人間の
ライフスタイルや時間に合わせて照明
の色や明るさを制御するもので、人を中
心にした照明設計の概念を指します。
これは彌典前会長が言い続けてこられ
た「昼は昼らしく、夜は夜らしく」の考え
方そのものです。私たちが大切にして
培ってきたことに時代が追い付いてき
たのではないでしょうか。
　若い人たちにも継承していただき、
さらなる先に歩みを進めてほしいと思
います。

照らす。

設計：大野順作建築研究所  撮影：北村 徹

そう　そう



「照明を文化に」
彌典前会長の思いが礎に

取材協力 ： 山本行洋様

（OB 元インテリアデザイン担当室長）

照明への情熱が伝播して

　「照明」を宮地電機の強みとする、その
基礎を作ったのは彌典前会長です。中
学生の頃に舞台照明に出合って光に魅
了され、東京電機大学で照明を専攻。東
宮傳先生に師事され、光で世の中を楽
しく、そして美しく彩ることに夢を持ち続
けて来られました。近代照明の歴史は
わずか100年余りですが、彌典前会長は
24歳で照明事業部を立ち上げてから72
歳でお亡くなりになるまでの48年間、
ずっと照明を文化にすべく尽力されまし
た。その情熱を受け継ぎ、夢を追い続け
てきた結果、今の私があります。
　宮地電機に入社したのは本当に偶然
で、家庭の事情で大学進学を諦めざる
を得なくなり、友人と２つの求人案件を
巡ってバトルの結果、私が宮地電機の
就職試験を受けることになりました。試
験を終えて家に帰り着くまでの間に、当
時、株式会社宮地照明の社長だった彌
典前会長がわが家を訪れ、両親に「ぜひ
入社してほしい」との言葉を残していま
した。当時、照明器具とは「明るくする道
具」であり、照明の知識も関心もない私
が知っていたのは家にあったサークラ
インと20Wの蛍光灯くらいでした。
　1976年に入社し、オープンを控えた宮
地照明高松支店に配属になりました。
ショールームの商品展示では彌典前会
長自らの陣頭指揮の中、「3㎝右、5㎝下！」
と指示を受けながら作業を行いました。

そこに吊り下げられた照明器具は、どれ
も美しく個性的な形のものばかりでした。
昼は展示作業をしながら、夜は焼肉で英
気を養いながら、照明についてたくさん
のことを教えてくださり、夢を熱く語って
いただきました。彌典前会長には、多くの
人に光の楽しさと光の感動を知らしめた
い、光とあかりを扱う良い習慣を日本人
の暮らしに根付かせたいという夢があ
り、深い情熱がありました。

インテリアデザイン
担当室の誕生まで

　入社した年に、藤田進元支店長から
「寒川商業建築研究所様に行って、最新
のデザインを勉強しなさい」と言われまし
た。そこで、商業デザイン界を牽引する寒
川登主宰から、「コンセプトデザイン」を徹
底的に叩き込まれました。好き勝手に空
間の色や形、光を決めるのではなく、まず
最初に空間のデザインコンセプトを決め
ることが重要で、それを施主様と共有した
上で空間を創り上げるとすべてうまくゆく
という考えでした。このコンセプトデザイ
ンの考え方は私の核となり、その後に担
当した案件はすべてコンセプトデザイン
を中心に創ってきました。
　私にとって、寒川商業建築研究所様で
の時間はすべてが学びでした。たくさん
の著名な建築家やデザイナー、照明や建
材メーカーが出入りする中で、人のつな
がりを作れたことも財産です。しかし、何

の知識も経験もない若造が、照明設計を
任せてもらえるようになるまでは苦労の
連続でした。勉強に勉強を重ね、ようやく
認めてもらえるようになってから、宮地電
機で建築設計事務所を1軒1軒回って照
明設計の仕事を開拓しました。そして
2006年の経営構造改革【第三創業・
Next30】時に、光のデザインを中心とし
たインテリアデザインの専門部署であ
る、「インテリアデザイン担当室」が設置
され、担当室長を拝命しました。

照明学会で各賞を受賞

　彌典前会長が照明学会の四国支部長
になられ、当社と照明学会の関係は深く
なりました。四国照明賞、照明普及賞な
ど数多くの受賞歴にもつながっていま
す。照明設計の高いノウハウと実績があ
り、社員のほとんどが照明コンサルタン
トの資格を有する会社として、照明メー
カーをも凌ぐレベルだと一目置かれるよ
うになりました。
　当社の照明の仕事は、照明設計から
空間全体のデザインへと変遷し、そして
現在は人を中心としたヒューマンセント
リックデザインで、自動や無線で調色調
光などの照明制御を行うようになりまし
た。私たちは、常に照明の最先端研究や
開発情報に目を向け、どこよりも早く社
会に貢献する空間デザインへと進化を
遂げてきました。
　仕事は、自分がどのように社会貢献
できるかが重要です。社会から必要とさ
れ続けること、社会に認められ続けるこ
と、信頼されて任され続けることが、これ
からの宮地電機にとって必要なことだ
と考えます。そのためには、時代を先ん
じて進化し続けることが大切です。

昼は昼らしく、夜は夜らしく

取材協力 ： 田部 泉

（開発営業部 設計担当部長）

業務課から
照明設計の仕事へ

　照明の仕事を志したきっかけは、学
生時代電気工学科に在籍中、卒業論文
のテーマに照明設計を選んだことに遡
ります。4名の仲間と共同で卒論を仕上
げることになり、1年以上照明設計の研
究に時間を費やしました。卒業後は、四
国に帰って照明の仕事をしたいとの思
いがあり、照明を取り扱う会社を調べた
ところ唯一見つかった宮地照明に入社
しました。
　入社して半年間は業務課に在籍し、
商品の発注や入荷、在庫管理などの業
務を行いつつ、カタログを見てメー
カーや商品を覚えました。その後は、補
佐として先輩の図面作成や照度計算な
どしながら、営業の仕事を覚えてゆき
ました。
　当時、照度計算は限られたメーカー
しか対応しておらず、依頼方法もＦＡＸ
で時間がかかっていたので、私が大学
で学んだ照度計算を行うことでずいぶ
んと時間短縮に貢献できました。
　また、営業担当になった際には、自分
の得意先がなく、帯屋町などの店を1軒1
軒訪問し、ランプのメンテナンスや店舗
改装の照明計画の依頼をいただいてい
ました。そんなお客様との絆を築きなが
ら、将来は店舗、ホテルや施設の照明設
計をやりたいと思っていました。

光のデザインを感じる

　入社年の秋ごろ、メインの取引先だっ
た山田照明本社の新作発表会があり、
彌典前会長に同行させてもらいました。
夜の懇親会後に、彌典前会長と数人で
新宿2丁目のビルの地下にある「サパー
クラブ カッサドール」に連れて行って
いただき、大きな刺激を受けました。照
明は安価な鋼板のペンダント照明で薄
暗い趣のある店内は、倉俣史郎氏が内
装デザインを、壁面の人物の影絵を高
松次郎氏が手掛け、描かれた影絵に実
際の人影が重なり「人と影」を映し出す
光景がとても素敵で印象的でした。そこ
は、杉本貴志さんをはじめとする錚々た
る有名若手デザイナーが集う店と聞き、
それ以来、照明デザインに一段と心を惹
かれるようになりました。また建築や店
舗の設計者が生み出す作品や、その人
そのものに興味を抱き、次々と本を読
み、多くの著名な建物に足を運び、建築
家やデザイナーの講演会にも参加して
話を伺うことでたくさんのことを吸収す
ることができました。
　当時、照明設計は器具の意匠に重きを
置き、平均照度が重視される時代でした

が、この頃から照明計画は光のデザイン
だと感じるようになりました。もともと建築
が好きなので、建物を美しく見せる照明設
計の仕事に一層興味を抱き、いろいろな
建築物と向き合って知見を深めました。

創り出すことの意味を大切に

　一方、空間デザインだけでなく、照明
器具そのもののデザイン・設計を手掛
け、オリジナルの別注品も数多く作って
きました。高知から松山に転勤した当時
はパチンコ店やホテルの仕事がとても
多く、同業者との差別化を狙うためにも
特別な設計と意匠を施した器具の提案
をしました。その頃、一番関心があった
のは光ファイバーです。天井に小さい穴
を空けて光ファイバーを一つひとつ通
してゆく工程は手間はかかりますが、完
成するととてもきれいで印象的なフォル
ムを放ちます。ホテルや病院、葬祭場な
ど数多くの施設に提案し設置しました。
　最近では道後温泉本館の保存修理工
事、寺院、高知城の防災設備工事などの
古建築を保存するプロジェクトでも、別
注品の提案をしました。オリジナルで作
るので労力がかかりますが、通常より多
くの利益が見込めます。手間と時間を省
くために、メーカーの協力も必要です
が、自分でも図面の中身やプロセスを
十分に理解しておくことが大切です。例
えば重量物では、ボルト一本の耐久性
や強度なども考慮する必要があり、より
きめ細かいチェックが大切です。
　また最近ではスタンド照明がメー
カーのラインナップから少なくなりまし
た。そのため気に入る商品が少なく、仮
に気に入った器具があっても高額とな
るケースが多くあります。住宅照明で
は、移動できる照明が必要だと思ってお
り、フレキシブルなスタンド照明の図面
を描いてオリジナルを何台か製作しま
した。メーカーに頼ることなく、要望に応
じた器具の製作ができる当社だからこ
そ、そういう所にも力を入れてゆくべき
だと思います。

時間軸のある照明デザイン

　これからの照明設計はHCL(ヒュー
マン・セントリック・ライティング)の考
え方が当たり前になってきます。人間の
ライフスタイルや時間に合わせて照明
の色や明るさを制御するもので、人を中
心にした照明設計の概念を指します。
これは彌典前会長が言い続けてこられ
た「昼は昼らしく、夜は夜らしく」の考え
方そのものです。私たちが大切にして
培ってきたことに時代が追い付いてき
たのではないでしょうか。
　若い人たちにも継承していただき、
さらなる先に歩みを進めてほしいと思
います。

EMS導入のきっかけ

　2011年の東日本大震災をきっかけに、
省エネルギーは日本全体の課題となり、
省エネ製品の需要が急速に高まりました。
こうした中、宮地電機では当時のファクト
リー営業部を中心に、エネルギー関連の
新たなビジネスを模索し始めました。
　2014年、「琵琶湖メッセ」で出会ったの
が、エネルギーの使用状況を「見える化」
する「カンデマ」でした。これは、滋賀特機
グループの東洋エンジニア株式会社様が
開発したもので、すでにビルや工場単位で
のエネルギー管理を実現していました。
　当時、宮地電機ではエネルギーモニ
ターを1～2台設置している段階で、他社
の先進的な取り組みに衝撃を受け、「こ
れからの時代に必要なのは、こうした技
術だ」と感じたことで、進むべき方向性が
明確になりました。翌年、再び訪れた琵

琶湖メッセでは、「カンデマ」の技術がさ
らに進化しており、「これ以上の遅れを
取ってはいけない」との思いから、東洋
エンジニア様に直接アプローチしまし
た。徳島支店へのカンデマ導入を依頼
し、これがEMS（エネルギーマネジメン
トシステム）導入の第一歩となりました。
　導入後は、ファクトリー営業部を中心
に旧徳島支店のEMS化に取り組みまし
たが、既存設備の回路が複雑で計測点
も限られていたため、十分な成果を得る
には至りませんでした。そこで、築後年
数が浅い松山支店にも「カンデマ」を導
入し、現場での経験を通じてノウハウを
蓄積してゆきました。
　この取り組みを支えたのが、経営管
理室が携わった遠隔接続の確認システ
ムです。回路調査からメーター設置、接
続確認までをすべて自社で完結できた
ことは、大きな自信につながりました。

　さらに、エネルギーの「見える化」を全
社で共有するため、エネビジュアライザ
の導入も進行。松山支店と徳島支店の
電力使用状況を相互に確認できる体制
から始まり、後には西讃営業所も含めた
エネルギー管理が可能となりました。
　こうした取り組みにより、宮地電機で
は「見える化」にとどまらず、デマンド制
御や遠隔監視・制御といった高度なエ
ネルギーマネジメントを自社で施工・運
用できる体制を築くに至りました。

技術力を育てるための一歩

　エネルギーマネジメント事業を本格展
開する中で課題となったのが、PLC（※）
に関する知識と技術の不足でした。松山
支店にカンデマを導入した際、プログラ
ミングの重要性を痛感し、社内でPLC研
修を実施したものの、実践には不十分
で、指導できる人財もいない状況でした。
　滋賀特機株式会社様の担当者との会
話をきっかけに、より専門的な知識を持
つ人財の必要性が明確となり、宮地電
機として初めての出向を決断。若手社
員を1名、1年間、同社で技術研修を受け
る機会を得ました。出向期間中には、愛
媛県の余土中学校で実施された太陽光
発電と水の見える化プロジェクトに従
事。メーカーから「宮地電機では対応で
きないだろう」と言われていた案件を無
事に納入し、技術力を証明することがで
きました。

時代の変化を読み、
挑戦をチャンスに

　エネルギーマネジメントの取り組みが進
む中で、宮地電機はより大規模な案件への
対応が進み、BEMS（ビルエネルギーマネジ
メントシステム）への挑戦が始まりました。
　ある案件をきっかけに、「エネルギー
の使用量だけでなく、供給の側面も含め
た制御が必要になる」という認識が社内
に広がり、複数のエネルギーを統合管
理する必要性が高まってゆきました。
　補助金制度も動き出す中で、こうした
分野に対応できる人財は限られていま
したが、「今こそチャンス」と捉え、積極
的な挑戦を進めてきました。
　象徴的なエピソードとして、営業担当
者が「やらせてください」と言って大規
模案件を受注した事例があります。「対
応できる技術とチームがある」と確信し
ての判断で、実際に成功を収め、お客様
からの信頼も獲得しました。

　現場では、「技術力の高い宮地電機さ
んなら、これもお願いできますか？」と新
たな相談を受ける場面もあり、社内に育
まれた技術者集団の力が大きな価値を
生んでいます。
　こうした技術部門の付加価値を理解
し、利益に変える営業を続けることが、
未来につながってゆきます。省エネルギー担当室の

歩みと飛躍

　2012年、原油価格の高騰や節電対策
が社会的課題となる中で、お客様の省
エネルギー対策を総合的に支援するこ
とを目的に「省エネルギー担当室」が設
置されました。当時は国や自治体による
補助金制度が注目されており、特に建
築物節電改修補助金の公募では、全国
の説明会場の定員を超えるほどの関心
が寄せられていました。
　4名体制でスタートした省エネルギー
担当室は、初年度から難易度が高いとさ
れる「エネルギー使用合理化事業者支援
事業」に挑戦し、全国220件中2番目に交
付が決定されるなど、早期から成果を上
げてきました。その後も補助金制度の活
用と支援体制を強化し、申請支援件数の
拡大や制度対応力の向上に努めました。
その結果、2018年、宮地電機は経済産業
省資源エネルギー庁の「地域エネルギー
利用最適化取組支援事業」で「省エネお
助け隊」として採択され、2021年には四国
で初めて経済産業省資源エネルギー庁

の登録調査機関に選ばれました。さらに
は、株式会社IHI様など大手企業の事業
所診断を請け負うなど、診断精度の高さ
は業界内でも高く評価されています。
　省エネルギー化のためには、管理標準
の作成、計測・記録、保守・点検、そして計
画的な設備改修という一連の手順を繰り
返すことが基本となります。これらは企業
が存続する限り、継続的に取り組むべき
普遍的な課題です。近年では、こうした専
門的な知識を前提に、運用改善や設備更
新を含めたコンサルティングができる提

案者の重要性が高まっています。
　省エネルギー担当室は2025年現在、
14名体制に拡充され、カーボンニュート
ラルや再生可能エネルギーの導入支援
にも取り組んでいます。環境負荷の低減
と経済性の両立を目指し、持続可能な社
会の実現に向けたこのような取り組み
は、社内の他部門との連携や新たな技術
への対応にも広がりを見せています。
　こうした成長の背景には、現場で積
み重ねてきた実績と、お客様との信頼
関係があります。

太陽光発電事業への
挑戦と地域展開

　宮地電機は、再生可能エネルギー分
野への取り組みとして2013年の南予営
業所、高知支店へのソーラーパネル設
置から始まり、2014年、当社所有のメガ
ソーラーとして初となる徳島市東沖洲
での太陽光発電所を稼働させました。
東沖洲太陽光発電所は、土地使用の公
募入札から始まり、同年5月に着工、11月
には四国電力への売電を開始するに至
りました。開所式には徳島県知事をはじ
め多くの関係者が出席し、地域の期待
の高さがうかがえました。

　東沖洲太陽光発電所は、将来のメン
テナンス費を抑えるために造成・整地
に十分な投資を行い、かつ稼働後も半
年ごとの点検を実施するなど、安定稼働
に向けた管理体制を整えています。自
社設備としての責任を持ち、20年間の
確実な発電を目指してO&M（運用・保
守）に取り組んでいます。

省エネルギー担当室の
これから

　近年では、自家消費型太陽光発電
や蓄電池の需要が高まり、製品や制度
の変化も加速しています。こうした状

況に対応するためには、最新の知識を
持ち、設計・提案・現場対応まで一貫し
て行えるエキスパートの存在が不可
欠です。
　そこで2025年4月から、省エネルギー
担当室は高知に集結させていた「新エ
ネルギー推進課」のスタッフを四国4県
に配置しました。営業担当者と密に連携
し、即応体制を整えることで、若手でも
自信を持ってお客様対応ができる環境
を整えています。
　今後は、電気工事業者様との協力体
制も強化し、太陽光発電のすそ野を広げ
ながら、地域に根ざした再エネ推進の
中核としての役割を果たしてゆきます。

創る。
省く。

「使う」から「創り、省く」へ
取材協力 ： 近藤浩樹（常務取締役）

創る。
省く。

　入社以来、多くの課題に直面しながら、技術者としての知見
を深めてきました。オリジナルLED照明器具「Multi Cube」の開
発を一から任された当初は、LEDが半導体であることすら知ら
ず、周囲に教えてくれる人もいない中、部品メーカーに直接連
絡を取り、手探りで学びながら製品を完成させました。直流電源
装置を搭載した「LED防災ライト“ぐらっパ！”」では、JET認証取
得のために電気安全環境研究所に何度も足を運び、ようやく
認証を得ることができました。また、光触媒による「汚れない照明
器具」の開発では、千葉大学を訪ねて教授の紹介で企業とつ
ながり、サンプルをもとに製品化へとつなげることができました。
このように、なんとか製品を完成させた時の達成感は今も覚え
ています。
　その後、省エネルギー関連事業や太陽光発電事業にも携わ
るようになり、電気の知識に加えて法律・税務・申請手続きなど
幅広い分野の理解が求められました。土地取得や減価償却な
ど、経営に関する知識の必要性も痛感しました。

　全国を飛び回る中で学術界や官公庁とのつながりも広がり、
国の研究開発管理サイト「e-Rad」に研究員として登録し、大学
との共同研究や公募型研究資金制度の提案にも関わるように
なりました。会社から与えられた試練を一つひとつ乗り越える中
で、技術者としての信頼を得られるようになったのだと思います。
　さらにより高度な知識を求めて、事業構想大学大学院で1年
間学び、理論と実務の両面からのアプローチを深めました。
　私が大切にしているのは、「人より半歩先を行く学び」です。

　「よく知っているね」と言
われる知識を常に備え、周
囲が追いついたらさらに一
歩先へ進む。この積み重ね
こそが、信頼につながると
実感しています。

常務取締役　近藤浩樹
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国・省エネ・地域パートナーシップ事務局

中小企業など

宮地電機 省エネ診断

省エネ・地域パートナーシップのイメージ図

※関係者間の相互連携促進 省エネに関する
各種情報提供

パートナー金融機関
(パートナー省エネ支援機関)

省エネ取組みに関する情報提供など

支援策に関する情報提供、企業の紹介

省エネに関する
各種情報提供

地域の相談・支援実態に
関する情報提供

支援策の充実に関する
情報提供

省エネ支援
（診断、情報提供）

適切な支援策・
団体を紹介



「照明を文化に」
彌典前会長の思いが礎に

取材協力 ： 山本行洋様

（OB 元インテリアデザイン担当室長）

照明への情熱が伝播して

　「照明」を宮地電機の強みとする、その
基礎を作ったのは彌典前会長です。中
学生の頃に舞台照明に出合って光に魅
了され、東京電機大学で照明を専攻。東
宮傳先生に師事され、光で世の中を楽
しく、そして美しく彩ることに夢を持ち続
けて来られました。近代照明の歴史は
わずか100年余りですが、彌典前会長は
24歳で照明事業部を立ち上げてから72
歳でお亡くなりになるまでの48年間、
ずっと照明を文化にすべく尽力されまし
た。その情熱を受け継ぎ、夢を追い続け
てきた結果、今の私があります。
　宮地電機に入社したのは本当に偶然
で、家庭の事情で大学進学を諦めざる
を得なくなり、友人と２つの求人案件を
巡ってバトルの結果、私が宮地電機の
就職試験を受けることになりました。試
験を終えて家に帰り着くまでの間に、当
時、株式会社宮地照明の社長だった彌
典前会長がわが家を訪れ、両親に「ぜひ
入社してほしい」との言葉を残していま
した。当時、照明器具とは「明るくする道
具」であり、照明の知識も関心もない私
が知っていたのは家にあったサークラ
インと20Wの蛍光灯くらいでした。
　1976年に入社し、オープンを控えた宮
地照明高松支店に配属になりました。
ショールームの商品展示では彌典前会
長自らの陣頭指揮の中、「3㎝右、5㎝下！」
と指示を受けながら作業を行いました。

そこに吊り下げられた照明器具は、どれ
も美しく個性的な形のものばかりでした。
昼は展示作業をしながら、夜は焼肉で英
気を養いながら、照明についてたくさん
のことを教えてくださり、夢を熱く語って
いただきました。彌典前会長には、多くの
人に光の楽しさと光の感動を知らしめた
い、光とあかりを扱う良い習慣を日本人
の暮らしに根付かせたいという夢があ
り、深い情熱がありました。

インテリアデザイン
担当室の誕生まで

　入社した年に、藤田進元支店長から
「寒川商業建築研究所様に行って、最新
のデザインを勉強しなさい」と言われまし
た。そこで、商業デザイン界を牽引する寒
川登主宰から、「コンセプトデザイン」を徹
底的に叩き込まれました。好き勝手に空
間の色や形、光を決めるのではなく、まず
最初に空間のデザインコンセプトを決め
ることが重要で、それを施主様と共有した
上で空間を創り上げるとすべてうまくゆく
という考えでした。このコンセプトデザイ
ンの考え方は私の核となり、その後に担
当した案件はすべてコンセプトデザイン
を中心に創ってきました。
　私にとって、寒川商業建築研究所様で
の時間はすべてが学びでした。たくさん
の著名な建築家やデザイナー、照明や建
材メーカーが出入りする中で、人のつな
がりを作れたことも財産です。しかし、何

の知識も経験もない若造が、照明設計を
任せてもらえるようになるまでは苦労の
連続でした。勉強に勉強を重ね、ようやく
認めてもらえるようになってから、宮地電
機で建築設計事務所を1軒1軒回って照
明設計の仕事を開拓しました。そして
2006年の経営構造改革【第三創業・
Next30】時に、光のデザインを中心とし
たインテリアデザインの専門部署であ
る、「インテリアデザイン担当室」が設置
され、担当室長を拝命しました。

照明学会で各賞を受賞

　彌典前会長が照明学会の四国支部長
になられ、当社と照明学会の関係は深く
なりました。四国照明賞、照明普及賞な
ど数多くの受賞歴にもつながっていま
す。照明設計の高いノウハウと実績があ
り、社員のほとんどが照明コンサルタン
トの資格を有する会社として、照明メー
カーをも凌ぐレベルだと一目置かれるよ
うになりました。
　当社の照明の仕事は、照明設計から
空間全体のデザインへと変遷し、そして
現在は人を中心としたヒューマンセント
リックデザインで、自動や無線で調色調
光などの照明制御を行うようになりまし
た。私たちは、常に照明の最先端研究や
開発情報に目を向け、どこよりも早く社
会に貢献する空間デザインへと進化を
遂げてきました。
　仕事は、自分がどのように社会貢献
できるかが重要です。社会から必要とさ
れ続けること、社会に認められ続けるこ
と、信頼されて任され続けることが、これ
からの宮地電機にとって必要なことだ
と考えます。そのためには、時代を先ん
じて進化し続けることが大切です。

昼は昼らしく、夜は夜らしく

取材協力 ： 田部 泉

（開発営業部 設計担当部長）

業務課から
照明設計の仕事へ

　照明の仕事を志したきっかけは、学
生時代電気工学科に在籍中、卒業論文
のテーマに照明設計を選んだことに遡
ります。4名の仲間と共同で卒論を仕上
げることになり、1年以上照明設計の研
究に時間を費やしました。卒業後は、四
国に帰って照明の仕事をしたいとの思
いがあり、照明を取り扱う会社を調べた
ところ唯一見つかった宮地照明に入社
しました。
　入社して半年間は業務課に在籍し、
商品の発注や入荷、在庫管理などの業
務を行いつつ、カタログを見てメー
カーや商品を覚えました。その後は、補
佐として先輩の図面作成や照度計算な
どしながら、営業の仕事を覚えてゆき
ました。
　当時、照度計算は限られたメーカー
しか対応しておらず、依頼方法もＦＡＸ
で時間がかかっていたので、私が大学
で学んだ照度計算を行うことでずいぶ
んと時間短縮に貢献できました。
　また、営業担当になった際には、自分
の得意先がなく、帯屋町などの店を1軒1
軒訪問し、ランプのメンテナンスや店舗
改装の照明計画の依頼をいただいてい
ました。そんなお客様との絆を築きなが
ら、将来は店舗、ホテルや施設の照明設
計をやりたいと思っていました。

光のデザインを感じる

　入社年の秋ごろ、メインの取引先だっ
た山田照明本社の新作発表会があり、
彌典前会長に同行させてもらいました。
夜の懇親会後に、彌典前会長と数人で
新宿2丁目のビルの地下にある「サパー
クラブ カッサドール」に連れて行って
いただき、大きな刺激を受けました。照
明は安価な鋼板のペンダント照明で薄
暗い趣のある店内は、倉俣史郎氏が内
装デザインを、壁面の人物の影絵を高
松次郎氏が手掛け、描かれた影絵に実
際の人影が重なり「人と影」を映し出す
光景がとても素敵で印象的でした。そこ
は、杉本貴志さんをはじめとする錚々た
る有名若手デザイナーが集う店と聞き、
それ以来、照明デザインに一段と心を惹
かれるようになりました。また建築や店
舗の設計者が生み出す作品や、その人
そのものに興味を抱き、次々と本を読
み、多くの著名な建物に足を運び、建築
家やデザイナーの講演会にも参加して
話を伺うことでたくさんのことを吸収す
ることができました。
　当時、照明設計は器具の意匠に重きを
置き、平均照度が重視される時代でした

が、この頃から照明計画は光のデザイン
だと感じるようになりました。もともと建築
が好きなので、建物を美しく見せる照明設
計の仕事に一層興味を抱き、いろいろな
建築物と向き合って知見を深めました。

創り出すことの意味を大切に

　一方、空間デザインだけでなく、照明
器具そのもののデザイン・設計を手掛
け、オリジナルの別注品も数多く作って
きました。高知から松山に転勤した当時
はパチンコ店やホテルの仕事がとても
多く、同業者との差別化を狙うためにも
特別な設計と意匠を施した器具の提案
をしました。その頃、一番関心があった
のは光ファイバーです。天井に小さい穴
を空けて光ファイバーを一つひとつ通
してゆく工程は手間はかかりますが、完
成するととてもきれいで印象的なフォル
ムを放ちます。ホテルや病院、葬祭場な
ど数多くの施設に提案し設置しました。
　最近では道後温泉本館の保存修理工
事、寺院、高知城の防災設備工事などの
古建築を保存するプロジェクトでも、別
注品の提案をしました。オリジナルで作
るので労力がかかりますが、通常より多
くの利益が見込めます。手間と時間を省
くために、メーカーの協力も必要です
が、自分でも図面の中身やプロセスを
十分に理解しておくことが大切です。例
えば重量物では、ボルト一本の耐久性
や強度なども考慮する必要があり、より
きめ細かいチェックが大切です。
　また最近ではスタンド照明がメー
カーのラインナップから少なくなりまし
た。そのため気に入る商品が少なく、仮
に気に入った器具があっても高額とな
るケースが多くあります。住宅照明で
は、移動できる照明が必要だと思ってお
り、フレキシブルなスタンド照明の図面
を描いてオリジナルを何台か製作しま
した。メーカーに頼ることなく、要望に応
じた器具の製作ができる当社だからこ
そ、そういう所にも力を入れてゆくべき
だと思います。

時間軸のある照明デザイン

　これからの照明設計はHCL(ヒュー
マン・セントリック・ライティング)の考
え方が当たり前になってきます。人間の
ライフスタイルや時間に合わせて照明
の色や明るさを制御するもので、人を中
心にした照明設計の概念を指します。
これは彌典前会長が言い続けてこられ
た「昼は昼らしく、夜は夜らしく」の考え
方そのものです。私たちが大切にして
培ってきたことに時代が追い付いてき
たのではないでしょうか。
　若い人たちにも継承していただき、
さらなる先に歩みを進めてほしいと思
います。

EMS導入のきっかけ

　2011年の東日本大震災をきっかけに、
省エネルギーは日本全体の課題となり、
省エネ製品の需要が急速に高まりました。
こうした中、宮地電機では当時のファクト
リー営業部を中心に、エネルギー関連の
新たなビジネスを模索し始めました。
　2014年、「琵琶湖メッセ」で出会ったの
が、エネルギーの使用状況を「見える化」
する「カンデマ」でした。これは、滋賀特機
グループの東洋エンジニア株式会社様が
開発したもので、すでにビルや工場単位で
のエネルギー管理を実現していました。
　当時、宮地電機ではエネルギーモニ
ターを1～2台設置している段階で、他社
の先進的な取り組みに衝撃を受け、「こ
れからの時代に必要なのは、こうした技
術だ」と感じたことで、進むべき方向性が
明確になりました。翌年、再び訪れた琵

琶湖メッセでは、「カンデマ」の技術がさ
らに進化しており、「これ以上の遅れを
取ってはいけない」との思いから、東洋
エンジニア様に直接アプローチしまし
た。徳島支店へのカンデマ導入を依頼
し、これがEMS（エネルギーマネジメン
トシステム）導入の第一歩となりました。
　導入後は、ファクトリー営業部を中心
に旧徳島支店のEMS化に取り組みまし
たが、既存設備の回路が複雑で計測点
も限られていたため、十分な成果を得る
には至りませんでした。そこで、築後年
数が浅い松山支店にも「カンデマ」を導
入し、現場での経験を通じてノウハウを
蓄積してゆきました。
　この取り組みを支えたのが、経営管
理室が携わった遠隔接続の確認システ
ムです。回路調査からメーター設置、接
続確認までをすべて自社で完結できた
ことは、大きな自信につながりました。

　さらに、エネルギーの「見える化」を全
社で共有するため、エネビジュアライザ
の導入も進行。松山支店と徳島支店の
電力使用状況を相互に確認できる体制
から始まり、後には西讃営業所も含めた
エネルギー管理が可能となりました。
　こうした取り組みにより、宮地電機で
は「見える化」にとどまらず、デマンド制
御や遠隔監視・制御といった高度なエ
ネルギーマネジメントを自社で施工・運
用できる体制を築くに至りました。

技術力を育てるための一歩

　エネルギーマネジメント事業を本格展
開する中で課題となったのが、PLC（※）
に関する知識と技術の不足でした。松山
支店にカンデマを導入した際、プログラ
ミングの重要性を痛感し、社内でPLC研
修を実施したものの、実践には不十分
で、指導できる人財もいない状況でした。
　滋賀特機株式会社様の担当者との会
話をきっかけに、より専門的な知識を持
つ人財の必要性が明確となり、宮地電
機として初めての出向を決断。若手社
員を1名、1年間、同社で技術研修を受け
る機会を得ました。出向期間中には、愛
媛県の余土中学校で実施された太陽光
発電と水の見える化プロジェクトに従
事。メーカーから「宮地電機では対応で
きないだろう」と言われていた案件を無
事に納入し、技術力を証明することがで
きました。

時代の変化を読み、
挑戦をチャンスに

　エネルギーマネジメントの取り組みが進
む中で、宮地電機はより大規模な案件への
対応が進み、BEMS（ビルエネルギーマネジ
メントシステム）への挑戦が始まりました。
　ある案件をきっかけに、「エネルギー
の使用量だけでなく、供給の側面も含め
た制御が必要になる」という認識が社内
に広がり、複数のエネルギーを統合管
理する必要性が高まってゆきました。
　補助金制度も動き出す中で、こうした
分野に対応できる人財は限られていま
したが、「今こそチャンス」と捉え、積極
的な挑戦を進めてきました。
　象徴的なエピソードとして、営業担当
者が「やらせてください」と言って大規
模案件を受注した事例があります。「対
応できる技術とチームがある」と確信し
ての判断で、実際に成功を収め、お客様
からの信頼も獲得しました。

　現場では、「技術力の高い宮地電機さ
んなら、これもお願いできますか？」と新
たな相談を受ける場面もあり、社内に育
まれた技術者集団の力が大きな価値を
生んでいます。
　こうした技術部門の付加価値を理解
し、利益に変える営業を続けることが、
未来につながってゆきます。省エネルギー担当室の

歩みと飛躍

　2012年、原油価格の高騰や節電対策
が社会的課題となる中で、お客様の省
エネルギー対策を総合的に支援するこ
とを目的に「省エネルギー担当室」が設
置されました。当時は国や自治体による
補助金制度が注目されており、特に建
築物節電改修補助金の公募では、全国
の説明会場の定員を超えるほどの関心
が寄せられていました。
　4名体制でスタートした省エネルギー
担当室は、初年度から難易度が高いとさ
れる「エネルギー使用合理化事業者支援
事業」に挑戦し、全国220件中2番目に交
付が決定されるなど、早期から成果を上
げてきました。その後も補助金制度の活
用と支援体制を強化し、申請支援件数の
拡大や制度対応力の向上に努めました。
その結果、2018年、宮地電機は経済産業
省資源エネルギー庁の「地域エネルギー
利用最適化取組支援事業」で「省エネお
助け隊」として採択され、2021年には四国
で初めて経済産業省資源エネルギー庁

の登録調査機関に選ばれました。さらに
は、株式会社IHI様など大手企業の事業
所診断を請け負うなど、診断精度の高さ
は業界内でも高く評価されています。
　省エネルギー化のためには、管理標準
の作成、計測・記録、保守・点検、そして計
画的な設備改修という一連の手順を繰り
返すことが基本となります。これらは企業
が存続する限り、継続的に取り組むべき
普遍的な課題です。近年では、こうした専
門的な知識を前提に、運用改善や設備更
新を含めたコンサルティングができる提

案者の重要性が高まっています。
　省エネルギー担当室は2025年現在、
14名体制に拡充され、カーボンニュート
ラルや再生可能エネルギーの導入支援
にも取り組んでいます。環境負荷の低減
と経済性の両立を目指し、持続可能な社
会の実現に向けたこのような取り組み
は、社内の他部門との連携や新たな技術
への対応にも広がりを見せています。
　こうした成長の背景には、現場で積
み重ねてきた実績と、お客様との信頼
関係があります。

太陽光発電事業への
挑戦と地域展開

　宮地電機は、再生可能エネルギー分
野への取り組みとして2013年の南予営
業所、高知支店へのソーラーパネル設
置から始まり、2014年、当社所有のメガ
ソーラーとして初となる徳島市東沖洲
での太陽光発電所を稼働させました。
東沖洲太陽光発電所は、土地使用の公
募入札から始まり、同年5月に着工、11月
には四国電力への売電を開始するに至
りました。開所式には徳島県知事をはじ
め多くの関係者が出席し、地域の期待
の高さがうかがえました。

　東沖洲太陽光発電所は、将来のメン
テナンス費を抑えるために造成・整地
に十分な投資を行い、かつ稼働後も半
年ごとの点検を実施するなど、安定稼働
に向けた管理体制を整えています。自
社設備としての責任を持ち、20年間の
確実な発電を目指してO&M（運用・保
守）に取り組んでいます。

省エネルギー担当室の
これから

　近年では、自家消費型太陽光発電
や蓄電池の需要が高まり、製品や制度
の変化も加速しています。こうした状

況に対応するためには、最新の知識を
持ち、設計・提案・現場対応まで一貫し
て行えるエキスパートの存在が不可
欠です。
　そこで2025年4月から、省エネルギー
担当室は高知に集結させていた「新エ
ネルギー推進課」のスタッフを四国4県
に配置しました。営業担当者と密に連携
し、即応体制を整えることで、若手でも
自信を持ってお客様対応ができる環境
を整えています。
　今後は、電気工事業者様との協力体
制も強化し、太陽光発電のすそ野を広げ
ながら、地域に根ざした再エネ推進の
中核としての役割を果たしてゆきます。

取材協力 ： 武智敏博（参事）
　　　　　武智聖史（省エネルギー担当室）

　PLCの販路拡大を検討していた当時、工場市場に安価な製品を納入する戦略は現実
的ではあったものの、差別化が難しく、限界を感じていました。
　そこで工場市場から一旦離れて、異分野である農業に目を向けました。農業用ビニール
ハウス内の温度・湿度・日照量などを自動制御する「IoP（Internet of Plants）」の技術に
注目し、農家様向けの制御システム開発に着手。栽培環境のデータを「見える化」するプロ
グラムづくりがスタートしました。
　試作を重ねる中で、高知県が推進する次世代型施設園芸プロジェクト「SAWACHI」の
システム開発プロポーザルに参加。採択には至りませんでしたが、関係者からはクラウド送
信機器の開発・納入を打診され、新たな方向性が生まれました。
　この要望に応える形で、栽培環境を測定するセンサーと、データを送信する通信機器

を組み合わせた製品を開発。こうして誕生
したのが、宮地電機オリジナルのIoP通信
システム『みやっ通』です。最終的には
PLCとは異なる製品になりましたが、新し
い領域に挑戦する中で、自社の技術と発
想から新しい付加価値を生み出すことが
できた事例です。

経営開発室長　加川達也

「モノ売りだけではおもしろくない」
発想の転換から生まれた『みやっ通』

「制御」から「創造」へ
創る。
省く。

※PLC（プログラマブル・ロジック・コントローラ）とは…工
場や設備の機械制御を行うための小型コンピュータ。プ
ログラムの書き換えで、動作や工程を柔軟に変更できる。



　電材営業部は、お客様との絆を大切
にし、信頼を築くために日々努力を重
ねています。組織としてできることは何
か、個人としてできることは何か。営業
の現場をのぞいてみると、Miyajiサン
クスキャンペーンの復活、コロナ禍で
のお役立ち、日頃のお付き合いにも、
「お客様のために」の思いがあふれて
います。

Miyaji
サンクスキャンペーンの復活

　宮地電機では、1980年代に実施して
いたお客様招待旅行「Miyajiベスト10
会」を、2011年に「Miyajiサンクスキャ
ンペーン」として復活させました。この
キャンペーンでは、エントリーいただい
たお客様の中から、目標金額を達成し、
入賞されたお客様を、感謝の集いとして
旅行にご招待しています。当社や協賛

仕入先との関係性を深めていただくこ
とが目的です。
　キャンペーン復活の背景には、2009
年度が赤字に陥ってしまったという当
時の厳しい経営状況がありました。赤
字からのV字回復を狙い、背水の陣で
販売強化が必要とされる中、特に大手
電気工事会社様との関係強化を図るた
めの施策として再び実施することにし
ました。
　現在では、単なる販売促進企画にと

どまらず、お客様に感謝の気持ちをお
伝えする大切な場として、当社を代表
する恒例行事となっています。
　お客様との信頼関係は、長年にわたる
丁寧な関わりの中で育まれます。顔を合
わせ、言葉を交わし、時には何気ない会
話を重ねながら、「宮地電機なら安心だ」
と感じていただけることが、日々の営業
活動の土台となっています。Miyajiサン
クスキャンペーンは、その信頼の再確認
と、絆を深める機会です。

「モノがない」
コロナ禍からの学び

　2020年に発生した新型コロナウイル
スの感染拡大は、流通の現場にも大き
な影響を及ぼしました。仕入先各社から
は、「海外からの部品が入らず、製品が
完成しない」といった連絡が相次ぎまし
た。それまで数日から数週間で納品され
ていた資材が、納期未定になり、2～3ヵ
月以上かかることも異例ではない状況
になりました。
　対策として特に公共施設など、工期
が厳しく決まっている現場では、通常よ
り1～2ヵ月早い発注を基本とすること
や、それでも納期が厳しい場合は、別
メーカーの代替製品を提案するなどの
工夫で乗り越えていました。しかし、中
には一部未設置のまま引き渡しを行い、
半年後にようやく取り付けができた現場
もありました。
　このようなコロナ禍の経験を通じて、
仕入先を分散させることの必要性や、
情報を先取りして動くことの重要性が
明確になりました。利益創出の観点か

ら商材ごとにメイン仕入先に集中させ
てきた体制を見直して取引先の幅を
広げることで、リスクを分散できるよう
にしています。仕入先が増えたことで、
価格を比較しやすくなり、交渉の幅も
広がりました。
　また、現場をうまく回すためには、仕
入先からの供給情報をいち早く収集し、
お客様に正確に伝えることが重要で
す。「納期が見えない」「全国的に物が
足りない」といった状況を素早く共有
し、先を見据えた打ち合わせを行うこと
で、スムーズな対応が可能になります。

四国No.1であり続けるために
─お客様第一主義を貫く
取材協力 ： 利岡正章様（OB 元常務取締役 電材営業部長）
　　　　　今西弘樹（電材営業部新居浜支店長）

　営業という仕事には、十のうち九の苦労があります。でも、一つでも「やってよかった」と
思える瞬間があれば、前に進めます。その一つの喜びを、自分でつかみにゆくことが大切
だと思っています。若い頃、「目の前の仕事は全部取れ」と教わりました。全部は取れない
とわかっていても、限界を決めずに挑み続けることで、自分のキャパは広がり、やがて自信
や面白さに変わってゆきました。
　仕事は追われるとつらいですが、こちらから追いかける立場でいられれば、提案の幅も
広がりますし、お客様もついてきてくださいます。手前手前で準備し、早めに動くことが営
業の楽しさにもつながります。
　営業とは、単にモノを売ることではありません。商品や経営の知識、販売ルートの理解
など、日々の学びと積み重ねが、お客様との信頼関係を築きます。私たちは数字を背負っ

てしっかりと稼ぐ営業でありたい。だからこ
そ、回収に関する問題への対応は上席が
担い、現場の営業が営業活動に集中でき
る体制を整えています。 
　お客様に「宮地電機なら安心だ」と思っ
ていただける存在になること。そこに、宮地
電機の営業としての誇りと、「お客様第一
主義」の本質があると考えます。

利岡正章様

信頼される営業を目指して

　 年 の
あ ゆ み
10 1その



　2023年7月、徳島市北沖洲に移転
オープンした徳島支店。当社では初の
フリーアドレスオフィスを採用しました。
照明はHCL（ヒューマン・セントリック・
ライティング）を導入。さらには、コミュ
ニケーションが密になるワンフロア設
計で、商品にもお客様にもより近く効率
のよい動線など、働き方改革の実現に
もつながる、画期的なオフィスが生まれ
ました。

新築移転の発端は
コロナによる物流ストップ

　徳島支店の新社屋建設は、老朽化し
た旧社屋の改修計画から始まりました。
当時、築38年を超えた建物は設備の劣
化が進んでおり、改修による対応が検討
されていました。しかし、新型コロナウイ
ルスの感染拡大により物流が停滞し、必
要な材料や商品の調達が困難となった
ことで改修工事は中断。これを受けて、

計画そのものを見直すことになりました。
　見直しの背景には、旧社屋には駐車場
の狭さや敷地の制約もありました。社用車
の駐車スペースは離れた場所にあり、
日々の業務にも支障が出ていました。隣接
地の購入交渉も行われましたが実現には
至らず、根本的な改善が難しいことから、
新築移転が選択肢として浮上しました。
　改修工事の競争見積の依頼中での中
断だったこともあり、徳島支店新築移転
プロジェクトは、経営開発室を中心に社

外の会議室などを活用して、水面下で
進められました。15件の候補地の中か
ら、将来的に橋の架設や環状線の整備
が予定されている沖洲地区が、そのアク
セスの良さを評価されて新たな立地場
所に決まりました。
　その後、建築意匠の綿密な打ち合わ
せや工事を経て、北側に倉庫、南側に事
務所、広い駐車場を備えた新社屋が完
成しました。

HCL導入に見る新たな挑戦

　新社屋の特徴の一つに、HCLの導入
があります。これは、サーカディアンリズ
ムと呼ばれる人の生体リズムに配慮し
て照度や色温度を時間帯に応じて自動
制御する照明技術であり、快適で健康
的な職場環境実現への取り組みとして
採用しました。
　日亜化学工業株式会社様が開発した
調色ソリューション「ダイナソリス」は、体
内時計の調整やメラトニンの生成を促す
効果があり、朝日に多く含まれる480nm
の光の含有率が他メーカーの製品よりも
多く、その特徴を評価して採用を決定しま
した。ただし、同社は照明メーカーでは
ないことから、照明器具への実装に課題
がありました。そこで、器具開発のノウハ
ウを持つ株式会社遠藤照明様に協力を
依頼し、器具へのダイナソリスの実装を
担っていただきました。この協業により高
機能なHCL照明の導入が実現しました。

HCLで退勤の意識に変化

　新社屋に導入されたHCLは、正午に
なると徐々に照度や色温度が下がり、暖
かい光へと変化して、昼休みであること
を知らせてくれます。また、就業時間も同
様で、自然と「退勤時刻だ。早く帰ろう」
と意識できるため気持ちにメリハリがつ
き、結果として時間外労働の削減にもつ
ながっています。
　これまでのように決まった時刻に一
斉に消灯する方式とは違い、段階的な
変化が体感しやすく、仕事の切り替えが
しやすくなったという声も聞かれます。
昼休みの照度調整も、オンとオフのメリ
ハリづくりに役立っています。
　また、窓際に設置されたペンダント
照明は、色温度やカラーの調整が可
能で、来客時の照明デモンストレー
ションにも活用されています。近年は、
社員の交流や働きやすさを重視した
オフィスづくりの相談が増えており、こ
うした演出が提案活動にも役立って
います。

コミュニケーションが
深まるワンフロア

　新社屋では、業務効率だけでなく、働
きやすさにも重点を置きました。集中作
業ゾーン、WEB会議用の個室、打ち合
わせ用の会議室、食堂やカフェスペー
スなどが整備され、働き方に応じた柔軟
な使い方ができるようになっています。
　中でも、旧社屋では、部署や職種に
よってフロアが違っていたりしていまし
たが、倉庫も含めてワンフロアとなったこ
とは大きな変化となりました。移動の手間
が減ったことで社内の連携が取りやすく
なり、在庫確認などもスムーズに。部署の
垣根を越えた会話も増え、自然とコミュニ
ケーションの機会が広がっています。
　トイレの設計にも工夫があります。女
性用は天井まで壁を設けて音を遮り、安
心感のある空間に。男性用は荷物棚の
奥行きを深くし、PCバッグなどの転倒防
止に配慮しました。

フリーアドレスの
導入と今後の働き方

　徳島支店では、宮地電機として初め
てフリーアドレスを導入しています。座
席を自由に選べることで、話したい相手
の近くでそのまま打ち合わせができるな
ど、自然なコミュニケーションが生まれ
ています。
　スタンディングスペースでのちょっと
した相談や、メーカーの営業担当者が
徳島支店内で仕事をする姿も日常にな
り、情報交換の密度も高まりました。
　徳島支店のこうした取り組みは、これ
からの働き方のモデルケースとして他
事業所にも良い影響を与えると期待され
ています。

徳島支店新築移転
─コンセプトはひとに寄り添う
取材協力 ： 玉置大和（電材営業部徳島支店長）
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　2019年、宮地常務は戦略的な挑戦
に踏み切りました。工務店向け営業に特
化した「工務店営業部」の新設です。背
景には、住設商材の販売において後発
だった当社が、競合に対して不利な立場
に置かれていたという現実がありまし
た。価格競争の激化、顧客基盤の弱さ、
購買情報の不足─まさに“弱者”の状況
でした。
　そこで登場したのが「ランチェスター
戦略」でした。

ランチェスター戦略とは？

　もともとは軍事理論として生まれたこ
の戦略は、ビジネスの世界では「弱者が
強者に勝つための戦略」として知られて
います。特に“第一法則”と“第二法則”に
基づく考え方は、営業戦略においても非
常に有効です。強者は広く浅く、弱者は
狭く深く─つまり、ターゲットを絞り、局
地戦で勝利を積み重ねることが鍵となり
ます。

工務店営業部の戦い方

　工務店営業部は、まさにこの理論を実
践しました。複数ある競合の中からター
ゲットを一社に絞り、その会社の営業担
当者一人に対して、当社は3対1の体制で
挑みました。これは“局地戦”の典型で
す。さらに、ただ売り込むのではなく、「聞
く姿勢」を徹底し、言われたこと以上の提
案を持参することで信頼を獲得。やが
て、競合の価格情報や購買状況など、貴

重なインサイド情報も得られるようにな
りました。
　このような“情報戦”もまた、ランチェス
ター戦略の重要な要素です。情報を制す
る者が、戦いを制する─それは営業の世
界でも同じでした。

経営と戦略の融合

　営業活動に加えて、経営面でも戦略的
な取り組みが進められました。既存の債
権保証制度を活用することによる貸倒リ
スクの低減、コロナ補助金を活用した業
務用エアコンの施工込み受注など、社内
の協力体制を整えながらの取り組みは、
着実に成果を積み重ねてゆきました。
　ある工務店様からは、照明とカーテン
だけの取引実績しかなかったにもかかわ
らず、住宅用太陽光発電設備の注文が入
りました。これは、まさに“信頼をいただけ
たのだ！”と実感できた瞬間でした。

継承と進化
─住宅営業部へ

　2022年、工務店営業部は住宅営業部
へと再編されました。ここでもランチェス
ター戦略の精神は生き続けています。秋
山営業部長体制となった現在、営業活動
の可視化と効率化を目的に「ランキング

シート」を導入し、重点顧客を明確化。リ
ソースの最適配分を可能にするため、各
工務店様への戦略を営業担当者自身が
立てて実行しています。
　また、商材対応も「照明を大事に」から
「住設商材全般を大事に」へと拡大。エア
コン、給湯器、太陽光発電設備など住宅
設備全般の提案力を高め、「工務店様の
お困りごとは住宅営業部へ」という体制
を強化しました。女性が活躍しやすい土
壌を持つ住宅営業部では、その柔軟性と
多様な視点を強みに、さらなる成長を遂
げようとしています。
　店舗運営においては、ラ・ヴィータ松山
店、高松店に続き、高知店も従来の自由来
店型から完全予約制へと移行していま
す。予約のない時間帯をプラン書作成や
新商材の知識習得に充てることで、業務
効率と接客の質を向上させています。

　住宅営業部は、こうした取り組みを通じ
て住宅市場での存在感を高め、次なる成
長に向けて着実に歩みを進めています。

学びが仕事を面白くする

　この成功の裏には、理論を学び、実践
に活かすという姿勢があります。ラン
チェスター戦略をはじめ、様々な書籍や
理論に触れることで、仕事の見方が変わ
り、面白さが増してゆく。これは工務店営
業部の挑戦が教えてくれた大切なメッ
セージです。
　ぜひ、皆さんにもこの“学びの力”を感
じていただきたい。理論は机上の空論
ではなく、現場で生きる武器になります。
宮地電機の80年の歴史の中で、工務店
営業部の挑戦はそのことを証明してく
れました。

弱者の逆転劇
─ランチェスター戦略が導いた
　工務店営業部の挑戦と継承
取材協力 ： 宮地宏明（常務取締役）
　　　　　秋山和徳（住宅営業部長）
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　2000年、Googleの日本語検索サー
ビスが始まり、Amazonが日本に上陸す
るなど、国内でもインターネットの活用が
本格化し始めました。当時、日本における
インターネットの人口普及率は37.1％。
まだ多くの人がオンラインでの買い物に
慣れていなかった時代、宮地電機はいち
早くその可能性に着目し、照明と電材の
両分野でEC事業の展開を進めました。

ラ・ヴィータ株式会社
EC販売の始まりと成長

　2003年、宮地電機はオリジナル照明器
具の製造販売を行うラ・ヴィータ株式会社
を設立し、住まいの照明「ECOGLASS」
のブランド展開と全国販売を目指して楽
天市場へ出店しました。
　さらに、2007年、LED照明が注目され
始めた頃、他社に先駆けLED照明
「Multi Cube」を発売。さらに2009年、

当時はまだ珍しかった住宅用LED照明
「kiraring」の発売をきっかけに、専任
者の配置やサイトのリニューアルを通
じてEC体制を強化しました。あわせて、
高品質でリーズナブルな他社製品の販
売にも取り組み始め、さらにルイスポー
ルセン、レ・クリント、フロスといった海
外デザインブランドの照明器具も販売
するようになりました。商品の幅が広
がったことで集客と売上は着実に伸び
てゆきました。

　2016年には自社製品の販売を終了
し、ショップ名を「住まいの照明ラ・
ヴィータ」に改め、国内外のデザイン照
明に特化したインテリア照明専門店と
して新たな体制を築きました。
　新型コロナウイルスの影響により在宅
時間が増えたことで、暮らしの空間に美し
さや心地よさを求めるニーズが高まり、ラ・
ヴィータ株式会社のEC事業は右肩上がり
の成長を遂げました。サイトには多くの高
評価レビューが寄せられ、信頼の蓄積とと
もに利用者層も広がりを見せています。

顧客体験を高める取り組み
　
　ラ・ヴィータ株式会社が運営するECサ
イトの利用者は、照明のブランドやデザ
イン性に関心が高く、比較的高価な“憧
れの商品”を求めるお客様が中心です。
こうした方々に対しては、単に商品を届
けるだけでなく、購入前のやり取りから商
品到着までのすべての過程を特別な体
験にすることを大切にしています。

　ブランドの世界観を損なわず、親しみ
やすく問い合わせしやすいサイトデザイ
ンを心掛けているほか、発送前の破損確
認や丁寧な梱包、電話番号入りチラシの
同封といった、お客様の安心につながる
配慮を徹底しています。こうした体験価
値の積み重ねが、顧客満足と信頼の獲得
につながり、メンバーのモチベーション
の向上にもつながっています。

選ばれ続けるために

　EC市場の拡大とともに、インテリア照
明の分野でも変化が進んでいます。近年
では、メーカーが自社の公式サイトでエ
ンドユーザーに直接販売する動きも加速
しており、競争は厳しさを増しています。
　ラ・ヴィータ株式会社ではこうした変
化に対応し、SNSなどで注目を集めてい
る商品の動向をいち早く捉え、先回りし
て仕入れる体制を整えています。加え
て、売れ筋商品の在庫を戦略的に確保
するなど、市場のニーズに柔軟に応える
仕組みづくりを進めています。さらに、宮
地電機が長年培ってきた照明デザイン
のノウハウを活かし、「照らす」だけにと
どまらない“光のデザイン”の提案にも注
力。お客様に安心して選んでいただける
商品とサービスの提供に努めています。

電材業界におけるEC

　2012年11月から宮地電機は、四国島
外のお客様への販路拡大を狙い、「電
材ネット全国版」を立ち上げました。以
降は、電材ネットYahoo!店や電材Days
など、様々なチャネルで展開を続けて
います。
　宮地電機の強みは、即納を可能にする
物流体制です。瀬戸内配送センターには
約1万点の在庫を常備し、小口調達や納
期確認など、スピードが求められる場面で
も確実に対応できる体制を整えています。
　インテリア照明とは異なり、電材ネッ
ト全国版の利用者の多くは「買い物」で
はなく「仕入」が目的です。種類が多い

電設資材を、正確に、かつ希望納期に
合わせて届ける対応力が求められま
す。そのため、サイト上には電話番号を
大きく表示し、問い合わせしやすくして
います。納期確認や見積依頼に対し、迅
速に対応することで、信頼の蓄積につ
なげています。
　EC事業においては、星の数ほどある
インターネット上のECサイトの中から、
いかに見つけてもらうかがキーとなりま
す。そのため、SEO（検索エンジン最適
化）対策にも注力してきました。「電材」
「電線」などのキーワードで検索結果上
位に表示されるよう工夫を重ねて顧客
接点を生み出し、丁寧な対応によって
購入へとつなげ、リピーターへと育てる
流れを大切にしています。
　ECでの資材調達は、現場対応や物流
課題など特有の難しさがあるものの、デジ
タルネイティブとして育った次世代の購
買層にとっては、オンラインでの注文が
自然な選択肢となってゆくはずです。IT
やAIを活用した業務効率化と、人的なホ
スピタリティを両立させるサービスづくり
が、今後の成長の鍵を握ります。

EC事業で
顧客満足を得るために
取材協力 ： ラ・ヴィータ株式会社
　　　　　情報開発室 EC課
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お客様の信頼が、受注・納入に

　機器の発注・納入は、宮地電機にご用命いただきました。
これは脈 と々続くお付き合いがあるということがひとつ。もう一
つは、省エネ相談・省エネ伴走支援を通して、当社の省エネ
に関する専門知識をお認めいただけたからだと思います。
　このハイブリッド給湯システムの更新には、国交省の宿泊
業補助金を活用しました。当初オリエントホテル高知様は
100％自社経費でというお考えでしたが、省エネ伴走支援の
中で提案した補助金活用を受け入れられました。我々に補助
金のノウハウがあったことも事業者として選んでいただいた理
由だと思います。
　また、ガスについては、オリエントホテル高知様の商社会に
入っている株式会社ツバメガス様に決定しました。ツバメガス
様とは過去に「CO₂ポテンシャル診断」から生じたガス給湯器
の納入でご協力いただいたことがあり、我々にとっては初のハ
イブリッド給湯システムでしたが、ツバメガス様との協力関係を
築けていたことが「やれる！」という自信につながりました。2社
で協力し、伴走支援時に算出した計測値を活用し、最大出
湯の能力を備えたハイブリッド給湯システムの仕様と費用の
概算をまとめ、承認を得ることができました。
　無事にお引渡しを完了し、現在は、光熱費の推移を状況
共有していただきながら、省エネ支援を継続しています。

　省エネルギー担当室が2018年から行っている「省エネ
お助け隊」の活動。宮地電機は、経済産業省資源エネル
ギー庁の「地域エネルギー利用最適化取組支援事業」にお
いて、省エネ支援団体に採択されました。四国4県の中小
企業の省エネの取り組みを支えるとともに、「省エネに強い
会社」として宮地電機の企業価値向上に貢献しています。
　2023年には、オリエントホテル高知株式会社様の省
エネ相談・省エネ伴走支援を経て、ハイブリッド型給湯
器を受注・納入しました。

伴走支援で課題解決に前進

　省エネお助け隊の活動としてまず、オリエントホテル高知様
には一般財団法人省エネルギーセンターによる省エネ診断を
受けていただきました。その診断報告書の中に、熱源をガスと電
気の２つを使うハイブリッド給湯システム導入の提案がありまし
た。電気で駆動するヒートポンプは、コストは安いのですがお湯
を沸かすのに時間がかかります。一方、よさこい祭りやスポーツ
チームのキャンプなどの繁忙期には、一斉に大量のお湯を使う
時間帯が生じるため、瞬発力のあるガス給湯が適しています。こ
の２つの良い所を組み合わせたハイブリッド給湯システムが、省
エネ効率が高く需要に合っているという説明でした。オリエント
ホテル高知様はこの提案に賛同し、導入を決定されました。

　お助け隊の次の仕事は伴走支援です。省エネ診断で示さ
れた課題を深掘りし、解決に向けて準備をします。ここでは、
ハイブリッド給湯システムの導入に向けて超音波流量計、電
流計、温度ロガーを使って現状の給湯使用量を計測し、実際
に必要となる能力を考察しました。
　どの時間帯にどれぐらいのお湯が必要か、ヒートポンプの
能力はどれぐらい必要か、ガスと組み合わせたらどうなるか？
など、とても難しい内容でしたが、専門家やメーカーの力も
お借りしてまとめ上げました。

　宮地電機さんとは長いお付き合いで、LaVitaのウエ
ディング事業立ち上げに当社のウエディング担当者が協
力させていただいたご縁もあります。
　私たち観光業にとっては高知の素晴らしい自然環境
が売りですので、それを守ってゆくのは当然のこと。SDGs
にも当たり前のことを当たり前にやるというスタンスで取
り組んでいます。
　今回のハイブリッド給湯システム導入もその一つで、
CO₂削減に成果を出すことができました。時間がない中
で、宮地電機さんには大変よくやっていただきました。佐
古さんにも泊まり込みで作業していただいたり、「もし何か
あればここに連絡を」という24時間のフォロー体制を築
いてくださり、安心してお任せすることができました。
　設備投資には多額の資金が必要となり、使える補助
金があれば…と思いますが、我々はそういう情報に疎く後
から知ることが多いです。今回はタイミングよく活用して支
出を抑えることができ、本当によかったです。
　電気代もコロナ前の通常営業時に比べると安くなっ
ています。宮地電機さんに電気の使用量とCO₂排出量を
可視化していただいたことで、社員の意識も高まってきま
した。これからも会社一丸となってSDGsの取り組みを進
めてゆきます。
　

高知の自然環境を守る一助になりました

オリエントホテル高知株式会社
専務取締役　阿久津初夫様

市場開発室 省エネルギー担当室長 佐古文男

省エネお助け隊
オリエントホテル高知

ハイブリッド給湯器でSDGsに貢献



　本館10周年を機に新館を建設された、香川県高松市のホ
テルパールガーデン様。当時のインテリアデザイン担当室を
中心に、電材営業部、住宅営業部、情報開発室、技術センター
がワンチームとなって、設計から納入・施工まで宮地電機で
担いました。それぞれが得意な分野で能力を発揮し、お互い
を尊重し合い、協力し合って完成へと導きました。

一番の目玉は特注照明 

　ホテルパールガーデン新館の建築コンセプトは『和洋モダンな
アート』。施主様からの様 な々ご要望に応えながら照明プランを
練り上げました。照明器具はすべて宮地電機からの提案です。
　もっともこだわったのは、最上階にあるバンケットホールの特
注の天井照明です。最初に、井上商環境設計株式会社様が

ピラミッドのようなデザインをイメージされ、それを受けて当社で
一から図面を描いてゆきました。当初はまさにピラミッドそのもの
の意匠でしたが、図面を描くに連れ、様 な々アイディアが出てき
てデザインはますます洗練されてゆきました。
　しかし、デザインがある程度決まり、素材や光源を決める段
階でいろいろな課題が現れてきました。例えば、器具本体の
重量による天井強度の懸念や、照明器具の側面は美しく発
光しているのに、直下照度が不足していることなどがシミュ
レーションで明らかになりました。
　これらの課題に対しては、意匠の変更やダウンライトの追
加など、私たちから積極的に提案を重ねました。仕様の決定
後、製作期間は3ヵ月。宮地電機と井上商環境設計様と大
阪の工場の3者で、照度や配光計算、施工に関する綿密な
打ち合わせを行いながら完成させました。

光で作り出す「遊び心」と「癒し」

　この特注照明は電球色から白色に色温度を変えることがで
き、その他にもバンケットホールにはカラー演出ができる舞台照
明を備えています。シーンに応じてさまざまな光の演出ができる
ので、訪れるお客様にも楽しんでいただけると思います。
　また、客室は間接照明をふんだんに採用し、他のビジネスホ
テルにはない癒しの空間を作り上げています。こうした光の工
夫が、リピート客の多さにつながっている要因かもしれません。
 

社内のプロフェッショナルが連携

　パールガーデン新館プロジェクトでは、一般照明や特注照
明に加え、舞台照明、プロジェクターの発注もいただきました。
　照明の仕事ならなんでも来いという自負がありますが、プロ
ジェクターの仕事を請けた時には、即「電材高知支店の技術
センターの出番だ！」となり、急遽電話をして「明後日までにお
願いします」と言って、億単位の見積を出してもらいました。
　一見すると、ただ映像が映るだけの設備に見えますが、鮮
明に投影するには絶対に必要な距離があって、部屋の大き
さや明るさに適したプロジェクターの選定、どの角度から見て
も美しく映るよう、設置場所など細かな設計が必要です。技術
センターは最適な設置案を図面に起こし、お施主様に伝わり
やすいよう視覚化して提案してくれました。音響機器に関して
も同様で、安心して任せることができ、仕上がりにも確かな信
頼を持てました。「技術センターが絶対的に弱電に強い」とい
うことを知らなければ、請けることができなかったと思います。
　また、今回の現場ではインテリアデザイン課がまとめ役となり
器具の選定や納品時期を決め、各部署に指示を出して進めま
した。高松支店は電設資材を担当してくれました。知識が豊富
な担当者は、何かあっても無理とは言わず、必ずどうにかしてく
れるという安心感がありました。香川住宅営業課は、一般照明
器具の発注や納品管理を担ってくれました。特注品もあり、物
量も多かったのですが、倉庫を用意して保管し、現場の進行に
合わせて順次納品してくれました。情報開発室が制作した
3DCGは、配光のダブルチェックや設計事務所、ホテルとのビ

ジュアルコミュニケーションに役立ちました。その仕上がりは、現
実と見間違うほど精巧なものでした。
　各部署の業務内容や得意分野を把握するのはなかなか
難しいですが、インテリアデザイン課は四国４県の事業所とコ
ラボする機会があるため、それを知り得る立場にあります。各
自が力を発揮し、連携しながら着実にプロジェクトを進められ
たことが、成功の鍵だったと思います。まさに宮地電機ならで
はの「僕らの仕事」です。
　このように各部署の強みを理解し、俯瞰で見える人が増え
てゆけば、仕事を横に繋いで、幅広い受注と精度の高い仕
事をすることで、期待を超える感動をいただけると思います。

開発営業部 インテリアデザイン課
課長代理 永易賢一

ホテルパールガーデン新館

宮地電機の力を結集した質の高い仕事



　高知新聞企業様からお声がけいただき、解剖学で使われる
《透明標本》をアート作品にした展覧会にライティングで関わる
ことになったのが、すべての始まりでした。この美しい透明標本を
どう魅力的に見せるか？照明だけでなく、音や映像を連動させ、
「静」の展覧会に「動」を取り入れてみよう。当時、広報・デザイン
課にいた私は、インテリアデザイン課、高知支店技術センターと
協働し、プランを練り上げて作家の冨田さんにプレゼンテーショ
ンしました。そのとき、ドキドキしていた私たちに冨田さんがかけてく
ださった言葉が、冒頭の一言です。
　通常、全国で開催される展覧会は、海外や都市圏でパッ
ケージされたものが巡回するのがほとんど。そんな中、高知で生
まれた「新世界・透明標本展」はSNSでも評判が広がり、高知
新聞企業様の営業力もあって、高知から全国へ巡回するとい
う稀有な展覧会になりました。
　2025年からは、徳島施設・ファクトリー営業課が新メン
バーとして加わり、透明標本と光の波長の関係を体感できる
『光Labo』という新コーナーを追加。ブラッシュアップを続けな
がら、全国の皆様に宮地電機の技術をご覧いただく旅を続け
ています。

新世界 透明標本展

全国を巡る展覧会へ

　透明標本とは、生物の骨格を観察するために
作られる標本です。たんぱく質を酵素で分解し
て肉質を透明化し、硬骨を赤紫、軟骨を青に染色
します。もともと骨格標本にしづらい小さな生物
の微細な骨格を立体的に観察するために確立さ
れた手法です。この透明標本を芸術作品へと発
展させたのが、透明標本作家・冨田伊織氏。
　そして、この作品と出会い、大規模な展覧会へ
と昇華させようとしたのが、高知新聞企業の佐
竹さんでした。
　作品の美しさを最大限に引き出すために必要
なのは照明だと考えた佐竹さんが、先輩に相談
したところ、「照明なら宮地電機さん」という言葉
が返ってきたそうです。

経営開発室 経営戦略課長 菅野乃美

主管 ： 株式会社高知新聞企業
作家 ： 冨田伊織 氏

「せっかくのプロの皆さんの提案に口出しをして、つまらなくなってしまうのは勿体ない。
          宮地電機さんのコーナーを作るのはどうでしょう？ 僕に新しい世界を見せてください。」

〈制作〉菅野乃美

〈制作〉梅木栄彦

〈制作〉岩永哲郎

コロナ禍の清水市での開催以外は、
全て主催者の目標を達成できました。

金沢21世紀美術館では、能登震災
後、人気の常設展は全て閉じており、観
光客が激減した中での目標達成です。

北九州市立科学館では、春の展示会
として、初の10,000人超えを達成。

熊本博物館での開催は、集客目標の
２倍以上の来場者を記録し、同施設の
新記録を樹立しました。これは、照明・
音響・映像技術を活かした演出が高く
評価された結果とも言えます。

開催実績

 来場者数（集客目標）

23,210人

15,383人

21,950人

9,392人

15,145人

41,261人

22,657人

18,686人

14,170人

28,691人

（12,000人）

（15,000人）

（18,000人）

（15,000人）

（15,000人）

（20,000人）

（18,000人）

（15,000人）

（ ー ）

（15,000人）

　　　　　会場（所在地）

高知県立美術館（高知市）

井上アイシティ21（長野県松本市）

TFU ギャラリーミニモリ（宮城県仙台市）

清水文化会館マリナート（静岡県清水市）

秋田県立美術館（秋田市）

熊本県立博物館（熊本市）

金沢21世紀美術館（石川県金沢市）

青森県立三沢航空科学館（青森県三沢市）

北九州市立科学館（福岡県北九州市）

東広島市立美術館（広島県東広島市）

　　　  開催期間

2017年7月22日～8月20日

2019年3月16日～4月7日

2019年7月13日～8月25日

2022年4月2日～5月8日

2022年7月9日～8月28日

2023年7月15日～9月3日

2024年4月26日～5月26日

2024年7月13日～9月23日

2025年3月16日～6月26日

2025年7月13日～10月5日



日本初の県市合築図書館

　2018年に高知市追手筋に開館した新図書館複合施設 
「オーテピア」の事例をご紹介します。同施設は「高知図書
館」・「高知声と点字の図書館」・「高知みらい科学館」の3施 
設で構成されており、地上9階・ 地下1階の中間免震構造
で、延床面積約22,800㎡の大型施設です。運営は高知市
民図書館本館と高知県立図書館の共同運営で、都道府県
立図書館と市立図書館の合築は日本初です。
　コンセプトは、本に親しむ・情報を探す・科学を楽しむ・星空 
にときめく、「知」の複合拠点「オーテピア」。図書館は四国最
大規模となる約205万冊の収蔵能力を有します。みらい科学
館にはプラネタリウムが設置されており、８００万個の星がきら
めく美しい夜空や、鮮やかな宇宙の映像が頭上いっぱいに
広がります。また、体験型展示ゾーンや定期的に開催されて

いるサイエンスショーは、子供だけでなく大人も十分に楽しめ
る内容です。1階には、声と点字の図書館があり、障がいがあ
る方も読書を楽しめる施設になっています。

基本構想込められた思い 

　オーテピアは、2010年に新図書館基本構想検討委員会の
委員長を彌典前会長が務められた事もあり、当社にとって、
とても思い入れのある施設です。当初は郊外への建設が計画
されていましたが、 「交通弱者にこそ使ってほしい施設は、中心
地にあるべきだ」 という委員会の判断により、高知市の中心部
に建設されることとなりました。基本構想で目指す図書館像とし
て挙げられた考え方（ユニバーサルデザイン・充実した情報イン
フラ環境・安心の防災機能・優れた省エネルギー性能・積極的
な地産材の活用）が 随所に反映された施設となっています。

　当時、資材や人件費の高騰を受けた入札の不調と再入札
や東洋ゴム株式会社の免震ゴム性能偽装問題による工事中
断などがあり工期は1年4ヵ月ほど延長になりました。その後、約
半年間の準備期間を経て、待望の開館となりました。 

「絶対に受注する」
─強い思いが導いた1億円超の契約

　当社は、照明器具をはじめとして総額1億円を超す資材を 
受注させていただきました。電気工事のＪＶの親会社である荒
川電工株式会社様への受注活動に際しては、貴嗣社長に
営業支援をいただききました。価格交渉は、非常に厳しいもの
になりましたが、多くの方々にご支援とご協力をいただき、何と
か受注に繋げることができました。彌典前会長が携わったこ
の物件は「どんな事があっても受注しないといけない!!」との思
いで営業活動をしていましたので、受注ができた時は本当に
感激し、ひと安心した瞬間を今でも覚えています。 
　現場ではその後もいろいろな苦労があり、最後の１年は、毎
日が打ち合わせ・商品手配・現場納品でしたが、今となっては
それも良い思い出です。特に照明器具では、基本設計のベー
ス照明が蛍光灯だったため、LEDへの設計変更の打ち合わせ
に時間を取られました。発注者側の承認もすぐに出してもらえ
ず、ＪＶ担当者も私も納期の面で大変ヤキモキしたものです。

照明器具の色温度は基本を温白色（3,500K）とし、温白色が
設定されていない機種は電球色（3,000K）を採用。そのため
明るく落ち着いた雰囲気に仕上がっています。玄関ホールに
設置された５台の特注LEDパイプ吊りペンダントにはDMXドラ
イバーボックス・再生機が組み合わされていて、時間帯により
色温度が変わる様に演出プログラミングがされています。これら
は、携帯タブレットで色温度（RGB）・光束を自由に変えることも
できます。このように、建設当時の新しい技術を取り入れたこと
が、ご利用者の快適性を高める一因となっています。　

今も続く人気
─高知のランドマークとして定着

　待望の開館日は、夏休み期間中だったこともあり、オープン
24日目で来館者が10万人に達するなど大盛況の幕開けを迎
えることができました。こうして、当社も関わることができた施設
は、2025年の現在も
開館時間には入場を
待つ人々が列をなす日
もあるほど、高知県内
外の方々に愛される人
気のランドマークとなっ
ています。

電材営業部 高知支店 里見賢次

オーテピア

知の拠点、オーテピア誕生
─高知のランドマークに刻んだ技術と想い

新図書館基本構想検討委員会
（左から1人目が彌典前会長） 　

高知県教育委員会

佐藤総合計画・ライト岡田設計 設計業務共同企業体

荒川・片岡・山下特定建設工事共同企業体

2014年10月14日～2017年12月15日

881,312,000円（税抜）

照明器具・照明制御設備・自立形高圧気中開閉器盤・避雷針設備、配線器具などB材

116,000,000円（税抜）

　

発注者

設計・管理

電気設備工事

工期

電気設備工事の落札金額

当社納入商材

納入金額

工事概要



2015年

2016年

照明普及賞

照明普及賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

照明普及賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

ヘアーサロン UTRILLO  ［香川県 高松市］

ブライダルショップ non rhetoric  ［香川県 高松市］

つちだ内科クリニック  ［香川県 坂出市］

K邸  ［香川県 高松市］

元祖・野球鳥おかむら本店  ［香川県 高松市］

瀬戸展望休憩場ライトアップ  ［愛媛県 西宇和郡］

東温市志津川の家  ［愛媛県 東温市］

松前の家Ⅱ  ［愛媛県 伊予郡］

朝立会館  ［愛媛県 西予市］

ほりうち眼科クリニック  ［愛媛県 松山市］

株式会社フソウ フソウテクノセンター  ［香川県 高松市］

レストラン Chez NAGAO  ［香川県 丸亀市］

ベイカフェ・アゼリア・サンポート店  ［香川県 高松市］

庵治の家  ［香川県 高松市］

松前のガレージハウス  ［愛媛県 伊予郡］

中村修二氏ノーベル賞記念LEDモニュメント  ［愛媛県 大洲市］

KUMANODAI HOUSE  ［愛媛県 松山市］

道の駅「よって西土佐」  ［高知県 四万十市 ］

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年

2025年

照明普及賞

照明普及賞

照明普及賞

照明普及賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

照明普及賞

照明普及賞

照明普及賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

照明普及賞

照明普及賞

照明普及賞

照明普及賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

照明普及賞

照明普及賞

照明普及賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

四国照明賞

照明施設賞

四国照明賞

四国照明賞

つるぎ町役場本庁舎  ［徳島県 美馬郡］

真言宗光林寺 位牌堂  ［愛媛県 今治市］

宿毛商銀信用組合  ［高知県 宿毛市］

LE CANA MOTOBU  ［沖縄県 国頭郡］

多田善昭の新しい仕事場  ［香川県 丸亀市］

多度津の家  ［香川県 仲多度郡］

Ｓ邸  ［香川県 高松市］

ＫＯＴＯＢＵＫＩＹＡ  ［香川県 高松市］

子ども若者発達支援センター  ［愛媛県 四国中央市］

今治市阿方の家  ［愛媛県 今治市］

松山城本丸防災設備等整備事業  ［愛媛県 松山市］

加賀野井の家  ［高知県 高知市 ］

高知城ライトアップ  ［高知県 高知市］

見立の古民家 K邸  ［香川県 多度津町］

地域医療支援病院 喜多医師会病院  ［愛媛県 大洲市］

琴弾廻廊  ［香川県 観音寺市］

木太町の家  ［香川県 高松市］

K HOUSE  ［香川県 高松市］

THE ADEJO MEMBER'S  ［香川県 高松市］

医療法人社団 野田医院  ［香川県 高松市］

愛媛日産自動車 西条店  ［愛媛県 西条市］

日本福音宣教会 松山福音センター 大洲キリスト協会  ［愛媛県 大洲市］

京宝亭  ［香川県 小豆郡］

サンポート高松 高松シンボルタワー  ［香川県 高松市］

ホテルパールガーデン新館  ［香川県 高松市］

北川村あったかふれあいセンター「ゆずの花」  ［高知県 安芸郡］

シンコール高松本社ビル  ［香川県 高松市］

国分寺の家  ［香川県 高松市］

フタガミ双葉台オフィス-Kōba-  ［高知県 南国市］

特別養護老人ホーム 梅本の里・サテライト  ［愛媛県 松山市］

LLOYDS  ［香川県 高松市］

足摺海洋館SATOUMI  ［高知県 土佐清水市］

南国市ものづくりサポートセンター  ［高知県 南国市］

安原クリニック  ［香川県 高松市］

徳島木のおもちゃ美術館  ［徳島県 板野郡］

高松第一高等学校校舎棟  ［香川県 高松市］

しまなみの杜リゾート  ［愛媛県 今治市］

高松第一高等学校体育館棟・グラウンド  ［香川県 高松市］

社会福祉法人 西予総合福祉会養護老人ホーム三楽園  ［愛媛県 西予市］

「照明普及賞（2022年から照明施設賞へ名称変更）」は、

一般社団法人 照明学会が1957年に創立した制度で、

毎年優れた照明施設を全国表彰しています。

「四国照明賞」は四国内でその年に竣工した

良い照明施設を同学会四国支部が選考し、表彰しています。

いずれも対象となる照明施設は住宅や商業施設など屋内用途から、

道路やスポーツ競技場など屋外照明まで広範囲に亘ります。

当社が受賞に貢献した物件をご紹介いたします。

照明普及賞／四国照明賞　受賞物件

ヘアーサロン UTRILLO

株式会社フソウ フソウテクノセンター

高松第一高等学校校舎棟

つるぎ町役場本庁舎

見立の古民家 K邸

サンポート高松 高松シンボルタワー

※照明普及賞⇒照明施設賞へ名称変更

※

徳島木のおもちゃ美術館
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	3_トップメッセージ
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